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表．教員・研究員等の人数が確認できる資料6404-i1-1

定員内 非常勤

教授 50 2
准教授 61
講師 1
助教 14 4
助手 1
技術職員 9 27
非常勤研究員 12

136 45 181



〜34歳 35〜44歳 45〜54歳 55〜64歳 65歳〜
教授 0 0 15 38 0
准教授 1 26 30 2 0
講師 0 1 0 0 0
助教 2 10 1 0 0
助手 0 0 1 0 0
計 3 37 47 40 0 127
割合（％） 2% 29% 37% 31% 0%

当該分析単位に関する本務教員の年齢構成が確認できる資料

職名
年齢※

※ 2019年５月１日現在の年齢としてください。



表. プロジェクトチームが確認できる資料 6404-i1-3 

 
重点研究分野と関係講座の関係 
中領域 ⼩領域 関係講座 キーワード 

植物科学 資源植物科学 植物ストレス科学 植物ストレス科学・オ

オムギ育種資源・ゲノ

ム育種 

先進的材料科学とナ

ノテクノロジー 

有機材料 物質エネルギー

学・生物機能化学 

新輝合成反応・触媒開

発・機能性有機分子 

バイオ技術との融合

研究 

生物機能化学・物

質エネルギー学 

ナノバイオ融合・クリ

ーンエネルギー 

資源循環型高分子材

料 

物質エネルギー学 環境低負荷型合成法・

バイオマス 

農業系科学 遺伝育種学・栽培生

理学 

植物機能開発学・

植物ストレス科学 

気候ストレス対応・新

品種育種・新栽培法開

発 

植物保護科学 植物ストレス科学

植物機能開発学・

環境生態学 

害⾍学・植物病理学 

動物生産科学 動物機能開発学 ICT 等を活用した畜

産・動物生産 

Society5.0 を支える

ICT 

数理モデルとシミュ

レーション技術 

人間生態学・持続

可能社会形成学・ 

気候変動・防災・災害

廃棄物 

環境保全・環境修復

技術 

環境保全 農村環境創成学・

環境生態学 

環境生態・農村開発 

 環境修復技術 都市環境創成学・

持続可能社会形成

学・農村環境創成

学・環境生態学 

マイクロポア・リサイ

クル・河川工学 

先進医療研究 生殖補助医療技術 動物機能開発学  

先端医療・福祉技術

開発 

健康寿命延伸・予防

医療学 

人間生態学 大気汚染と健康影響 

 



岡山大学の放射線障害の防止に関する管理規則

平成２８年３月２９日

岡大規則第１３号

改正 平成２９年３月２８日規則第 ６号

改正 平成３１年３月２８日規則第２０号

第１章 総則

（目的）

第１条 この規則は，放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律（昭和３２

年法律第１６７号。以下「法」という。）及び電離放射線障害防止規則（昭和４７年労

働省令第４１号。以下「電離則」という。）に基づき，岡山大学（以下「本学」という。）

における放射性同位元素，放射性同位元素装備機器及び放射線発生装置（以下「放射性

同位元素等」という。）並びにエックス線装置の取扱いに関し必要な事項を定め，これ

らによる放射線障害を防止し，本学内外の安全の確保に寄与することを目的とする。

（定義）

第２条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号の定める

ところによる。

一 放射線施設 放射性同位元素等を取り扱う施設

二 エックス線装置 １メガ電子ボルト未満のエネルギーを有するエックス線を発生す

る装置（医療用を除く。）

三 放射線業務従事者 放射性同位元素等の取扱い，管理又はこれらに付随する業務（以

下「取扱等業務」という。）に従事する者

四 エックス線業務従事者 エックス線装置の取扱等業務に従事する者

五 管理部局 放射線施設を管理する部局。

六 設置部局 エックス線装置を設置する部局

七 所属部局 放射線業務従事者又はエックス線業務従事者が所属する部局

（放射線障害予防規程）

第３条 管理部局の長（以下「管理部局長」という。）は，法第２１条第１項の規定に基

づき，放射線障害予防規程（以下「予防規程」という。）を定めなければならない。

２ 前項の予防規程を制定又は改廃するときは，あらかじめ第１４条に規定する放射性同

位元素等安全管理委員会の議を経るものとする。ただし，その改正内容が軽微なもので

あるときは，この限りでない。

（特定放射性同位元素防護規程）

第３条の２ 法に定める特定放射性同位元素を有する施設の管理部局長は，特定放射性同

位元素を防護するため，特定放射性同位元素防護規程（以下「防護規程」という。）を

定めなければならない。

第２章 管理体制

（組織）

第４条 本学における放射性同位元素等及びエックス線装置の取扱い並びにその安全管理

に従事する者に関する組織は，別表のとおりとする。

（学長）



第５条 学長は，本学における放射性同位元素等及びエックス線装置の取扱い並びに放射

線障害の防止に関して総括する。

（統括放射線安全管理主任者）

第６条 本学における放射性同位元素等及びエックス線装置の安全管理を統括させ，管理

部局長又は設置部局の長（以下「設置部局長」という。）に対して放射線障害の防止の

適切な実施に関し指導，助言，勧告等を行わせるため，統括放射線安全管理主任者を置

く。

２ 統括放射線安全管理主任者は，自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部

門の教員のうちから自然生命科学研究支援センター長が指名し，学長が任命する。

３ 統括放射線安全管理主任者は，核燃料物質等に関する放射線安全管理についても指導，

助言，勧告等を行う。

（管理部局長）

第７条 管理部局長は，所掌する放射線施設の管理運営を適切に行うとともに，それに係

る放射線障害の防止に努めなければならない。

２ 管理部局長は，放射線施設の管理運営及び放射線障害の防止に関し，第１０条に規定

する放射線取扱主任者の意見を尊重しなければならない。

（設置部局長）

第８条 設置部局長は，当該部局に設置するエックス線装置の安全管理に努めなければな

らない。

２ 設置部局長は，エックス線装置の安全管理に関し，第１２条に規定するエックス線作

業主任者の意見を尊重しなければならない。

（所属部局長）

第９条 所属部局の長（以下「所属部局長」という。）は，放射線業務従事者及びエック

ス線業務従事者の放射線障害の防止に努めなければならない。

（放射線取扱主任者及びその代理者）

第１０条 管理部局長は，放射線施設の管理運営及び放射線障害の防止について指導監督

を行わせるため，放射線施設ごとに放射線取扱主任者（以下「取扱主任者」という。）

を置く。

２ 管理部局長が必要と認めた場合は，放射線施設に複数の取扱主任者を置くことができ

る。

３ 管理部局長は，放射線施設に複数の取扱主任者を置く場合には，主たる放射線取扱主

任者１名とそれを補佐する放射線取扱副主任者（以下「取扱副主任者」という。）に区

分し，その職務を明らかにしなければならない。

４ 取扱副主任者は主たる取扱主任者が出張，疾病その他の事故により，その職務を行う

ことができないときに，その期間中にその職務を代行しなければならない。

５ 管理部局長は，取扱主任者及び取扱副主任者が出張，疾病その他の事故により，その

職務を行うことができないときに，その期間中その職務を代行させるため，取扱主任者

の代理者を置くことができる。

６ 取扱主任者及び取扱主任者の代理者は，取扱主任者となる資格を有する者のうちから

管理部局長の推薦により学長が命ずる。

７ 学長は，法第３６条の２に定めるところにより，取扱主任者に，登録定期講習機関が

行う定期講習を受けさせなければならない。

（特定放射性同位元素防護管理者）

第１１条 管理部局長は，放射線施設が特定放射性同位元素を保有する場合は，その防護

措置を行わせるため，特定放射性同位元素防護管理者（以下「防護管理者」という。）

を置く。

２ 防護管理者は，管理部局長の推薦により学長が命ずる。



３ 学長は，法の定めるところにより，防護管理者に，登録定期講習機関が行う定期講習

を受けさせなければならない。

（エックス線作業主任者）

第１２条 設置部局長は，放射線施設以外の施設にエックス線装置を置く場合には，電離

則第３条に規定する管理区域（以下「管理区域」という。）を設定するものについては，

当該管理区域ごとに同条により定められた業務を行わせるため，電離則第４６条に定め

るエックス線作業主任者（以下「作業主任者」という。）を置く。

２ 作業主任者は，電離則第４７条に定める職務を行う。

３ 作業主任者は，設置部局長が指名する。

（健康管理主任者）

第１３条 放射線業務従事者及びエックス線業務従事者の健康診断その他必要な保健指導

を行うため，本学に健康管理主任者２名を置く。

２ 健康管理主任者は，学長が命ずる。

（全学委員会）

第１４条 本学における放射線施設及びエックス線装置の管理運営及び放射線障害の防止

等に関し協議するため，放射性同位元素等安全管理委員会（以下「全学委員会」という。）

を置く。

２ 全学委員会は，次の各号に掲げる事項を所掌する。

一 本学の放射線施設及びエックス線装置の安全管理に係る全学的な方針の策定に関す

ること。

二 放射性同位元素等及びこれらを使用する研究治療施設の管理運営に関すること。

三 エックス線装置を使用する教育研究施設の管理運営に関すること。

四 放射性同位元素等又はエックス線装置による障害防止に関すること。

五 関係部局間の調整に関すること。

３ 委員会は次の各号に掲げる者で組織する。

一 統括放射線安全管理主任者

二 放射線取扱主任者

三 エックス線装置設置部局のうちから選出された教員

四 自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門鹿田施設長

五 自然生命科学研究支援センター光・放射線情報解析部門津島施設長

六 研究協力部長

七 その他学長が必要と認めた者

４ 委員会に委員長を置き，前項第１号の者をもって充てる。

５ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

６ 委員長がその職務を行うことができない場合は，委員長が指名する者がその職務を代

理する。

７ 委員長は，必要と認めるときに，委員以外の者の出席を求め，その意見を聞くことが

できる。

（部局委員会）

第１５条 管理部局長は，管理する放射線施設に係る放射線障害の防止に関し，必要な事

項を審議するため，管理部局に放射線障害防止委員会（以下「部局委員会」という。）

を置くものとする。

２ 部局委員会に関し必要な事項は，管理部局長が別に定める。

第３章 業務従事者の登録等

（登録）



第１６条 放射性同位元素等又はエックス線装置の取扱等業務に従事しようとする者は，

所属部局長に所定の様式により，放射線業務従事者又はエックス線業務従事者としての

登録を申請しなければならない。なお，エックス線業務従事者の登録は，電離則第３条

に定める場合のほか，所属部局長が必要と認めるときに限る。

２ 所属部局長は，前項の申請をした者に対して，法第２２条又は電離則第５２条の５に

規定する教育及び訓練の受講並びに法第２３条又は電離則第５６条に定める健康診断を

受診させ，又は健康診断の記録を提出させなければならない。

３ 所属部局長は，前項の健康診断の受診結果又は記録に基づき，健康管理主任者が取扱

等業務に従事することを可とした者を登録する。

４ 登録の有効期間は，登録を行った日の属する年度末までの期間において，登録を行っ

た部局に所属している期間内とする。

５ 所属部局長は，登録した放射線業務従事者及びエックス線業務従事者の氏名等を管理

部局長及び設置部局長に通知するものとする。また，登録した者に異動があった場合も

同様とする。

（許可）

第１７条 前条の規定より登録された放射線業務従事者は，各管理部局で管理する放射線

施設を使用するにあたり，当該管理部局長の許可を受けなければならない。

２ 許可の有効期間は，許可した日の属する第１６条第４項に定める期間内とする。

３ 管理部局長は，許可した放射線業務従事者の氏名等を所属部局長に通知するものとす

る。

４ 所属部局長は，前項の許可の有無について当該業務従事者に通知する。

（証明）

第１７条の２ 所属部局長は，登録した放射線業務従事者が学外施設を利用する場合に，

当該学外施設より依頼された放射線業務従事者の証明書を発行する。

２ 前項の証明書は，放射線業務従事者が使用する放射線施設の取扱主任者が作成する。

３ 学内の放射線施設を使用していない放射線業務従事者について，第１項の証明書は，

統括放射線安全管理主任者がこれを作成する。

第４章 健康管理

（健康管理）

第１８条 管理部局長は，放射線施設及び管理区域に立ち入る放射線業務従事者の個人被

ばく線量を測定し，その結果を記録して，所属部局長に報告しなければならない。

２ 設置部局長は必要と認めた場合に，管理区域以外に設置されたエックス線装置を使用

するエックス線業務従事者について，健康管理及び被ばく管理を行い，その結果を記録

して，所属部局長に報告する。

３ 所属部局長は，放射線業務従事者に対し，当該部局の定めるところにより健康診断を

実施し，その結果を記録しなければならない。

４ 所属部局長は，第１項及び第２項並びに前項の記録の写しを当該放射線業務従事者に

その都度交付しなければならない。

５ 所属部局長は，第１項，第２項及び第３項の記録は永久に保存しなければならない。

６ 所属部局長は，放射線障害を受けた者又は受けたおそれのある放射線業務従事者に対

し，直ちに健康管理主任者と協議の上，取扱等業務に係る時間の短縮及び当該取扱等業

務の制限等について必要な措置を講じなければならない。

７ 所属部局長は，前項の措置の結果を全学委員会及び管理部局長を経由して学長に報告

しなければならない。



第５章 教育及び訓練

（教育及び訓練）

第１９条 管理部局長は，所掌する放射線施設を使用する放射線業務従事者に対し，法及

び予防規程に定める教育及び訓練を実施しなければならない。

２ 設置部局長は，所掌するエックス線装置を使用するエックス線業務従事者に対し，必

要と認める場合に，別に定める教育を実施しなければならない。

第６章 安全措置

（密封されていない放射性同位元素の使用）

第２０条 密封されていない放射性同位元素の使用は，定められた施設の管理区域内の作

業室において行うものとする。

（放射性同位元素の防護）

第２０条の２ 特定放射性同位元素を保有する施設の管理部局長は，法及び防護規程に定

める防護措置を実施しなければならない。

２ 前項の防護措置は，第１１条に定める防護管理者が統括し，防護従事者が実施する。

３ 防護従事者は管理部局長が指名する。

（放射線施設の維持及び管理）

第２１条 管理部局長は，放射線施設の適正な維持及び管理を行うため，安全管理責任者

を定め，法及び予防規程に定める期間ごとに自主点検を行わなければならない。

２ 管理部局長は，前項の実務を行わせるため，安全管理担当者を置く。

３ 安全管理責任者及び安全管理担当者は管理部局長が指名する。

（エックス線装置の維持管理）

第２２条 設置部局長は，エックス線装置を電離則に定められた期間ごとに点検するとと

もに，補修する等の措置により適切に維持し管理しなければならない。

（立入調査）

第２３条 全学委員会は，第２１条及び第２２条に定める点検並びに放射線障害防止の適

切な実施を図るため，必要に応じ，管理部局及び設置部局に対する立入調査を実施する

ことができる。

（災害時及び危険時の措置）

第２４条 管理部局長は，地震，火災等の災害が起こった場合には，予防規程その他関連

する諸規則に定める自主点検を臨時に行い，その結果を直ちに学長及び全学委員会に報

告しなければならない。

２ 前項に定めるもののほか，放射線障害が発生し，又は発生するおそれのある事態が生

じたときは，管理部局長又は設置部局長は，直ちに学長及び全学委員会に報告するとと

もに，応急の措置を講じなければならない。

３ 学長は，前２項の報告（次条に掲げる事案を除く。）を受けたときは，遅滞なく原子

力規制委員会に届け出るものとし，その他必要事項については法に定める関係機関に届

け出るものとする。

第７章 事案発生時の報告

（報告）

第２５条 管理部局長は，次の各号に掲げる事態が生じたとき又は行為を行ったときは，

その旨を直ちに，その状況及びそれに対する措置を５日以内に，学長及び全学委員会に

報告しなければならない。



一 放射性同位元素等の盗難又は所在不明が発生したとき。

二 気体状の放射性同位元素等を排気設備において浄化し，又は排気することによって

廃棄した場合において，排気口の濃度が濃度限度を超えたとき又は管理部局の境界の

外における線量が線量限度を超えたとき。

三 液体状の放射性同位元素等を排水設備において浄化し，又は排水することによって

廃棄した場合において，排水口の濃度が濃度限度を超えたとき又は管理部局の境界の

外における線量が線量限度を超えたとき。

四 放射性同位元素等が管理区域外で漏えいしたとき。

五 放射性同位元素等が管理区域内で漏えいしたとき。ただし，次のいずれかに該当す

るとき（漏えいした物が管理区域外に広がったときを除く。）を除く。

イ 漏えいした液体状の放射性同位元素等が当該漏えいに係る設備の周辺部に設置さ

れた漏えいの拡大を防止するための堰の外に拡大しなかったとき。

ロ 気体状の放射性同位元素等が漏えいした場合において，空気中濃度限度を超える

おそれがないとき。

六 管理部局内の人が常時立ち入る場所の線量並びに管理部局の境界及び部門内の人が

居住する区域における線量が線量限度を超え，又は超えるおそれがあるとき。

七 放射性同位元素等の取扱いにおける計画外の被ばくがあったときであって，当該被

ばくに係る実効線量が放射線業務従事者にあっては５ミリシーベルト，放射線業務従

事者以外の者にあっては０．５ミリシーベルトを超え，又は超えるおそれがあるとき。

八 放射線業務従事者について実効線量限度及び等価線量限度を超え，又は超えるおそ

れのある被ばくがあったとき。

九 密封された放射性同位元素であって人の健康に重大な影響を及ぼすおそれがあるも

のとして原子力規制委員会が定めるもの（以下「特定放射性同位元素」という。）に

係る受入れ又は払出し若しくは廃棄を行った場合

十 前号の特定放射性同位元素の内容を変更（当該変更により当該特定放射性同位元素

が特定放射性同位元素でなくなった場合を含む。）した場合

２ 学長は，前項の定める事態の報告を受けた時は，その旨を直ちに，その状況及びそれ

に対する措置を事態の発生した日から１０日以内に原子力規制委員会及び関係機関に報

告しなければならない。

３ 管理部局長は，放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律施行規則（昭

和３５年総理府令第５６号）第３９条第３項及び同条第６項の規定に基づく報告書を，

毎年６月１５日までに学長に提出しなければならない。

４ 学長は，前項の提出を受けたときは６月３０日までに，原子力規制委員会に報告しな

ければならない。

（情報提供）

第２６条 管理部局長は，事故等の報告を要する放射線障害のおそれがある場合又は放射

線障害が発生した場合には，学長及び全学委員会に報告しなければならない。

２ 学長又は全学委員会は，前項の報告を受けたとき，必要に応じ公衆や報道機関への情

報提供を行う。

３ 前項の情報提供を行った場合には，外部からの問合せに対応するため，全学委員会に

問合せ窓口を設置する。

４ 第２項及び第３項にかかわらず，全学委員会は必要に応じて，管理部局長に対し，当

該放射線施設ごとに公衆や報道機関への情報提供や問合せのための窓口を設置するよう

に指示することができる。

第８章 業務の改善



（業務の改善）

第２７条 管理部局長は，所掌する放射線施設について施設活動報告書を年度ごとに作成

し，全学委員会に提出しなければならない。

２ 全学委員会は，前項の施設活動報告書を審査し，その結果を管理部局長に通知する。

３ 前項の通知を受けた管理部局長は，必要な改善を実施するとともに改善報告書を作成

し，全学委員会に提出しなければならない。

４ 全学委員会は，前項の改善報告書を学長に提出しなければならない。

５ 学長は，前項の改善を実施するために必要な予算的措置を行わなければならない。

第９章 雑則

（その他）

第２８条 この規則に定めるもののほか，放射性同位元素等及びエックス線装置の取扱い

に関して必要な事項は，別に定める。

附 則

この規則は，平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２９年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成３１年４月１日から施行する。
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【エックス線装置の管理に関する組織】 
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岡山大学核燃料物質計量管理委員会規程

平成２３年３月３１日

岡 大 規 程 第 ９ 号

改正 平成２８年３月３１日規程第４９号

平成３１年３月２９日規程第４５号

（設置）

第１条 岡山大学（以下「本学」という。）における核燃料物質の適正な計量及び管理の

一元化を図るため，本学に置く計量管理責任者間の連絡調整を行い統一的な運用を図る

ことを目的として，岡山大学核燃料物質計量管理委員会（以下「委員会」という。）を

設置する。

（定義）

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号の定める

ところによる。

一 統括放射線安全管理主任者 岡山大学の放射線障害の防止に関する管理規則（平成

２８年岡大規則第１３号）第６条第２項の規定に基づき学長が任命した者

二 計量管理責任者 核原料物質，核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（昭和３

２年法律第１６６号）第６１条の８第１項の規定に基づき本学が定める計量管理規定

により，核燃料物質の計量管理に責任を負う者として指定された者

（審議事項）

第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。

一 核燃料物質の適正な計量及び管理等に関する具体的事項

二 核燃料物質の調査等の実施に係る管理・監督等に関する事項

三 核燃料物質の適正な計量及び管理等に係る提言，建議に関すること。

四 その他核燃料物質の適正な計量及び管理等に関すること。

（組織）

第４条 委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。

一 統括放射線安全管理主任者

二 計量管理責任者

三 研究協力部長

四 その他，統括放射線安全管理主任者が必要と認めた者

（委員長）

第５条 委員会に委員長を置き，前条第１号に掲げる者をもって充てる。

２ 委員長は委員会を主宰し，その議長となる。

（副委員長）

第６条 委員会に副委員長を置き，委員の互選により選出する。

２ 委員長に事故があるときは，副委員長がその職務を代理する。

（会議の成立等）

第７条 委員会は，委員の過半数の出席がなければ会議を開き，議決することができない。

２ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の



決するところによる。

（委員以外の者の出席）

第８条 委員長が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くこと

ができる。

（連携）

第９条 委員会は，その運営に当たっては，放射性同位元素等安全管理委員会又は自然生

命科学研究支援センター等の関係部署と，適宜，連携を図るものとする。

（事務）

第１０条 委員会の事務は，関係部局等の協力を得て，研究協力部研究協力課において

処理する。

（雑則）

第１１条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し，必要な事項は，別に定める。

附 則

この規程は，平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。



岡山大学研究用病原体等安全管理規則

平成１６年４月１日

岡大規則第２５号

改正 平成１９年２月２２日規則第１０号

平成２１年２月２５日規則第 ６号

平成３１年３月２８日規則第 ５号

（趣旨）

第１条 この規則は，岡山大学（以下「本学」という。）における研究用病原体等の取扱

い及びその安全確保に関し必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定める

ところによる。

一 病原体等 細菌，真菌，ウイルス，原虫，寄生虫及びそれらが産出する毒素等をい

う。

二 病原性 病原体等が何らかの機構により，人あるいは動物に危害を及ぼすことをい

う。

三 特定病原体等 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成

１０年法律第１１４号。以下「感染症予防法」という。）第６条第１９項の「特定病

原体等」のうち，二種病原体等，三種病原体等及び四種病原体等をいう。

四 指定実験室 特定病原体等又は第１１条に規定するレベルがレベル３及び４である

病原体等を用いて実験を行う室をいう。

五 管理区域 特定病原体等又はレベル３及び４の病原体等の安全管理に必要な指定実

験室その他の室を含む特定の区域をいう。

六 病原体等取扱者 病原体等を実験に利用若しくは保管又は供与を行う者をいう。

（学長の責務）

第３条 岡山大学長（以下「学長」という。）は，本学における病原体等の取扱いの安全

確保に関して総括する。

２ 学長は，感染症予防法に基づき，「特定病原体等所持者」として，特定病原体等の所

持にかかわる「許可申請」及び「届出」等を行い，「感染症発生予防規程」を届出し

「病原体等取扱主任者」を選任する。

３ 学長は，感染症予防法に基づき，「特定病原体等所持者」として「教育・訓練」及び

「記帳」並びに「滅菌譲渡義務者」として「滅菌等」を実施し，特定病原体等の「保

管」，「使用」，「運搬」，「滅菌」等にあっては，厚生労働省令に定める「施設の基

準」に従い施設を維持し又は「保管等の基準」に従って必要な措置を行う。

４ 学長は，感染症予防法に基づき，事故発生時（盗取，所在不明等）にあっては「事故

届」を行い，災害時にあっては「応急措置」を行う。

（管理部局長の責務）

第４条 病原体等を取り扱う施設を管理する部局の長（以下「管理部局長」という。）

は，当該部局の施設内において行われる病原体等の取扱いの安全確保に努めなければな

らない。

（所属部局長の責務）

第５条 病原体等取扱者の所属する部局の長（以下「所属部局長」という。）は，当該病

原体等取扱者の健康管理に努めなければならない。



（病原体等取扱者の責務）

第６条 病原体等取扱者は，この規則及び関係法令等に定める事項を遵守しなければなら

ない。

（病原体等取扱主任者）

第７条 二種病原体等を取り扱う場合は，病原体等取扱主任者を置かなければならない。

（病原体等取扱主任者の責務）

第８条 病原体等取扱主任者は，この規則及び関係法令並びに当該部局の規程に従うもの

とする。

（委員会）

第９条 病原体等の取扱いの安全かつ適切な実施を確保するため，岡山大学研究用病原体

等安全管理委員会（以下「委員会」という。）を置く。

２ 委員会は，次の各号に掲げる事項を所掌する。

一 病原体等の病原性等のレベルの分類に関すること。

二 病原体等の利用，保管及び供与の承認等に関すること。

三 実験室及び管理区域の安全設備及び運営に関すること。

四 事故発生時，災害時等における措置に関すること。

五 その他病原体等取扱いの安全確保に関すること。

３ 委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。

一 病原体等を取り扱う部局の教授，准教授及び講師のうちから学長が指名した者

二 組換えＤＮＡ実験安全管理委員会委員長

三 研究協力部長

四 その他学長が必要と認めた者

４ 委員会に委員長を置き，学長が委員の中から指名する者をもって充てる。

５ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

６ 委員長に事故あるときは，委員長があらかじめ委員の中から指名した者がその職務を

代理する。

７ 委員長が必要と認めるときは，関係職員の出席を求め，その意見を聴くことができ

る。

（取扱責任者）

第１０条 第１３条第１項に定める届出又は同条第２項に定める申請ごとに，病原体等取

扱者のうちから取扱責任者を定めるものとする。

２ 取扱責任者は，次の各号に掲げる業務を行うものとする。

一 病原体等の取扱いに関し，適切な管理・監督に当たること。

二 病原体等取扱者に対し，当該病原体等の取扱いについて必要な指導を行うこと。

三 病原体等の取扱いの安全確保に関し，必要な事項を実施すること。

（病原体等のレベルの分類）

第１１条 病原体等を人への病原性及び動物間における感染性の観点からレベル１から４

までに分類するものとする。

一 レベル１ 健常なヒト又は動物に重要な疾患を起こす可能性のないもの。

二 レベル２ ヒト又は動物に病原性を有するが，実験者，その他職員等，家畜等に対

し，重大な災害となる可能性が低いもの。

三 レベル３ ヒトに感染すると通常重篤な疾病を起こすが，一つの個体から他の個体

への伝播の可能性は低いもの。

四 レベル４ ヒト又は動物に重篤な疾病を起こし，かつ，罹患者から他の個体への伝

播が，直接又は間接に容易に起こり得るもの。有効な治療及び予防法が通常得られな



いもの。

（実験室の安全設備及び運営に関する基準等）

第１２条 管理部局長は，別表に定める基準に基づき，実験室の整備を行うとともに，必

要な措置を講じなければならない。

２ 管理部局長は，別表に定める基準のほか，管理区域の運営に関し必要な事項について

定めるものとする。

３ 委員会は，別表に定める基準のほか，レベル４の病原体等の取扱いに関して必要な事

項について定めるものとする。

（病原体等の取扱い手続）

第１３条 病原体等取扱者は，レベル２の病原体等（特定病原体等を除く。）を新たに用

いて実験しようとするとき又は新たに保管しようとするときは，あらかじめ所定の様式

により管理部局長を経由して学長に届け出なければならない。ただし，既に届け出た病

原体等種については，病原性に大きな違いがない場合，新たに届け出る必要はないもの

とする。

２ 病原体等取扱者は，特定病原体等又はレベル３及び４の病原体等を新たに用いて実験

しようとするとき若しくは新たに保管しようとするとき又は他の大学等へ供与しようと

するときは，あらかじめ所定の様式により管理部局長を経由して学長に申請し，その承

認を得なければならない。

３ 病原体等取扱者は，前項の申請事項の一つに変更の必要が生じた場合は，新たに管理

部局長を経由して学長に申請し，承認を得なければならない。

４ 学長は，前２項の申請があったときは，委員会に諮問し，その審査を経て，その申請

を承認するか否かの決定を行うものとする。この場合において，特定病原体等について

承認の決定をしたときは，学長は，感染症予防法に基づく手続きを遅滞なく行わなけれ

ばならない。

５ 学長は，前項前段の決定を行ったとき（感染症予防法に基づき特定病原体等の所持に

かかわる許可申請を行ったときは，申請が許可されたとき）は，その結果を速やかに管

理部局長に通知するものとする。

６ 学長は，第１項の届出又は第２項若しくは第３項の申請を行った病原体等取扱者が属

する所属部局長が管理部局長と異なるときは，病原体等取扱者の健康管理に資するため

届出又は承認の内容を所属部局長へも通知するものとする。

（病原性の病原体等の運搬）

第１４条 病原性の病原体等を運搬する場合は，特定病原体等の運搬に準拠した三重包装

の容器を用いた方法によらなければならない。

（指定実験室等の表示）

第１５条 管理部局長は，管理区域の出入口に，厚生労働大臣が指定する国際バイオハザ

ード標識を表示しなければならない。

２ 管理部局長は，各指定実験室の出入口並びに特定病原体等又はレベル３及び４の病原

体等の保管室の出入口に，厚生労働大臣が指定する国際バイオハザード標識に所定の事

項を付記し，これを表示しなければならない。

（レベル３から４までの病原体等を用いる病原体等取扱者の要件）

第１６条 指定実験室においてレベル３及び４の病原体等を用いる病原体等取扱者は，次

の各号に掲げる条件を満たす者でなければならない。

一 用いる病原体等の病原性，起こり得る汚染の範囲及び安全な取扱方法，指定実験室

の機構及び使用方法，事故及び災害の発生時における措置等について，十分な知識を

有し，かつ，技術的修練を経ている者



二 第２１条又は第２２条に規定する健康診断を受け，異常の認められなかった者

（病原体等の処理）

第１７条 レベル１及び２の病原体等（これらに汚染されたと思われる物を含む。次項に

おいて同じ。）は，当該病原体等に最も有効な消毒滅菌方法に従い処理しなければなら

ない。

２ レベル３及び４の病原体等は，第１３条第２項の申請により承認された消毒滅菌方法

に従い処理しなければならない。

（事故の措置）

第１８条 次の各号に掲げる場合は，これを事故とみなし，第１号から第４号までの事故

を発見した者は，直ちに取扱責任者に通報しなければならない。

一 外傷その他により，レベル３及び４の病原体等が病原体等取扱者の体内に入った可

能性がある場合

二 管理区域内の安全設備の機能に重大な欠陥が発見された場合

三 レベル３及び４の病原体等により，管理区域内が広範に汚染された場合

四 第２１条又は第２２条に規定する健康診断の結果，レベル３及び４の実験に用いた

病原体等による異常と診断された場合及びレベル２の病原体等にあっても，実験に用

いた病原体等による健康障害であることが事故直後の報告等により明確に特定できる

場合

五 第２６条第３項に規定する報告があった場合

２ 前項の通報を受けた取扱責任者は，必要な措置を講じるとともに管理部局長及び所属

部局長に報告しなければならない。

３ 前項の報告を受けた管理部局長は，所要の応急措置を講じるとともに，直ちに学長に

報告しなければならない。

４ 学長は，前項の報告を受けたときは，遅滞なく警察署等に届け出なければならない。

５ 前２項及び第２６条第３項の報告を受けた学長は，委員会に所要の措置を講じること

を命ずるとともに，必要があると認めるときは，危険区域を指定し，当該区域の使用を

一定期間禁止することができる。

６ 学長は，前項の危険区域の指定を行ったときは，事故及び当該指定の内容を職員等に

通知するとともに，委員会その他の適当と認める者に対し事後調査を行わせるものとす

る。

７ 前項の事後調査を行う者は，危険区域の安全性の回復を確認したときは，速やかに学

長に報告しなければならない。

８ 学長は，前項の報告を受けたときは，危険区域を解除し，職員等にその旨通知しなけ

ればならない。

（緊急事態の措置）

第１９条 学長は，地震，火災等の災害又は犯罪行為による重大な被害が発生し，必要が

あると判断した場合は，直ちに緊急対策本部を設置しなければならない。

２ 委員会は，前項の緊急対策本部が設置されるまでの間，緊急事態に即応した所要の措

置を講ずるとともに，被害の状況及び講じた措置の内容等を速やかに学長に報告しなけ

ればならない。

３ 地震，火災等の災害又は犯罪行為による重大な被害が発生した場合及び大規模地震対

策特別措置法（昭和５３年法律第７３号）第９条第１項に規定する警戒宣言（以下「警

戒宣言」という。）が発せられた場合に各指定実験室において講じなければならない処

置は，この規則に定めるもののほか，管理部局長の定めるところによる。

４ 各指定実験室の病原体等取扱者は，地震，火災等の災害又は犯罪行為による重大な被



害が発生したとき又は警戒宣言が発せられたときは，直ちに所要の処置を講じなければ

ならない。

（緊急対策本部の構成等）

第２０条 前条第１項に規定する緊急対策本部は，本部長，委員会及びその他学長が必要

と認める者をもって構成する。

２ 緊急対策本部の本部長は，学長をもって充てる。

３ 緊急対策本部は，次に掲げる事項について指揮又は処理する。

一 病原体等の逸出の防止対策に関すること。

二 汚染防止並びに汚染された場所及び物の措置に関すること。

三 被汚染者の処置に関すること。

四 危険区域の指定に関すること。

五 危険区域の安全性調査及び危険区域の解除に関すること。

六 緊急事態に関する広報活動に関すること。

七 その他緊急事態における病原体等の安全管理に関し必要なこと。

４ 学長は，病原体等に関する安全性が確認され，緊急事態が解消したときは，緊急対策

本部を解散する。

（定期の健康診断）

第２１条 学長は，管理区域での業務に従事する病原体等取扱者に対して取り扱う病原体

等が人体に病原性があるとされている場合には，国立大学法人岡山大学職員労働安全衛

生管理規程（平成１６年岡大規程第２１号）第１６条第１項第３号による健康診断（以

下「定期の健康診断」という。）を受けさせなければならない。

２ 学長は，病原体等取扱者がその取り扱う病原体等に感染の疑いのある場合には，次の

各号に定める検査を実施しなければならない。

一 取り扱う特定の病原体等に対する抗体価測定等

二 取り扱う病原体等により発症する恐れのある症候の臨床的診断

２ 定期の健康診断は，少なくとも年１回実施する。

３ 管理区域での業務に従事する病原体等取扱者は，定期の健康診断を受けなければなら

ない。

（臨時の健康診断）

第２２条 学長は，必要と認める場合には，病原体等取扱者に対して臨時の健康診断を受

けさせることができる。

（健康診断の記録）

第２３条 学長は，健康診断の結果，健康管理上必要と認められる事項について，当該病

原体等取扱者ごとに記録を作成しなければならない。

２ 前項の記録は，当該病原体等取扱者の異動又は退職の後，原則として１０年間，これ

を保存しなければならない。ただし，取り扱った病原体等の潜伏期間が短いものについ

てはこの限りではない。

（健康診断後の措置）

第２４条 学長は，健康診断の結果，当該病原体等取扱者にレベル２から４までの病原体

等による感染が疑われるときには，直ちに安全確保のために必要な措置を講ずるものと

する。

（血清の保存）

第２５条 学長は，病原体等取扱者の健康管理の一助とするため，特定の病原体等を取り

扱う病原体等取扱者を対象とした「職員等の血清保存実施要項」を別に定め，血清を保

存することができる。



（病気等の届出等）

第２６条 病原体等取扱者は，実験に用いた病原体等による感染が疑われる場合は，直ち

に取扱責任者を通じて管理部局長及び所属部局長に届け出なければならない。

２ 前項の届出を受けた管理部局長は，直ちに当該病原体等による感染の有無について調

査を行わなければならない。

３ 管理部局長は，前項の調査の結果，当該病原体等に感染したと認められる場合又は医

学的に不明瞭である場合は，直ちに学長に報告しなければならない。

（雑則）

第２７条 この規則に定めるもののほか，実験の安全確保に関し,必要な事項は，委員会

の議を経て別に定める。

附 則

１ この規則は，平成１６年４月１日から施行する。

２ 従前の規則により届出又は承認を得ている病原体等を実験に利用又は保管している者

は，第１３条第１項の届出をし，又は同条第２項の申請により承認を得たものとみな

す。

附 則

この規則は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

１ この規則は，平成２１年２月２５日から施行する。

２ この規則の施行の際現に改正前の第１３条第１項の届出をしている特定病原体等を実

験に利用又は保管している者は，この規則の施行の日に，改正後の第１３条第２項の申

請により承認を得たものとみなす。

附 則

この規則は，平成３１年４月１日から施行する。



別表（第１２条関係）

病原体等を用いる実験室の安全設備及び運営の基準

レベル１ （１）病原体等実験室を使用する（特別の隔離の必要はない。）。

（２）一般外来者の立入りを禁止する必要はない。

レベル２ （１）病原性の病原体等用の病原体等実験室を使用する。

（２）エアロゾル発生のおそれのある実験は生物学的安全キャビネットの中で

行う。

（３）実験中は，一般外来者の立入りを禁止する。

レベル３ （１）廊下への立入り制限及び２重ドア又はエアロックにより外部と隔離され

た指定実験室を使用する。

（２）壁，床，天井，作業台等の表面は洗浄及び消毒が可能なようにする。

（３）排気系を調節することにより，常に外部から指定実験室内に空気の流入

が行われるようにする。

（４）指定実験室からの排気は高性能フィルターで除菌してから大気中に放出

する。

（５）実験は生物学的安全キャビネットの中で行う。ただし動物実験は生物学

的安全キャビネット又は陰圧アイソレータの中で行う。

（６）作業者名簿に記載された入室承認者以外の立入りは禁止する。

（７）その他指定実験室からの病原体等の逸出を未然に防止するための適切な

措置を講ずる。

レベル４ （１）独立した建物として，隔離域とそれを取り囲むサポート域を設けた指定

実験室を使用する。

（２）壁，床，天井はすべて耐水性かつ気密性のものとし，これらを貫通する

部分（給排気管，電気配線，ガス，水道管等）も気密構造とする。

（３）作業者の出入口には，エアロックとシャワーを設ける。

（４）指定実験室内の気圧は隔離の程度に応じて気圧差を設け，高度の隔離域

から，低度の隔離域へ，又低度の隔離域からサポート域へ空気が流出しな

いようにする。

（５）指定実験室への給気は１層のＨＥＰＡフィルターを通して，指定実験室

からの排気は２層のＨＥＰＡフィルターを通して行う。この排気除菌装置

は予備を含めて２組設ける。

（６）実験用区域とサポート域の間に実験器材の持ち込み及び取出し用とし

て，両面オートクレーブ及び両面ガス（エチレンオキサイド又はホルマリ

ン）滅菌装置を設ける。

（７）指定実験室からの排水は，121℃以上で15分以上加熱滅菌し，冷却した

後一般下水へ放出する。

（８）実験は完全密閉のグローブ・ボックス型安全キャビネットの中で行う。

（９）作業者名簿に記載された入室承認者以外の立入りは禁止する。

（１０）その他指定実験室からの病原体等の逸出を未然に防止するための適切



な措置を講ずる。

注： 組換えＤＮＡ実験に用いられるＰ１，Ｐ２，Ｐ３の実験室を，研究用病原

体等安全管理委員会の承認を得た上で，それぞれレベル１，レベル２，レベル

３の実験室として使用してもよい。



岡山大学研究用病原体等安全管理内規

平成１６年４月１日

学 長 裁 定

改正 平成２３年１０月１日

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学研究用病原体等安全管理規則（平成１６年岡大規則第２５

号。以下「規則」という。）第２７条の規定に基づき，規則の実施に関し，必要な事項

を定める。

（病原体等のレベルの分類）

第２条 病原体等のレベルの分類基準は，別表のとおりとする。

２ 規則第１１条に規定する病原体等のレベルの分類は，付表１及び付表２のとおりとす

る。

３ 規則第９条に規定する委員会（以下「委員会」という。）は，病原体等のレベルの分

類が第１項の基準によることが適切でないと認める場合は，前項の規定にかかわらず，

実験の方法及び用いる病原体等の量により当該病原体等のレベルを別に定めることがで

きる。

４ 委員会は，付表１及び付表２に定められていない病原体等の届出又は申請があった場

合は，当該病原体等の取扱いについて個別に協議するものとする。

５ 委員会は，最新の知見に基づき，病原体等の追加，レベルの変更等の必要が生じた場

合は，第２項に定めるレベルの分類を見直すものとする。

（管理区域の運営細目）

第３条 規則第１２条第２項に規定する管理区域の運営に関する細目は，関係学会が定め

たバイオセーフティ指針を当該管理区域の実情に応じて適宜活用し，管理部局長が定め

るものとする。

（病原体等の取扱手続）

第４条 規則第１３条第１項本文に規定する届出は，別紙様式第１号により行うものとす

る。

２ 規則第１３条第２項に規定する実験又は保管に係る申請は，別紙様式第２号により行

うものとし，供与に係る申請は別紙様式第３号により行うものとする。

（指定実験室の表示）

第５条 規則第１５条第２項に規定する表示は，別紙様式第４号により行うものとする。

（実験の記録）

第６条 取扱責任者は，レベル３以上の病原体等を用いて行う実験については，別紙様式

第５号により実験内容を記録し，保存しなければならない。

（指導）

第７条 取扱責任者は，あらかじめ病原体等取扱者に対し，関係学会のバイオセーフティ

指針，規則，この内規等を熟知させるとともに，次の各号に掲げる指導を行わなければ

ならない。

一 危険度に応じた病原体等安全取扱技術

二 実施しようとする実験の危険度に関する知識

三 事故又は緊急事態発生の場合の措置

（雑則）

第８条 この内規に定めるもののほか，病原体等の取扱いに関し，必要な事項は，委員会

が別に定める。



附 則

この内規は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２３年１０月１日から施行する。



別表（第２条関係）

病原体等のレベルの分類基準

［Ⅰ］ 病原体等のレベル（ヒトヘの病原性）の分類基準

通常の量の病原体等を用いて試験管内で実験を行う場合の病原体等のレベルについては，ヒ

トヘの病原性の観点から，以下の基準によるものとする。

レベル１

健常なヒト又は動物に重要な疾患を起こす可能性のないもの。

レベル２

ヒト又は動物に病原性を有するが，実験者，その他の職員等，家畜等に対し，重大な災害

となる可能性が低いもの。

レベル３

ヒトに感染すると通常重篤な疾病を起こすが，一つの個体から他の個体への伝播の可能性

は低いもの。

レベル４

ヒト又は動物に重篤な疾病を起こし，かつ，罹患者から他の個体への伝播が，直接又は間

接に容易に起こり得るもの。有効な治療及び予防法が通常得られないもの。

（注）

①国内に常在しない疾患等の病原体等については，当該病原体等より病原性の高い病原体等

と同等のレベルに分類する場合がある。

②一般臨床検体の取り扱いはレベル２で行う。臨床診断等からレベル３の病原体等への感染

があったことが疑われ，かつ，この病原体等を分離等の目的で増殖させる場合には，当該病

原体等のレベルで取り扱うものとする。

③ベクターを介さないと伝播し得ない病原体等については，実験内容，地域性を考慮しレベ

ルを変更できるものとする。

［Ⅱ］病原体等のレベル（動物間における感染性）の分類基準

ヒトに対する病原性は無いか極めて低いが，動物間において感染を起こす病原体等を用いて

試験管内で実験を行う場合の病原体等のレベルについては，以下の基準によるものとする。

ただし，実験の対象となる動物の範囲は，原則としてイヌ，ネコ，サル類，げっ歯類とする。

レベル１

動物での感染がほとんどないもの。

レベル２

動物への感染は少なく、感染が起きても汚染は防ぎ得るもの。

レベル３

動物への感染力が強く、汚染が起こるもの。



付表１

病原体等のレベル（ヒトへの病原性）の分類

１．ウィルス

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

弱毒生ワクチン Vaccinia, Rinderpest vaccine を除く

○レベル２

Adeno (全型)

Apori
Batai
BK
Borna
Bunyamwera
California encephalitis
Corona
Cowpox
Coxsackie (A,B 全型)

Creutzfeldt-Jakob disease agent 動物実験を行う場合はレベル３とする。

Dengue （全型） 感染症予防法４類

Echo
Entero (68-71)
Epstein-Barr
Gibbon ape lymphosarcoma
Hepatitis (A,B,C,D,E,G) 感染症予防法４類

Herpes saimiri
Herpes simplex (1,2)
Human astro
Human calici SRSV、食中毒病原体（食品衛生法）

Human cytomegalo
Human herpes 6,7,8
Human papilloma
Human parvo
Human rhino
Human rota
Human T-cell leukemia-lymphoma (HTLV1,2)
Influenza (A,B,C) 感染症予防法４類、学校保健法第２種

Japanese encephalitis 感染症予防法４類

JC
La Crosse
Langat
LCM 小動物実験を行う場合はレベル３とする（ただしサル類を除

く）。

Measles (SSPE を含む) 麻疹、感染症予防法４類、学校保健法第２種

Molluscum contagiosum
Monkeypox 動物実験を行う場合はレベル３とする。

Mumps 流行性耳下腺炎、学校保健法第２種

Newcastle disease 小動物実験を行う場合はレベル３とする（ただしサル類を除

く）。

O'nyong-nyong
Orbi
Parainfluenza (1-4, Sendai ） 1 型の Sendai で小動物実験を行う場合はレベル３とする（ただ

しサル類を除く）。

Polio（1-3） 感染症予防法２類、学校保健法第１種

Rabies (fixed, attenuated) 感染症予防法４類

Rinderpest virus (vaccine strain)
Rio Bravo
RS
Rubella 感染症予防法４類、学校保健法第２種

Simbu
Simian immunodeficiency virus (SIV) 動物実験を行う場合はレベル３とする。

Sindbis
Tanapox



Vaccinia
Varicella-zoster 水痘、学校保健法第２種

Vesicular stomatitis
Yaba monkey tumor
○レベル３

Chikungunya
Colorado tick fever
Eastern equine encephalomyelitis
Getah
Hantaan 感染症予防法４類

Human immunodeficiency (HIV1,2) 感染症予防法４類

Kyasanur Forest fever
Mayaro
Murray Valley encephalitis
Negishi
Powassan
Rabies (street strain) 狂犬病、感染症予防法４類

Rift Valley fever
Russian Spring-Summer encephalitis
Semliki forest
St. Louis encephalitis
Tick-borne encephalitis
Venezuelan equine encephalomyelitis
West Nile fever
Western equine encephalomylitis
○レベル４

Crimean Congo hemorrhagic fever 感染症予防法１類、学校保健法第１種

Ebola 感染症予防法１類、学校保健法第１種

Herpes B 診断の目的に限りレベル３とする。感染症予防法４類

Junin
Lassa 感染症予防法１類、学校保健法第１種

Machupo
Marburg 感染症予防法１類、学校保健法第１種

Variola (major, minor)
Yellow fever (17D vaccine strain を除く) 診断の目的に限りレベル３とする。感染症予防法４類

２．リケッチア、マイコプラズマ及び細菌

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

レベル２及び３に属さない細菌

○レベル２

Abiotrophia defectiva Streptococcus defetivus (Basonym)
Acinetobacter calcoaceticus
Acinetobacter haemolyticus
Acinetobacter johnsonii
Acinetobacter junii
Acinetobacter lwoffii
Actinobacillus capsulatus
Actinobacillus ureae Pasteurella ureae (Basonym)
Actinomadura madurae
Actinomadura pelletieri
Actinomyces bovis
Actinomyces gerencseriae
Actinomyces israelii
Actinomyces meyeri
Actinomyces naeslundii
Actinomyces neuii subsp. anitratus
Actinomyces neuii subsp. neuii
Actinomyces odontolyticus
Actinomyces radingae
Actinomyces viscosus
Aeromonas hydrophila subsp. anaerogenes



Aeromonas hydrophila subsp. hydrophila 食中毒病原体（食品衛生法）

Aeromonas sobria 毒素株 食中毒病原体（食品衛生法）

Alcaligenes denitrificans Alcaligenes denitrificans subsp. denitrificans
Alcaligenes faecalis subsp. faecalis
Alcaligenes xylosoxydans Alcaligenes denitrificans subsp. xylosoxydans
Arcanobacterium bernardiae Actinomyces bernardiae (Basonym)
Arcanobacterium haemolyticum Corynebacterium haemolyticum (rivived, new combination)
Arcanobacterium phocae
Arcanobacterium pyogenes Actinomyces pyogenes Corynebacterium pyogenes
Arcobacter butzleri Campylobacter butzleri (Basonym)
Arthrobacter woluwensis
Bacillus cereus 毒素株 食中毒病原体（食品衛生法）

Bacteroides fragilis
Bartonella bacilliformis
Bartonella doshiae Rochalimaea elizabethae (Basonym)
Bartonella elizabethae Rochalimaea elizabethae (Basonym)
Bartonella grahamii
Bartonella henselae Rochalimaea henselae (Basonym)
Bartonella peromysci Grahamella peromysci (Basonym)
Bartonella quintana Rochalimaea quintana (Basonym)
Bartonella talpae Grahamella talpae (Basonym)
Bartonella taylorii
Bartonella vinsonii subsp. vinsonii Rochalimaea vinsonii (Basonym)
Bartonella vinsonii subsp. berkhoffii
Bilophila wadsworthia
Bordetella avium
Bordetella bronchiseptica
Bordetella parapertussis
Bordetella pertussis
Borrelia afzelii
Borrelia anserina
Borrelia baltazardii
Borrelia brasiliensis
Borrelia burgdorferi ライム病、感染症予防法４類

Borrelia caucasica
Borrelia coriaceae
Borrelia crocidurae
Borrelia dugesii
Borrelia duttonii
Borrelia garinii
Borrelia graingeri
Borrelia harveyi
Borrelia hermsii
Borrelia hispanica
Borrelia japonica
Borrelia latyschewii
Borrelia lusitaniae
Borrelia mazzottii
Borrelia parkeri
Borrelia persica
Borrelia recurrentis 回帰熱、感染症予防法４類

Borrelia theileri
Borrelia tillae
Borrelia turicatae
Borrelia valaisiana
Borrelia venezuelensis
Branhamella catarrhalis Moraxella (Branhamella) catarrhalis
Burkholderia cepacia Pseudomonas cepacia (Basonym)
Burkholderia vietnamiensis
Calymmatobacterium granulomatis
Campylobacter coli 食中毒病原体（食品衛生法）

Campylobacter concisus



Campylobacter curvus Wolinella curva (Basonym)
Campylobacter fetus subsp. fetus
Campylobacter gracilis Bacteroides gracilis (Basonym)
Campylobacter jejuni subsp. doylei
Campylobacter jejuni subsp. jejuni 食中毒病原体（食品衛生法）

Campylobacter lari Corrected name Campylobater laridis
Cardiobacterium hominis
Chlamydia trachomatis 感染症予防法４類

Chlamydophila pneumoniae Chlamydia pneumoniae
Chlamydophila psittaci nonavian strain Chlamydia psittaci nonavian strain、オウム病、感染症予防

法４類

Chromobacterium violaceum
Chryseobacterium meningosepticum Flavobacterium meningosepticum
Clostridium argentinense C. botulinum type G
Clostridium bifermentans
Clostridium botulinum 食中毒病原体（食品衛生法） , 乳児ボツリヌス症は感染

症予防法４類、 type G は C.argentinense
Clostridium butyricum
Clostridium chauvoei
Clostridium difficile
Clostridium haemolyticum
Clostridium histolyticum
Clostridium novyi
Clostridium perfringens 毒素株

Clostridium septicum
Clostridium sordellii
Clostridium sporogenes
Clostridium tetani 破傷風、感染症予防法４類

Corynebacterium bovis
Corynebacterium diphtheriae
Corynebacterium jeikeium
Corynebacterium pseudodiphtheriticum
Corynebacterium pseudotuberculosis
Corynebacterium ulcerans revived name
Edwardsiella tarda
Ehrlichia canis
Ehrlichia chaffeensis
Ehrlichia equi
Ehrlichia ewingii
Ehrlichia muris
Ehrlichia phagocytophila
Ehrlichia risticii
Eikenella corrodens
Enterobacter aerogenes
Enterobacter cloacae
Enterococcus avium
Enterococcus durans
Enterococcus faecalis Streptococcus faecalis
Enterococcus faecium Streptococcus faecium
Erysipelothrix rhusiopathiae
Erysipelothrix tonsillarum
Escherichia coli K12, strain B を除く

Escherichia coli aggregative (EAggEC) Pathovar, 食中毒病原体（食品衛生法）

Escherichia coli hemorrhagic (EHEC) Pathovar, 感染症予防法３類、食中毒病原体（食品衛生法）、

学校保健法第３種

Escherichia coli invasive(EIEC) Pathovar, 食中毒病原体（食品衛生法）

Escherichia coli pathogenic (EPEC) Serovar, 食中毒病原体（食品衛生法）

Escherichia coli toxigenic (ETEC) Pathovar, 食中毒病原体（食品衛生法）

Fingoldia magna Peptostreptococcus magnus(Basonym)
Fluoribacter bozemanae Legionella bozemanae (Basonym)
Fluoribacter dumoffii Legionella dumoffii (Basonym)
Fluoribacter gormanii Legionella gormanii (Basonym)



Francisella novicida
Francisella tularensis subsp. holarctica
Francisella tularensis subsp. mediasiatica
Fusobacterium necrophorum subsp. necrophorum
Fusobacterium nucleatum subsp. nucleatum
Gardnerella vaginalis Haemophilus vaginalis (Basonym)
Granulicatella adiacens Abiotrophia Streptococcus adjacens (Basonym)
Haemophilus actinomycetemcomitans Actinobacillus actinomycetecomitans
Haemophilus aegyptius
Haemophilus aphrophilus
Haemophilus ducreyi
Haemophilus influenzae
Helicobacter pylori Campylobacter pylori (Basonym)
Klebsiella oxytoca
Klebsiella pneumoniae subsp. ozaenae Klebsiella ozaenae (Basonym)
Klebsiella pneumoniae subsp. pneumoniae
Klebsiella pneumoniae subsp. rhinoscleromatis Klebsiella rhinoscleromatis (Basonym)
Legionella adelaidensis
Legionella anisa
Legionella birminghamensis
Legionella brunensis
Legionella cherrii
Legionella cincinnatiensis
Legionella erythra
Legionella fairfieldensis
Legionella feeleii
Legionella geestiana
Legionella gratiana
Legionella hackeliae
Legionella israelensis
Legionella jamestowniensis
Legionella jordanis
Legionella londiniensis
Legionella longbeachae
Legionella lytica Sarcobium lyticum (Basonym)
Legionella moravica
Legionella nautarum
Legionella oakridgensis
Legionella parisiensis
Legionella pneumophila subsp. fraseri 感染症予防法４類

Legionella pneumophila subsp. pneumophila 感染症予防法４類

Legionella pneumophila subsp. pascullei 感染症予防法４類

Legionella quateirensis
Legionella quinlivanii
Legionella rubrilucens
Legionella sainthelensi
Legionella santicrucis
Legionella shakespearei
Legionella spiritensis
Legionella steigerwaltii
Legionella tucsonensis
Legionella wadsworthii
Legionella waltersii
Legionella worsleiensis
Leptospira interrogans
Listeria ivanovii subsp. ivanovii
Listeria ivanovii subsp. londoniensis
Listeria monocytogenes
Mannheimia haemolytica Pasteurella haemolytica ( Basonym)
Micromonas micros Peptostreptococcus micros
Moraxella (Branhamella) catarrhalis Branhamella catarrhalis
Morganella morganii subsp.morganii



Mycobacterium intermedius
Mycobacterium abscessus Mycobacterium chelonae subsp. abscessus (Basonym)
Mycobacterium asiaticum
Mycobacterium avium subsp. avium
Mycobacterium avium subsp. paratuberculosis
Mycobacterium avium subsp. silvaticum
Mycobacterium branderi
Mycobacterium celatum
Mycobacterium chelonae
Mycobacterium farcinogenes
Mycobacterium flavescens
Mycobacterium fortuitum subsp. fortuitum
Mycobacterium gastri
Mycobacterium genavense
Mycobacterium haemophilum
Mycobacterium interjectum
Mycobacterium intermedius
Mycobacterium intracellulare
Mycobacterium kansasii
Mycobacterium leprae
Mycobacterium malmoense
Mycobacterium marinum
Mycobacterium mucogenicum
Mycobacterium nonchromogenicum
Mycobacterium peregrinum revived name
Mycobacterium porcinum
Mycobacterium scrofulaceum
Mycobacterium senegalense
Mycobacterium shimoidei
Mycobacterium simiae
Mycobacterium sphagni
Mycobacterium szulgai
Mycobacterium ulcerans
Mycobacterium vaccae
Mycobacterium xenophi
Mycoplasma hominis
Mycoplasma pneumoniae
Neisseria elongata subsp. elongata
Neisseria gonorrhoeae
Neisseria meningitidis 感染症予防法４類

Nocardia asteroides
Nocardia brasiliensis
Nocardia farcinica
Nocardia nova
Nocardia otitidiscaviarum
Pasteurella multocida subsp. multocida
Pasteurella pneumotropica
Peptostreptococcus anaerobius
Peptostreptococcus asaccharolyticus Peptococcus asaccharolyticus
Peptostreptococcus prevotii Peptococcus prevotii(Basonym)
Plesiomonas shigelloides 食中毒病原体（食品衛生法）

Porphyromonas asaccharolytica Bacteroides asaccharolyticus
Porphyromonas endodontalis Bacteroides endodontalis
Porphyromonas gingivalis Bacteroides gingivalis
Porphyromonas gingivicanis
Prevotella bivia Bacteroides bivius (Basonym)
Prevotella disiens Bacteroides disiens (Basonym)
Prevotella intermedia Bacteroides melaninogenicus subsp. intermedius
Prevotella melaninogenica Bacteroides melaninogenicus (Basonym)
Prevotella oralis Bacteroides oralis (Basonym)
Proteus mirabilis
Proteus penneri



Proteus vulgaris
Pseudomonas aeruginosa
Rhodococcus equi Corynebacterium equi, Nocardia restricta
Rothia dentocariosa
Salmonella レベル３を除く全血清型

Serratia marcescens
Shigella boydii 感染症予防法２類、学校保健法第１種

Shigella dysenteriae 感染症予防法２類、学校保健法第１種

Shigella flexneri 感染症予防法２類、学校保健法第１種

Shigella sonnei 感染症予防法２類、学校保健法第１種

Staphylococcus aureus subsp. anaerobius
Staphylococcus aureus subsp. aureus 食中毒病原体（食品衛生法）

Staphylococcus aureus メチシリン耐性株（MRSA 株) 感染症予防法４類

Staphylococcus haemolyticus
Staphylococcus hyicus subsp. hyicus
Stenotrophomonas maltophilia
Streptobacillus moniliformis
Streptococcus agalactiae
Streptococcus anginosus
Streptococcus canis
Streptococcus constellatus subsp. constellatus
Streptococcus dysgalactiae subsp. dysgalactae
Streptococcus dysgalactiae subsp. equisimilis
Streptococcus equi subsp.equi
Streptococcus equi subsp.zooepidemicus
Streptococcus intermedius
Streptococcus pneumoniae
Streptococcus pyogenes 猩紅熱、学校保健法第１種

Streptococcus sanguinis Corrected Name Streptococcus sanguis
Streptococcus suis
Tatlockia maceachernii Legionella maceachernii (Basonym)
Tatlockia micdadei Legionella micdadei, Legionella pittsburghensis
Treponema carateum
Treponema pallidum 梅毒、感染症予防法４類

Treponema paraluiscuniculi
Treponema pertenue
Turicella otitidis
Ureaplasma urealyticum
Vibrio cholerae serovar non O1 食中毒病原体（食品衛生法）

Vibrio cholerae serovar O1 感染症予防法２類、学校保健法第１種、食中毒病原体（食

品衛生法）

Vibrio fluvialis 食中毒病原体（食品衛生法）

Vibrio mimicus 食中毒病原体（食品衛生法）

Vibrio parahaemolyticus 食中毒病原体（食品衛生法）

Vibrio vulnificus Beneckea vulnifica (Basonym)
Yersinia enterocolitica 食中毒病原体（食品衛生法）

Yersinia frederiksenii
Yersinia intermedia
Yersinia kristensenii
Yersinia pseudotuberculosis
Yokenella regensburgei

○レベル３

Bacillus anthracis 感染症予防法４類

Brucella melitensis B. abortus, B. canis, B suis 、感染症予防法４類

Burkholderia mallei Pseudomonas mallei (Basonym)
Burkholderia pseudomallei Pseudomonas pseudomallei (Basonym)
Chlamydophila psittaci avian strain Chlamydia psittaci avian strain
Coxiella burnetii Q熱、感染症予防法４類

Ehrlichia sennetsu Rickettsia sennetsu
Francisella tularensis
Francisella tularensis subsp. tularensis
Mycobacterium africanum



Mycobacterium bovis
Mycobacterium microti
Mycobacterium tuberculosis 結核、結核予防法、学校保健法第２種

Orientia tsutsugamushi Rickettsia tsutsugamushi (Basonym) 、感染症予防法４類

Rickettsia aeschlimannii
Rickettsia africae
Rickettsia akari
Rickettsia australis
Rickettsia bellii
Rickettsia canadensis Corrected Rickettsia canada
Rickettsia conorii
Rickettsia helvetica
Rickettsia japonica
Rickettsia massiliae
Rickettsia montanensis
Rickettsia parkeri
Rickettsia prowazekii 発疹チフス、感染症予防法４類

Rickettsia rhipicephali
Rickettsia rickettsii
Rickettsia sibirica
Rickettsia typhi 学校伝染病１類

Salmonella paratyphi A 感染症予防法２類、食中毒病原体（食品衛生法）、学校

保健法第１種

Salmonella typhi 感染症予防法２類、食中毒病原体（食品衛生法）、学校

保健法第１種

Yersinia pestis 感染症予防法１類、学校保健法第１種

３．真菌

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

レベル２及び３に属さない真菌

○レベル２

Aspergillus fumigatus
Candida albicans
Cladosporium carrionii
Cladosporium trichoides(C.bantianum)
Cryptococcus neoformans
Expophiala dermatitidis
Fonseccae pedrosoi
Sporothrix schenckii
○レベル３

Blastomyces dermatitidis
Coccidioides immitis 感染症予防法４類

Histoplasma capsulatum H.capsulatum var capsulatum と H.capsulatum var duboisii の両 variant を含む。

Histoplasma faciminosum
Paracoccidioides brasiliensis
Penisillium marneffei
（注）

Aspegillus spp.,Chaetomium spp., Fusarium spp., Myrothesiu., m spp., Penisillium spp. の毒素産性株はレベル２

扱いとする。

４．寄生虫

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

レベル２に属さない原虫類、吸虫類、条虫類及び線虫類

○レベル２

人体寄生性原虫類

A.canthamoeba spp.
Cryptosporidium spp.(oocyst) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

感染症予防法４類

Entamoeba histolytica 感染症予防法４類

Giardia lamblia 感染症予防法４類



Leishmania spp.
Naegleria spp.
Plasmodium spp.
Toxoplasma gondii
Trichomonas vaginalis
Trypanosoma spp.

人体寄生性吸虫類

吸虫類の非襄幼虫

Schistosoma spp.(cercaria) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

人体寄生性条虫類

Echinococcus spp.(egg,hydatid,sand,protoscolex) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

感染症予防法４類

Hymenolepis spp.(egg,cysticercoid) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

Taenia solium(egg,cysticercus) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

人体寄生性線虫類

鉤虫類の感染仔虫

回虫類の仔虫包蔵卵

Angiostrongylus spp.(感染仔虫) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

Strongyloides spp.(感染仔虫) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

Trichinella spiralis(感染仔虫) （ ）内に示す発育期にあるもののみを規制の対象とする。

○レベル３

なし

注１ （ ）を付していない寄生虫については全発育期を規制の対象とする。

注２ 上記レベル２に指定された寄生虫のうち Leishmania spp., Trypanosoma spp.,及び Plasmodiumspp.,の媒介昆虫を用

いた感染実験，Schistosoma spp.,Angiostrongylus spp. 等の媒介貝を用いた感染実験，並びに oxoplasma gondii,
Echinococcus granulosus 及び E.multilocularis を用いた本来の終宿主での感染実験においては，通常の微生物学的操

作で感染を防御する。ただし，伝播者あるいは終宿主が排出する襄子，卵，幼虫等を扱う場合には，指定実験室を使用し

なければならない。

[媒介動物を用いての感染実験]

媒介昆虫を用いた Leishmania spp., Trypanosoma spp., 及び Plasmodium spp.の感染実験にあたっては，媒介昆虫は

完備した飼育用昆虫ケージに入れ，二重の密閉扉を有する実験室内で行う。

また，媒介貝を用いた Schistosoma spp., Angiostrongylus spp.等の感染実験にあたっては，実験貝は完備した飼育装

置内で飼育する。

さらに実験終了後は使用水及び装置を熱処理しなければならない。

[終宿主を用いての感染実験]

T.gondii 感染のネコ，E.multilocularis 感染のイヌ等を用いた実験に際しては，完全な屎尿処理を行うことの出来るケー

ジを用いて排泄物の処理を行う。

実験終了後はケージ及び実験室を熱湯処理しなければならない。



付表２

病原体等のレベル（動物間における感染性）の分類

１．ウィルス

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

ワクチン株など Rinderpest vaccine を除く

○レベル２

Canine adeno Infectious canine hepatitis

Canine corona

Canine distemper

Canine parvo

Cavid herpes 1 Guinea pig cytomegalo

Ectromelia Mousepox 生体内での実験を行う場合は，レベル３とする。

Feline calici

Feline immunodeficiency

Feline infectious peritonitis

Feline leukemia

Feline panleukopenia

Feline rhinotracheitis

Herpes papio

Kilham's rat

Lactate dehydrogenase (LDV)

Lapine parvo

Lapine rota

Mouse cytomegalo

Mouse diarrhea Mouse rota

Mouse hepatitis

Murine adeno

Murine leukemia

Murine polio

Pneumonia of mice

Rabbit pox

Rinderpest vaccine strain

Sialodacryoadenitis rat corona

○レベル３

な し

２．細菌

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

ワクチン株など

○レベル２

Bacillus piliformis Tyzzer’s disease agent

Citrobacter freundii

Cilia-assosiated respiratory(CAR)bacillus

Corynebacterium kutscheri

Mycoplasma arthritidis

Mycoplasma neurolyticum

Mycoplasma pulmonis 生体内での実験を行う場合は，レベル３とする。



Streptococcus zooepidemicus 生体内での実験を行う場合は，レベル３とする。

Treponema cuniculi

○レベル３

Pasteurella multosida B:6, E:6, A:5, A:8, A:9

３．真菌

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

レベル２及び３に属さない真菌

○レベル２

Microsporm canis

Trichophyton mentagrophytes

Trichophyton verrucosum

○レベル３

な し

４．寄生虫

病 原 体 等 の レ ベ ル 及 び 名 称 備 考

○レベル１

な し

○レベル２

Eimeria caviae

Eimeria falciformis

Eimeria intestinalis

Eimeria stiedai

Giardia muris

Nosema cuniculi

Hexamita muris

○レベル３

な し

（注）

上記レベル２に指定された寄生虫を用いた実験を行う際は，完全な屎尿処理を行い得るケージを用いて

排泄物の処理を行うと共に，実験終了後はケージ及び実験室内を熱湯処理すること。



別紙様式第１号（第４条関係）

病 原 体 等 利 用 ・ 保 管 届 出 書

平成 年 月 日

学 長 殿

取扱責任者（部局・職）

（氏 名）

利 用
下記の病原体等の について届け出ます。

保 管

記

１ 病 原 体 等 の 名 称

レベル２

２ 病 原 体 等 の レ ベ ル

（注）

３ 病原体等を用いる実験室の

名称

（部局・職） （氏名）

４ 取扱責任者以外の実験従事者

５ そ の 他 の 特 記 事 項

（注） 別表に掲げられていない病原体等にあっては，その判断根拠について記入すること。



別紙様式第１号（第４条関係） （ 記 入 例 ）

病 原 体 等 利 用 ・ 保 管 届 出 書

平成 年 月 日

学 長 殿

取扱責任者（部局・職）□□研究科・教授

（氏 名） 岡 山 次 郎 印

（署名又は記名押印）

利 用
下記の病原体等の について届け出ます。

保 管

記

１ 病 原 体 等 の 名 称 Klebsiella pneumoniae subsp. pneumoniae
（病原体等の種類が多数の場合は，別紙によることも可）

レベル２

２ 病 原 体 等 の レ ベ ル

（注）

３ 病原体等を用いる実験室の名 □□研究科○○学専攻第一実験室及び第二実験室

称

（部局・職） （氏名）

４ 取扱責任者以外の実験従事者 □□研究科・准教授 山 陽 太 郎

□□研究科・助教 津 島 三 郎

□□研究科・技術職員 吉 備 花 子

５ そ の 他 の 特 記 事 項

（注） 別表に掲げられていない病原体等にあっては，その判断根拠について記入すること。



別紙様式第２号（第４条関係）

病原体等 利 用・保 管 申 請 書

平成 年 月 日
学 長 殿

取扱責任者（部局・職）

（氏 名）
利 用

下記の病原体等の について申請します。
保 管

記

１ 病 原 体 等 の 名 称

２ 病 原 体 等 の レ ベ ル □ レベル３ □レベル４

（注 1）

３ 利 用 ・ 保 管 の 目 的

４ (1)病原体等を用いる実験室の名
称

利
(2)病原体等を用いる実験の方法

用

(3)実 験 実 施 期 間 （自） 年 月 日（至） 年 月 日（注 2）

(4)取扱責任者以外の実験従事者 （部局・職） （氏名）

(5)実験終了後の病原体等の処置 □廃棄 □保管
及 び 消 毒 滅 菌 の 方 法

５ (1)保 管 場 所

保 (2)保 管 の 方 法

管

６ そ の 他 特 記 事 項

（注 1） 別表に掲げられていない病原体等にあっては，相当するレベル及びその判断根拠について記入すること。

（注 2） 原則として５年以内とする。

（注 3） 申請者は，事前に危害防止主任者の承諾を得ること。



別紙様式第２号（第４条関係） （ 記 入 例 ）
病原体等 利 用 ・ 保 管 申 請 書

平成 年 月 日
学 長 殿

取扱責任者（部局・職）△△研究科・教授

（氏 名） 岡 山 太 郎 印
（署名又は記名押印）

利 用
下記の病原体等の について申請します。

保 管

記

１ 病 原 体 等 の 名 称 Bacillus anthracis
（病原体等の種類が多数の場合は，別紙によることも可）

２ 病 原 体 等 の レ ベ ル レ レベル３ □ レベル４

（注 1）

肺炭疸の発症機構と治療法の研究のために，本菌の病原因子の
３ 利 用 ・ 保 管 の 目 的 解析実験に供し，また，臨床分離株の解析のための参考株に供

する。

４ (1)病原体等を用いる実験室の名 △△研究科動物実験施設Ｐ３感染実験室
称

利
(2)病原体等を用いる実験の方法 培養瓶レベルでの培養を行い，除菌処理した培養上清について，

タンパク質等の分画を行って，解析する。
用

(3)実 験 実 施 期 間 （自）平成 年 月 日（至）平成 年 月 日（注 2）

(4)取扱責任者以外の実験従事者 （部局・職） （氏名）
△△研究科・准教授 瀬 戸 次 郎
△△研究科・講師 備 前 三 郎
△△研究科・助教 鹿 田 四 郎

(5)実験終了後の病原体等の処置 レ 廃 棄 レ 保 管
及 び 消 毒 滅 菌 の 方 法

実験に供した材料は，オートクレーブにより高圧滅菌処理し
た後，廃棄する。なお，研究の継続のために保存株について
は下記のとおり保管する。

５ (1)保 管 場 所 △△研究科動物実験施設Ｐ３感染実験室

保 (2)保 管 の 方 法 病原体等名を表記した10ccチューブに入れて密封し，－80℃
超低温フリーザーにより保管する。

管 超低温フリーザーは常時施錠する。

６ そ の 他 特 記 事 項

（注 1） 別表に掲げられていない病原体等にあっては，相当するレベル及びその判断根拠について記入すること。

（注 2） 原則として５年以内とする。

（注 3） 申請者は，事前に危害防止主任者の承諾を得ること。



別紙様式第２号（第４条関係） （ 記 入 例 ）
病原体等 利 用・保 管 申 請 書

平成 年 月 日
学 長 殿

取扱責任者（部局・職）□□研究科・教授

（氏 名） 岡 山 太 郎 印
（署名又は記名押印）

利 用
下記の病原体等の について申請します。

保 管

記

１ 病 原 体 等 の 名 称 Orientia tsutsugamusi
（病原体等の種類が多数の場合は，別紙によることも可）

２ 病 原 体 等 の レ ベ ル レ レベル３ □レベル４

（注 1）

患者発生時等の臨床分離株の解析における参考株に供するため
３ 利 用 ・ 保 管 の 目 的

に保管する。

４ (1)病原体等を用いる実験室の名
称

利
(2)病原体等を用いる実験の方法

用

(3)実 験 実 施 期 間 （自）平成 年 月 日（至）平成 年 月 日（注 2）

(4)取扱責任者以外の実験従事者 （部局・職） （氏名）

(5)実験終了後の病原体等の処置 □廃棄 □保管
及 び 消 毒 滅 菌 の 方 法

５ (1)保 管 場 所 □□研究科動物実験施設Ｐ３感染実験室

保 (2)保 管 の 方 法 病原体等名を表記した10ccチューブに入れて密封し、－８０
℃ 超低温フリーザーにより保管、

管 超低温フリーザーは常時施錠

７ そ の 他 特 記 事 項

（注 1） 別表に掲げられていない病原体等にあっては，相当するレベル及びその判断根拠について記入すること。

（注 2） 原則として５年以内とする。

（注 3） 申請者は，事前に危害防止主任者の承諾を得ること。



別紙様式第３号（第４条関係）

病 原 体 等 供 与 申 請 書

年 月 日

学 長 殿

供与責任者（部局・職）

（氏 名）

下記の病原体等の供与について申請します。

記

１ 病 原 体 等 の 名 称

２ 病 原 体 等 の レ ベ ル □ レベル３ □レベル４

３ 供 与 の 目 的

４ (1)大 学 等 の 名 称

供 (2)責任者の部局・職・氏名

与 (3)病原体等を用いる実験室

の

先 名 称 及 び 設 備 等

５ 運 搬 の 方 法 □郵 送 □持 参 □その他（ ）

６ 供 与 予 定 年 月 日 年 月 日

７ そ の 他 の 特 記 事 項



別紙様式第４号（第５条関係）

BIOHAZARD

指定実験室の名称

取扱病原体等のレベル

危 害 防 止 主 任 者

緊 急 時 連 絡 先



別紙様式第５号（第６条関係）

実 験 記 録 簿

実験室名

年 月 日 取 扱 責 任 者 実 験 従 事 者 使 用 病 原 体 等 名 実 験 後 の 処 理
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国立大学法人岡山大学職員労働安全衛生管理規程

平成１６年４月１日

岡大規程第２１号

改正 平成１７年３月２４日規程第 ２号

平成１８年２月 ９日規程第 ５号

平成１９年３月３０日規程第４３号

平成２０年３月３１日規程第４６号

平成２１年３月２７日規程第２９号

平成２２年３月３１日規程第４４号

平成２３年３月３１日規程第 ７号

平成２４年３月３０日規程第１２号

平成２６年３月３１日規程第１４号

平成２７年６月３０日規程第８６号

平成２８年３月３１日規程第１７号

平成２８年９月３０日規程第７８号

平成２９年６月３０日規程第４４号

平成３１年３月２９日規程第６８号

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規程は，労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号。以下「安衛法」という。）

その他の法令及び諸規程（以下「法令等」という。）に定めるもののほか，国立大学法

人岡山大学（以下「法人」という。）の職員の安全と健康を確保し，快適な職場環境の

形成を促進するために必要な事項を定めるものとする。

（事業場）

第２条 この規程において，事業場とは，法人に置く次の７事業場とする。

一 津島地区

二 大学院医歯薬学総合研究科等

三 岡山大学病院

四 教育学部附属東山学校園

五 資源植物科学研究所

六 教育学部附属特別支援学校

七 惑星物質研究所

２ 前項の事業場に長を置く。

３ 事業場の長は，当該事業場の安全衛生委員会を主宰し，所属する職員の健康の保持増

進及び安全の確保に必要な措置を講じなければならない。

（学長の責務）

第３条 国立大学法人岡山大学長（以下「学長」という。）は，法令等及びこの規程に定

める労働災害（職員の就業に係る建設物，設備，原材料，ガス，蒸気，粉じん等により，

又は作業行動その他業務に起因して，職員が負傷し，疾病にかかり，又は死亡すること

をいう。以下同じ。）防止のための基準を守るとともに，有害性等を調査し，快適な職

場環境の実現及び労働条件の改善を通じて，職場における職員の健康の保持増進及び安

全の確保に必要な措置を講じなければならない。

（部局等の長の責務）

第３条の２ 部局等の長（本部各部（法人監査室を含む。），各学部，各研究科，各研究
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所，岡山大学病院，全学センター，附属図書館及び機構の長をいう。以下同じ。）は，

所属する職員の健康の保持増進及び安全の確保に必要な措置を講じなければならない。

（職員の責務）

第４条 職員は，労働災害を防止するため必要な事項を守るほか，学長，事業場の長，部

局等の長その他の関係者が実施する労働災害の防止に関する措置に従わなければならな

い。

第２章 安全衛生管理体制

第１節 総括安全衛生管理者等

（総括安全衛生管理者）

第５条 法人に，職員の安全及び衛生に関する事項を統括管理するため，総括安全衛生管

理者を置く。

２ 総括安全衛生管理者を置く事業場及び総括安全衛生管理者に充てる者は次の各号に定

めるところによる。

一 津島地区 学長が指名する理事

二 岡山大学病院 岡山大学病院長

３ 総括安全衛生管理者は，衛生管理者，衛生推進者，衛生担当者及び作業主任者を指揮

するとともに，次の各号に掲げる業務を統括管理する。

一 職員の危険又は健康障害を防止するための措置に関する事項

二 職員の安全又は衛生のための教育の実施に関する事項

三 健康診断の実施その他健康の保持増進のための措置に関する事項

四 労働災害の原因の調査及び再発防止対策に関する事項

五 安全衛生に関する方針の表明，計画の作成，実施，評価及び改善に関する事項

六 労働災害の危険性又は有害性等の調査に関する事項

七 前各号に掲げるもののほか，職員の労働災害を防止するために必要な業務に関する

事項

４ 学長は，総括安全衛生管理者が旅行，疾病，事故その他やむを得ない事由によって職

務を行うことができないときは，代理者を選任しなければならない。

（衛生管理者）

第６条 法人に，衛生に係る技術的事項を管理させるため，衛生管理者を置く。

２ 衛生管理者は，次項に定める事業場に専属の職員であって，次の各号に掲げる資格を

有するもののうちから選任する。

一 第１種衛生管理者免許又は第２種衛生管理者免許を有する者

二 衛生工学衛生管理者免許を有する者

三 医師

四 歯科医師

五 労働衛生コンサルタント

六 前３号に掲げる者のほか，安衛法第１２条及び労働安全衛生規則（昭和４７年労働

省令第３２号。以下「安衛則」という。）第１０条の規定に基づき厚生労働大臣が定

める者

３ 衛生管理者を選任すべき事業場及び選任する衛生管理者の人数等は，別表第１のとお

りとする。

４ 衛生管理者は，次の各号に揚げる業務を管理する。

一 健康に異常のある者の発見及び措置に関する事項

二 作業環境の衛生上の調査に関する事項
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三 作業条件，施設等の衛生上の改善に関する事項

四 労働衛生保護具，救急用具等の点検及び整備に関する事項

五 衛生教育，健康相談その他職員の健康保持に必要な事項

六 職員の負傷及び疾病，それによる死亡，欠勤及び移動に関する統計の作成に関する

事項

七 混在作業における衛生上の必要な措置に関する事項

八 衛生日誌の記載等職務上の記録の整備に関する事項

５ 衛生管理者は，少なくとも毎週１回事業場を巡視し，設備，作業方法又は衛生状態に

有害の恐れがあるときは，直ちに，職員の健康障害を防止するために必要な措置を講じ

なければならない。

６ 衛生管理者は，衛生に関する措置をなし得る権限を有する。

７ 学長は，衛生管理者が旅行，疾病，事故その他やむを得ない事由によって職務を行う

ことができないときは，代理者を選任しなければならない。

（衛生推進者）

第７条 法人に，衛生に係る業務を管理させるため，衛生推進者を置く。

２ 衛生推進者は，次項に定める事業場に専属の職員（労働衛生コンサルタントその他厚

生労働大臣が定める者のうちから選任するときは除く。）であって，次の各号に掲げる

資格を有するもののうちから選任する。

一 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学（旧大学令（大正７年勅令第

３８８号）による大学を含む。）又は高等専門学校（旧専門学校令（明治３６年勅令

第６１号）による専門学校を含む。）を卒業した者（職業能力開発促進法（昭和４４

年法律第６４号）による職業能力開発大学校(職業能力開発促進法の一部を改正する

法律（平成４年法律第６７号）による改正前の職業能力開発促進法による職業訓練大

学校を含む。）における長期課程(職業訓練法の一部を改正する法律（昭和６０年法

律第５６号）による改正前の職業訓練法（昭和４４年法律第６４号）による長期指導

員訓練課程を含む。）の指導員訓練を修了した者を含む。）で，その後１年以上衛生

の実務に従事した経験を有するもの

二 高等学校（旧中等学校令（昭和１８年勅令第３６号）による中等学校を含む。）又

は中等教育学校を卒業した者で，その後３年以上安全衛生の実務に従事した経験を有

するもの

三 ５年以上安全衛生の実務に従事した経験を有する者

四 厚生労働省労働基準局長が定める講習を修了した者

五 労働衛生コンサルタント

六 厚生労働省労働基準局長が前各号に掲げる者と同等以上の能力を有すると認める者

３ 衛生推進者を選任すべき事業場及び選任する衛生推進者の人数は，別表第２のとおり

とする。

４ 衛生推進者は，次の各号に揚げる業務を管理する。

一 施設，設備等の点検及び使用状況の確認並びにこれらに基づく必要な措置に関する

事項

二 作業環境の点検及び作業方法の点検並びにこれらに基づく必要な措置に関する事項

三 健康診断及び健康保持増進のための措置に関する事項

四 安全衛生教育に関する事項

五 異常な事態における応急措置に関する事項

六 労働災害の原因の調査及び再発防止対策に関する事項

七 安全衛生情報の収集及び労働災害，疾病，休業等の統計の作成に関する事項
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八 安全衛生に係る各種報告及び届出に関する事項

５ 学長は，衛生推進者を選任したときは，当該衛生推進者の氏名を作業場の見やすい箇

所に掲示する等により関係職員に周知しなければならない。

（衛生担当者及び作業部会）

第８条 法人に，衛生管理者及び衛生推進者の業務を補助する者及び機能として衛生担当

者及び作業部会を置くことができる。

２ 衛生担当者は，衛生管理者又は衛生推進者を置く事業場に専属の職員のうちから選任

する。

（産業医等）

第９条 法人に，職員の健康診断の実施に関する事項その他一定の事項であって，医学に

関する知識を必要とする事項（以下「健康管理等」という。）を行わせるため，産業医

を置く。

２ 産業医は，次の各号に掲げる要件を備えた医師のうちから選任する。

一 第４項各号に定める職員の健康管理等を行うのに必要な医学に関する知識について

の研修であって厚生労働大臣が定めるものを修了した者

二 医学の正規の課程であって産業医の養成等を行うことを目的とするものを設置して

いる産業医科大学その他の大学であって厚生労働大臣が指定するものにおいて当該課

程を修めて卒業した者であって，厚生労働大臣が定める実習を履修したもの

三 労働衛生コンサルタント試験に合格した者で，その試験の区分が保健衛生であるも

の

四 学校教育法による大学において労働衛生に関する科目を担当する教授，准教授又は

講師（常時勤務する者に限る。）の職にあり，又はあった者

五 前各号に掲げる者のほか，厚生労働大臣が定める者

３ 産業医を選任すべき事業場及び選任する産業医の人数等は，別表第３のとおりとする。

４ 産業医は，職員の健康管理等を行うのに必要な医学に関する知識及び能力の維持向上

に努め，次の各号に掲げる業務を誠実に行わなければならない。この場合において，学

長は，厚生労働省令で定めるところにより，職員の労働時間に関する情報その他の産業

医が労働者の健康管理等を適切に行うために必要な情報として厚生労働省令で定めるも

のを産業医に提供しなければならない。

一 健康診断の実施及びその結果に基づく職員の健康を保持するための措置に関する事

項

二 安衛法第六十六条の八第一項に規定する面接指導及び安衛法第六十六条の九に規定

する必要な措置の実施並びにこれらの結果に基づく職員の健康を保持するための措置

に関すること。

三 安衛法第六十六条の十第一項に規定する心理的な負担の程度を把握するための検査

の実施並びに同条第三項に規定する面接指導の実施及びその結果に基づく職員の健康

を保持するための措置に関すること。

四 作業環境の維持管理に関する事項

五 作業の管理に関する事項

六 前各号に掲げるもののほか，職員の健康管理に関する事項

七 健康教育，健康相談その他職員の健康の保持増進を図るための措置に関する事項

八 衛生教育に関する事項

九 職員の健康障害の原因の調査及び再発防止のための措置に関する事項

５ 産業医は，前項各号に掲げる事項について，学長又は総括安全衛生管理者に対して意

見を述べ，若しくは勧告し，又は衛生管理者に対して指導し，若しくは助言することが
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できる。この場合において，学長又は総括安全衛生管理者は，当該勧告を尊重し，当該

勧告の内容及び厚生労働省令に定める事項を遅滞なく第１１条に定める安全衛生委員会

に報告し，厚生労働省令で定めるところにより，記録及び保存をしなければならない。

６ 産業医は，第４項各号に掲げる事項を実施するために必要な情報を職員から収集する

ことができる。

７ 産業医は，職員の健康の確保のため緊急の必要がある場合において，職員に対して，

必要な措置をとるべきことを指示することができる。

８ 産業医は，安全衛生委員会に対して職員の健康を確保する観点から必要な調査審議を

求めることができる。

９ 産業医は，少なくとも毎月１回（毎月１回以上、次に掲げる情報の提供を受けている

場合は、少なくとも二月に１回）事業場を巡視し，作業方法又は衛生状態について職員

の健康管理上有害のおそれがあるときは，直ちに，職員の健康障害を防止するため必要

な措置を講じなければならない。

一 第６条第５項の規定により衛生管理者が行う巡視の結果

二 前号に掲げるもののほか、職員の健康を保持するために必要な情報であつて、安

全衛生委員会における調査審議を経て、産業医に提供することとしたもの

10 事業場の長は，健康管理等の適切な実施を図るため，産業医が職員からの健康相談に

応じ，適切に対応するために必要な体制の整備その他の必要な措置を講ずるよう努めな

ければならない。

11 事業場の長は，産業医が辞任したとき又は産業医が解任されたときは，遅滞なく，

その旨及びその理由を安全衛生委員会に報告しなければならない。

（作業主任者）

第１０条 法人において，高圧室内作業その他労働安全衛生法施行令（昭和４７年政令第

３１８号。 以下「安衛令」という。）第６条に規定する作業を行う作業場に関し，当

該作業に従事する職員の指揮その他労働災害を防止するために必要な事項を管理させる

ため，当該作業の区分に応じて，作業主任者を置く。

２ 作業主任者は，当該作業に従事する職員で，安衛則別表第１に規定する資格を有する

者のうちから選任する。

３ 学長は，作業主任者を選任したときは，当該作業主任者の氏名及びその者に行わせる

事項を作業場の見やすい箇所に掲示する等により関係職員に周知しなければならない。

第２節 安全衛生委員会

（安全衛生委員会の設置）

第１１条 法人の各事業場に安全衛生委員会を置く。

２ 安全衛生委員会に関し，必要な事項は，別に定める。

第３章 就業措置

（安全衛生教育）

第１２条 学長は，職員を採用し，又は職員の作業内容を変更したときは，職員の従事す

る業務に関する安全衛生のため必要な次の各号に掲げる事項について，教育を行う。

一 機械等，原材料等の危険性又は有害性及びこれらの取扱い方法に関する事項

二 安全装置，有害物抑制装置又は保護具の性能及びこれらの取扱い方法に関する事項

三 作業手順に関する事項

四 作業開始時の点検に関する事項

五 当該業務に関して発生するおそれのある疾病の原因及び予防に関する事項
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六 整理，整頓(とん)及び清潔の保持に関する事項

七 事故時等における応急措置及び退避に関する事項

八 前各号に掲げるもののほか，当該業務に関する安全又は衛生のために必要な事項

２ 学長は，前項各号に掲げる事項の全部又は一部に関し十分な知識及び技能を有してい

ると認められる職員については，当該事項についての教育を省略することができる。

３ 第１項の規定にかかわらず，同項第１号から第４号までに掲げる事項について，学長

が必要ないと認めたときは，省略することができる。

（特別教育を必要とする業務）

第１３条 学長は，職員を安衛則第３６条各号に定める危険又は有害な業務に従事させる

ときは，当該業務に関する安全衛生のための特別の教育（以下「特別教育」という。）

を行う。

２ 学長は，前項の特別教育の科目の全部又は一部について十分な知識及び技能を有して

いると認められる職員については，当該科目についての特別教育を省略することができ

る。

３ 学長は，特別教育を行ったときは，当該特別教育の受講者，科目等の記録を作成して，

これを３年間保存しておかなければならない。

（中高年齢職員に対する配慮）

第１４条 学長は，中高年齢職員その他労働災害の防止上特に配慮を必要とする職員につ

いては，配置，業務の遂行方法等に関して心身の条件を十分に配慮するように努めなけ

ればならない。

第４章 健康管理

（作業環境測定）

第１５条 学長は，職員が業務に従事する場所について作業環境測定を行うとともにその

結果を記録し，これを３年間（法令等により異なる期間とされたときは，その期間。）

保存しておかなければならない。

２ 学長は，前項の作業環境測定の結果の評価に基づき，職員の健康を保持するため必要

があると認められるときは，施設又は設備の設置又は整備，健康診断の実施その他の適

切な措置を講じるものとする。

（健康診断）

第１６条 学長は，次の各号に掲げる健康診断を行わなければならない。

一 採用時健康診断

二 一般定期健康診断

三 特定業務健康診断

四 海外派遣職員健康診断

五 特殊健康診断

２ 前項第１号の健康診断は，職員として採用するときに実施するものとする。

３ 第１項第２号の健康診断は，１年以内ごとに１回，職員全員を対象として定期的に行

うものとする。

４ 第１項第３号の健康診断は，安衛則第１３条第１項第２号に掲げる業務に常時従事す

る職員を対象として，当該業務に配置換の際，及び６月以内ごとに１回（ただし，胸部

エックス線検査及び喀痰検査は１年以内ごとに１回）定期的に行うものとする。

５ 第１項第４号の健康診断は，職員が，海外派遣研修等で６月以上の海外生活を予定し

て出国しようとするとき，及び６月以上の海外生活を終えて帰国した後法人の業務に就

こうとするときに，あらかじめ行うものとする。
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６ 第１項第５号に掲げる健康診断は，職員が安衛令第２２条に定める業務に従事するこ

ととして採用されたとき，配置換されたとき，及び職員が従事する業務ごとに法令等で

定める期間ごとに１回定期に行うものとする。

７ 学長は，附属学校園における給食の業務に従事する職員に対し，その採用の際又は当

該業務への配置替えの際，検便による健康診断を行なわなければならない。

（健康診断の項目）

第１７条 前条第１項第１号に掲げる健康診断の項目は，別表第４のとおりとする。

２ 前条第１項第２号及び第３号に掲げる健康診断の項目は，別表第５のとおりとする。

ただし，産業医又は健康診断を行う医師（以下「産業医等」という。）が必要でないと

認めるときは，その一部を省略することができる。

３ 前条第１項第４号に掲げる健康診断の項目は，別表第５に掲げる項目及び厚生労働大

臣が定める項目のうち産業医等が必要であると認める項目とする。

４ 前条第１項第５号に掲げる健康診断の項目は，法令等に従うものとする。

（健康診断における検査の省略）

第１８条 学長は，第１６条第１項第１号に掲げる健康診断の実施時期前３月以内に当該

健康診断の検査の項目の全部又は一部について医師（歯科医師を含む。以下同じ。）の

検査を受けている者を採用する場合において，その者が当該健康診断の結果を証明する

書面を提出したときは，当該健康診断の項目に相当する項目については，その検査をも

って当該健康診断における検査に代えることができる。

２ 学長は，第１６条第１項第２号の健康診断の実施に際し，職員が，同条第１項第１号，

第４号又は第５号の健康診断を受けた場合（前項に定める書面を提出した場合を含む。）

については，当該健康診断の実施の日から１年間に限り，その者が受けた当該健康診断

の検査の項目について，その結果を利用することができると認めるときは，その検査を

もって当該健康診断における検査に代えることができる。

３ 学長は，第１６条第１項第３号の健康診断（定期のものに限る。）の実施に際し，前

回の健康診断において別表第５の所定の項目について健康診断を受けた者について，産

業医等が必要でないと認めるときは，当該項目の全部又は一部を省略して行うことがで

きる。

４ 第２項の規定は，第１６条第１項第３号の健康診断について準用する。この場合にお

いて，第２項中「１年間」とあるのは，「６月間」と読み替えるものとする。

５ 学長は，第１６条第１項第４号の健康診断の実施に際し，同条第１項第１号，第２号，

第３号又は第５号の健康診断を受けた者（第１項に定める書面を提出した者を含む。）

については，当該健康診断の実施の日から６月間に限り，その者が受けた当該健康診断

の項目に相当する項目を省略して行うことができる。

６ 第１７条第２項の規定は，第１６条第１項第４号の健康診断について準用する。

（健康診断の受診の義務）

第１９条 職員は，前条によって健康診断を省略することができる場合を除き，学長が実

施する健康診断を受けなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず，職員は，やむを得ない理由により健康診断を受けることが

できない場合及び学長の指定した医師が行う健康診断を受けることを希望しない場合

は，他の医療機関で第１６条の規定による健康診断に相当する健康診断を受けなければ

ならない。

３ 前項における健康診断を受けた職員は，速やかにその結果を証明する書面を学長に提

出しなければならない。

（面接指導）
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第１９条の２ 学長は，その労働時間の状況その他の事項が職員の健康の保持を考慮して

別に定める要件に該当する職員に対し，産業医又は職員が希望する医師による面接指導

を行わなければならない。

２ 学長は，面接指導を実施するため，厚生労働省令で定める方法により，職員の労働時

間の状況を把握しなければならない。

３ 面接指導の実施については，別に定める。

（自発的健康診断）

第２０条 午後１０時から午前５時までの間における業務（以下「深夜業」という。）に

従事する職員であって，この条における自ら受けた健康診断を受けた日前６月間を平均

して１月当たり４回以上深夜業に従事するものは，厚生労働省令で定めるところにより，

自ら受けた健康診断の結果を証明する書面を学長に提出することができる。

２ 前項で定めるところにより学長に提出する書面は次に定める要件を満たすものでなけ

ればならない。

一 第１７条第２項に掲げる項目の全部又は一部について，当該職員の受けた健康診断

の項目ごとに，その結果を記載したものであること。

二 当該健康診断を受けた日から３月を経過していないこと。

（心理的な負担の程度を把握するための検査）

第２０条の２ 学長は，安衛法第六十六条の十の規定により，職員に対し，産業医等によ

る心理的な負担の程度を把握するための検査（以下「ストレスチェック」という。）を

行わなければならない。

２ ストレスチェックに関し必要な事項は，別に定める。

（指導区分の決定）

第２１条 学長は，次の各号に掲げる職員については，医師（産業医を含む。以下この条

において同じ。）の意見書及びその職員の職務内容，勤務の強度等に関する資料を産業

医に提示し，別表第６（第３号においては別表第７とする。以下同じ。）により

指導区分の決定を受けるものとする。

一 健康診断を行った医師が，健康に異常又は異常を生ずるおそれがあると認めた職員

二 面接指導を行った医師が，健康に異常又は異常を生ずるおそれがあると認めた職員

三 ストレスチェックに基づく面接指導を行った医師が，健康に異常又は異常を生ずる

おそれがあると認めた職員

四 学長が，勤務の制限等の確認が必要と認めた職員

２ 学長は，前項の職員の医療に当たった医師が指導区分の変更について，意見を申し出

た場合等には，所要の資料を産業医に提示し，当該職員の指導区分の変更を受けるもの

とする。

３ 第１項第１号に定める健康診断の結果に基づく医師からの意見聴取は，次に定めると

ころにより行うものとする。

一 当該健康診断が行われた日（第１８条の場合にあっては，当該職員が健康診断の結

果を証明する書面を学長に提出した日）から３月以内に行うこと。

二 聴取した医師の意見を健康診断個人票に記載すること。

４ 前条の規定により自ら受けた健康診断の結果に基づく医師からの意見聴取は，次に定

めるところにより行うものとする。

一 当該健康診断の結果を証明する書面が学長に提出された日から２月以内に行うこ

と。

二 聴取した医師の意見を健康診断個人票に記載すること。

５ 学長は、医師から前２項の意見聴取を行う上で必要となる職員の業務に関する情報
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を求められたときは、速やかにこれを提供しなければならない。

６ 第１項第２号及び第３号に定める面接指導の結果に基づく医師からの意見聴取は，

面接指導が行われた後，遅滞なく行わなければならない。

（事後措置）

第２２条 学長は，前条の規定により指導区分の決定又は変更を受けた職員については，

その指導区分に応じ，別表第６の事後措置の基準欄に掲げる基準に従い，適切な措置を

講じなければならない。

（病者の就業禁止）

第２３条 学長は，次の各号のいずれかに該当する職員については，その就業を禁止しな

ければならない。ただし，第１号に掲げる職員について感染予防の措置をした場合は，

この限りでない。

一 病毒伝ぱのおそれのある感染性の疾病にかかった職員

二 心臓，腎臓，肺等の疾病で労働のため病勢が著しく憎悪するおそれのあるものにか

かった職員

三 前２号に準ずる疾病にかかった職員

２ 学長は，前項の規定により，就業を禁止しようとするときは，あらかじめ産業医その

他専門の医師の意見を聞かなければならない。

（健康診断の結果の通知）

第２４条 学長は，健康診断を受けた職員に対し，遅滞なく，当該健康診断の結果を通知

しなければならない。

２ 職員は，通知された健康診断の結果及び第２２条の規定による保健指導等を利用して，

その健康の保持に努めるものとする。

（健康管理の記録）

第２５条 学長は，健康診断の結果，指導区分，事後措置の内容その他健康管理上必要と

認められる事項について，職員ごとに記録を作成し，これを関係法令に従って保存して

おくものとする。

２ 職員が法人以外の国立大学法人その他の機関に出向したときは，出向先へ前項の記録

を移管しなければならない。

（健康教育等）

第２６条 学長は，職員に対する健康教育及び健康相談その他職員の健康の保持増進を図

るため必要な措置を継続的かつ計画的に講ずるように努めなければならない。

２ 職員は，前項の学長が講ずる措置を利用して，その健康の保持増進に努めるものとす

る。

（体育活動等についての便宜供与等）

第２７条 学長は，前条第１項に定めるもののほか，職員の健康の保持増進を図るため，

体育活動，レクリエーションその他の活動についての便宜を供与する等必要な措置を講

ずるように努めなければならない。

第５章 快適な職場環境の形成のための措置

（学長の講ずる措置）

第２８条 学長は，職場における安全衛生の水準の向上を図るため，次の措置を継続的か

つ計画的に講ずることにより，快適な職場環境を形成するように努めなければならない。

一 作業環境を快適な状態に維持管理するための措置

二 職員の従事する作業について，その方法を改善するための措置

三 作業に従事することによる職員の疲労を回復するための施設又は設備の設置又は整
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備

四 前３号に掲げるもののほか，快適な職場環境を形成するため必要な措置

第６章 安全管理

（危険を防止するための措置）

第２９条 学長は，次の各号に掲げる危険による職員の災害の発生を防止するために必要

な措置を講じなければならない。

一 機械，器具その他の設備等による危険

二 爆発性の物，発火性の物，引火性の物等による危険

三 電気，熱その他のエネルギーによる危険

四 掘削，採石等の業務における作業方法から生ずる危険

五 職員が墜落するおそれのある場所，土砂等が崩壊するおそれのある場所における危

険

２ 学長は，前項に定めるもののほか，職員の作業行動から生ずる労働災害を防止するた

め必要な 措置を講じなければならない。

（緊急事態に対する措置）

第３０条 学長は，職員に対する災害発生の危険が急迫したときは，当該危険に係る場所，

職員の業務の性質等を考慮して，業務の中断，職員の退避，消火作業，危険な場所への

立入禁止等の適切な措置を講じなければならない。

２ 学長は，前項の措置を的確かつ円滑に講ずることができるようにするため，定期又は

随時に避難設備，避難用具等の点検整備及び防火，避難等の訓練を実施しなければなら

ない。

（定期自主検査）

第３１条 学長は，安衛令第１５条第１項各号に定めるボイラーその他の機械等について，

定期に自主検査を行うとともにその結果を記録し，これを法令等に定める期間保存して

おかなければならない。

（計画の届出等）

第３２条 部局等の長は，安衛法第８８条の定めるところにより，安衛則第８８条に定め

る機械等を設置し，若しくは移転し，又はこれらの主要構造部分を変更しようとすると

きは，その計画の４０日前までに安衛則に定める様式に準じた事項を，学長に届け出な

ければならない。

（災害等の報告）

第３３条 部局等の長は，災害又は事故が発生したときは，安衛則様式第２２号に準じた

事項を，速やかに，学長に報告しなければならない。

２ 部局等の長は，職員が労働災害その他就業中又は事業場内若しくはその附属建設物内

における負傷，窒息又は急性中毒により死亡し，又は休業したときは，安衛則様式第２

３号に準じた事項を，速やかに，学長に報告しなければならない。

（機械等に関する規制）

第３４条 学長及び法人の職員は，本章各条に定めるもののほか，安衛令第１２条各号に

定める機械等及びその他の機械等に関する輸入の規制等安衛法その他の法令等による規

制等に関しては，これを遵守しなければならない。

（有害物に関する規制）

第３５条 学長及び法人の職員は，本章各条に定めるもののほか，安衛令第１７条に定め

る有害物（職員に重度の健康障害を生ずるおそれのある物等をいう。）に関する製造の

許可等安衛法その他の法令等による規制等に関しては，これを遵守しなければならない。

第７章 雑則

（心身の状態に関する情報の取扱い）
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第３５条の２ 学長は，本規程の実施に関し，職員の心身の状態に関する情報を収集し，

保管し，又は使用するにあたっては，職員の健康の確保に必要な範囲内で職員の心身に

関する情報を収集し，並びに当該収集の目的の範囲内でこれを保管し，使用する。ただ

し，本人の同意がある場合その他正当な事由がある場合は，この限りでない。

２ 学長は，職員の心身の状態に関する情報を適正に管理するために必要な措置を講ずる。

３ 職員の心身の状態に関する情報を適正に管理するために必要な措置に関し，必要な事

項は，別に定める。

（秘密の保持）

第３６条 職員の安全及び衛生に関する業務に従事する職員及び従事したことのある職員

は，職務上知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

２ 前項の規定は，職員が法人の職員でなくなった後においても同様とする。

（その他）

第３７条 この規程に定めるもののほか，職員の安全及び衛生に関し，必要な事項は，別

に定める。

附 則

この規程は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１７年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成１８年４月１日から施行する。

附 則

１ この規程は，平成１９年４月１日から施行する。

２ 改正後の第９条第２項第３号の規定の適用については，この規程の改正前における助

教授としての在職は，准教授としての在職とみなす。

附 則

この規程は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２５年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２６年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２７年７月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２８年１０月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２９年６月３０日から施行し，平成２９年６月１日から適用する。
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附 則

この規程は, 平成３１年４月１日から施行する。
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別表第１（第６条関係）

衛 生 管 理 者

選任すべき事業場 選任する人数等

津島地区 ４人（うち専任１人）以上，うち衛生工学衛生管理者免許取得者
１人

大学院医歯薬学総合研究科等 ３人（うち専任１人）以上，うち衛生工学衛生管理者免許取得者
１人

岡山大学病院 ５人（うち専任１人）以上，うち衛生工学衛生管理者免許取得者
１人

教育学部附属東山学校園 １人以上

資源植物科学研究所 １人以上

惑星物質研究所 １人以上

別表第２（第７条関係）
衛 生 推 進 者

選任すべき事業場 選任する人数

教育学部附属特別支援学校 １人以上

別表第３（第９条関係）
産 業 医

選任すべき事業場 選任する人数

津島地区 １人（専属）以上

大学院医歯薬学総合研究科等 １人（兼任）以上

岡山大学病院 １人（専属）以上

教育学部附属東山学校園 １人（兼任）以上

資源植物科学研究所 １人（兼任）以上
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別表第４（第１７条第１項関係）

採用時健康診断の項目

１ 既往歴及び業務歴の調査 ７ ＧＯＴ，ＧＰＴ，γ-ＧＴＰの検査

２ 自覚症状及び他覚症状の有無の検査 ８ ＬＤＬコレステロール，ＨＤＬコレ

ステロール及び血清トリグリセライド

３ 身長，体重，腹囲，視力及び聴力の の量の検査

検査

４ 胸部エックス線検査 ９ 血糖検査又はＨｂＡ１ｃの検査

５ 血圧の測定 １０ 尿中の糖及び蛋白の有無の検査

６ 血色素量及び赤血球数の検査 １１ 心電図検査

別表第５（第１７条第２項，第３項，第１８条第３項関係）

健康診断の項目

１ 既往歴及び業務歴の調査 ７ ＧＯＴ，ＧＰＴ，γ-ＧＴＰの検

査

２ 自覚症状及び他覚症状の有無の検査 ８ ＬＤＬコレステロール，ＨＤＬ

コレステロール及び血清トリグリセ

ライドの量の検査

３ 身長，体重，腹囲，視力及び聴力の検査 ９ 血糖検査又はＨｂＡ１ｃの検査

４ 胸部エックス線検査及び喀痰検査 １０ 尿中の糖及び蛋白の有無の検査

５ 血圧の測定 １１ 心電図検査

６ 血色素量及び赤血球数の検査 １２ その他必要と認められる検査
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別表第６（第２１条，第２２条関係）

指導区分及び事後措置の基準

指 導 区 分

事 後 措 置 の 基 準

区 分 内 容

生活規正の面 Ａ 勤務を休む必要のあ 休暇(日単位のものに限る。)又は休職

るもの の方法により，療養のため必要な期間

勤務させない。

Ｂ 勤務に制限を加える 職務の変更，勤務場所の変更，休暇（日

必要のあるもの 単位のものを除く。）等の方法により

勤務を軽減し，かつ，深夜勤務（午後

１０時から翌日の午前５時までの間に

おける勤務をいう。以下同じ。），時間

外勤務（正規の勤務時間以外の時間に

おける勤務で，深夜勤務以外のものを

いう。以下同じ。）及び出張をさせな

い。

Ｃ 勤務をほぼ平常に行 深夜勤務，時間外勤務及び出張を制限

ってよいもの する。

Ｄ 平常の生活でよいも

の

医療の面 １ 医師による直接の医 医療機関の斡旋等により適正な治療を

療行為を必要とする 受けさせるようにする。

もの

２ 定期的に医師の観察 経過観察をするための検査及び発病・

指導を必要とするも 再発防止のため必要な指導等を行う。

の

３ 医師による直接又は

間接の医療行為を必

要としないもの
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別表第７（第２１条・第２２条関係）

指 導 区 分

事 後 措 置 の 内 容

区 分 内 容

通常勤務 通常の勤務でよいもの

就業制限 勤務に制限を加える必要の メンタルヘルス不調を未然に防止するた

あるもの め，労働時間の短縮，出張の制限，時間

外労働の制限，労働負荷の制限，作業の

転換，就業場所の変更，深夜業の回数の

減少又は昼間勤務への転換等の措置を講

じる。

要休業 勤務を休む必要のあるもの 療養等のため，休暇又は休職等により一

定期間勤務させない措置を講じる。
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化学物質等の引継ぎ等に関する要項

平成２１年 ２月１２日

学 長 裁 定

（目 的）

第１条 この要項は，教員が，退職等をする場合，又は採用等に伴い研究室等以外から化学物質等

を持ち込む場合の手続きについて必要な事項を定め，管理下にない化学物質等の存在をなくし，

もって化学物質等の適正管理を図ることを目的とする。

（定 義）

第２条 この要項において，「教員」とは，教授，准教授，講師，助教及び助手をいう。

２ この要項において，「退職等」とは，研究室又は居室等（以下「研究室等」という。）の退去を

伴う退職，配置換，所属替その他の事由をいう。

３ この要項において，「採用等」とは，新たな研究室等の使用の開始を伴う採用，配置換，所属替

その他の事由をいう。

４ この要項において，「化学物質等」とは，次の各号に掲げるものをいう。（根拠法令等は別表の

とおり。）

一 教育又は研究に使用し，法令で規制されている化学物質

二 放射性同位元素，核燃料物質及び核原料物質

三 遺伝子組換え生物等，病原体等・特定病原体等及び実験動物

四 レーザー及び法令上何らかの届出等を要する設備・機器等

五 研究業務遂行上法令等により必要とする資格等

５ この要項において，「部局」とは，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第

３１号）第２条第２項に規定する部局をいう。

６ この要項において，「部局長」とは，前項の部局の長をいう。

（部局長の責務）

第３条 部局長は，教員が，退職等をする場合，又は採用等に伴い研究室等以外から化学物質等を

持ち込む場合は，これらの化学物質等を現地確認する者（以下「立会責任者」という。）を定め，

化学物質等の適正管理に努めなければならない。

（退職等教員の責務）

第４条 退職等をする教員（部局長が指名する教員を除く。）は，別紙様式１「化学物質等引継ぎ確

認書」（以下「引継ぎ確認書」という。）を研究室等ごとに作成の上，立会責任者及び被引継ぎ者

の確認を受けるものとする。この場合において，不要な化学物質等は，当該退職等教員が責任を
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持って廃棄処分等の処置を講ずるものとする。

（被引継教員の責務）

第５条 退職等をする教員から化学物質等を引き継ぐ教員は，立会責任者とともに引継ぎ確認書に

より確認するものとし，引き継いだ後は，関係法令及び学内諸規程等を遵守して，責任を持って

管理するものとする。なお，後任者が補充されない場合は，部局長又は部局長が指定する教員が

引き継ぐものとする。

（採用等教員の責務）

第６条 教員が採用等に伴い，研究室等以外から化学物質等を持ち込む場合は，別紙様式２「化学

物質等持込み確認書」（以下「持込み確認書」という。）を研究室等ごとに作成の上，当該化学物

質等の管理予定教員及び立会責任者の確認を受けるものとする。

（確認書の保管）

第７条 引継ぎ確認書は，引き継ぎを受けた教員が保管し，写しを部局事務部へ提出するものとす

る。また，持ち込み確認書は，部局事務部で保管するものとする。

（準用）

第８条 次の各号に掲げる場合は，この要項を準用する。

一 新たな教員の補充や担当業務の変更等により，化学物質等の管理者が交代する場合

二 教員以外の職員が，化学物質等の引き継ぎ及び持ち込みを行う場合

（その他）

第９条 この要項に定めるものほか，必要な事項は，別に定める。

（附 則）

この要項は，平成２１年２月２５日から施行する。



様式 １
平成 年 月 日

部 局 長 殿

化学物質等引継ぎ確認書

部 局 名

引継ぎ研究室等

引継ぎ教員氏名 ㊞
（退職等教員）

退職等に伴い，引き継ぐ化学物質等は，下記のとおりですので，御確認願います。

事 項 項 目 有 無 備 考
化学物質 (放射性物 毒物・劇物（医薬用外） □有 □無
質等を除く。） 毒薬・劇薬（医薬用） □有 □無

麻薬・向精神薬 □有 □無
覚せい剤・覚せい剤原料 □有 □無
製造等禁止物質・製造許可物質 □有 □無
特定物質・第一種指定物質 □有 □無
使用禁止農薬・販売禁止農薬 □有 □無
上記以外の化学物質 □有 □無

高圧ガス等 毒性ガス □有 □無
特殊高圧ガス □有 □無
上記以外の高圧ガス等 □有 □無

放射性物質等 放射性同位元素装備機器 □有 □無
放射線発生装置 □有 □無
放射性同位元素 □有 □無
エックス線装置 □有 □無
核燃料物質・核原料物質 □有 □無
上記以外の放射性物質等 □有 □無

(微)生物･動物等 遺伝子組換え生物等 □有 □無
病原体等・特定病原体等 □有 □無
実験動物 □有 □無

特殊機器等 レーザー（４ ,３Ｂ ,３Ｒ ,２Ｍ ,１Ｍ） □有 □無
労働安全衛生法届出設備等 □有 □無

その他 特別管理産業（一般）廃棄物 □有 □無
法定資格等 □有 □無

注） 引継項目の状況を記載した資料（化学物質リスト等，当分の間，「上記以外の化学物質」につい
ては，資料を省略することができる。）を添付すること。引継ぎ項目の根拠法令は，別表を参照の
こと。各事項・項目は，診療に係るものを除く。

申送り事項

以上の引継ぎ化学物質等及び申送り事項について，現品と照合し，相違ないことを確認しました。

平成 年 月 日

被引継ぎ者氏名印 ㊞

立会責任者氏名印 ㊞

部 局 長

部局確認欄



様式 ２
平成 年 月 日

部 局 長 殿

化学物質等持込み確認書

部 局 名

研 究 室 等 名

持込み教員氏名 ㊞
（採用等教員）

採用等に伴い，下記のとおり化学物質等を持ち込みますので，御確認願います。

事 項 項 目 有 無 備 考
化学物質 毒物・劇物（医薬用外） □有 □無
(放射性物質等を 毒薬・劇薬（医薬用） □有 □無
除く。 ) 麻薬・向精神薬 □有 □無

覚せい剤・覚せい剤原料 □有 □無
製造等禁止物質・製造許可物質 □有 □無
特定物質・第一種指定物質 □有 □無
使用禁止農薬・販売禁止農薬 □有 □無
上記以外の化学物質 □有 □無

高圧ガス等 毒性ガス □有 □無
特殊高圧ガス □有 □無
上記以外の高圧ガス等 □有 □無

放射性物質等 放射性同位元素装備機器 □有 □無
放射線発生装置 □有 □無
放射性同位元素 □有 □無
エックス線装置 □有 □無
核燃料物質・核原料物質 □有 □無
上記以外の放射性物質等 □有 □無

(微 )生物･動物等 遺伝子組換え生物等 □有 □無
病原体等・特定病原体等 □有 □無
実験動物 □有 □無

特殊機器等 レーザー（４ ,３Ｂ ,３Ｒ ,２Ｍ ,１Ｍ） □有 □無
労働安全衛生法届出設備等 □有 □無

注） 引継項目の状況を記載した資料（化学物質リスト等）を添付すること。引継ぎ項目の根拠法令
は，別表を参照のこと。

以上の持込の化学物質等について，現品と照合し，相違ないことを確認しました。

平成 年 月 日

化学物質等管理予定者氏名印 ㊞

立会責任者氏名印 ㊞

部 局 長

部局確認欄



別 表

化学物質等の根拠法令等一覧

№ 化学物質等 根 拠 法 令 等

１ 毒物・劇物（医薬用外） 毒物及び劇物取締法（昭和 25年 12月 28日法律第 303号）

２ 毒薬・劇薬（医薬用） 薬事法（昭和 35年 8月 10日法律第 145号）

３ 麻薬・向精神薬 麻薬及び向精神薬取締法（昭和 28年 3月 17日法律第 14号）

４ 覚せい剤・覚せい剤原料 覚せい剤取締法（昭和 26年 6月 30日法律第 252号）

５ 製造禁止物質・製造許可物 労働安全衛生法（昭和 47 年 6 月8日法律第 57 号）第 55 条，

質 第 56条

６ 特定物質・第一種指定物質 化学兵器の禁止及び特定物質の規制等に関する法律（平成 7

年 4月 5日法律第 65号）

７ 使用禁止農薬 農薬取締法（昭和 23年 7月 1日法律第 82号）第 11条

８ 販売禁止農薬 農薬の販売の禁止を定める省令（平成 15 年 3 月 5 日農林水

産省令第 11号）

９ 毒性ガス 一般高圧ガス保安規則（昭和 41 年 5 月 25 日通商産業省令第

１０ 特殊高圧ガス 53号）

１１ 放射性同位元素装備機器 放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律

１２ 放射線発生装置 （昭和 32年 6月 10日法律第 167号）

１３ 放射性同位元素

１４ エックス線装置 電離放射線障害予防規則（昭和 47年 9月 30日労働省令第 41

号）で規制されるエックス線装置

１５ 核燃料物質・核原料物質 原子力基本法（昭和 30年 12月 19日法律第 186号）

１６ 遺伝子組換え生物等 岡山大学組換えＤＮＡ実験安全管理規則（平成 16 年 4 月 1

日岡大規則第 24 号）

１７ 病原体等・特定病原体等 岡山大学研究用病原体等安全管理規則（平成 16 年 4 月 1 日

岡大規則第 25 号）

１８ 実験動物 岡山大学動物実験規則（平成20年2月21日岡大規則第6号）

１９ レーザー(4,3B,3R,2M,1M) レーザ製品の安全基準（JIS C 6802）

２０ 労働安全衛生法届出設備等 労働安全衛生法（昭和 47 年 6 月 8 日法律第 57 号）第 88 条

第2項

２１ 特別管理産業（一般）廃棄 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和 45 年 12 月 25 日

物 法律第 137号）

２２ 法定資格等 研究遂行上，法令，条例又は学内諸規則等により必要とする

資格又は講習終了
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国立大学法人岡山大学におけるエネルギーの使用の合理化等に関する規程 

 

平成２２年３月３１日 

岡 大 規 程 第 ３ １ 号 

改正 平成２３年３月３１日規程第５４号 

平成２６年３月３１日規程第２８号 

平成２７年３月３１日規程第３０号 

平成２８年３月３１日規程第４８号 

平成２９年４月２８日規程第３６号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第３１

号）第１０条の規定，エネルギーの使用の合理化等に関する法律（昭和５４年法律第４

９号。以下「法」という。）及び工場等におけるエネルギーの使用の合理化に関する事

業者の判断の基準（平成２１年経済産業省告示第６６号。以下「判断基準」という。）

等の関係法令に基づき，国立大学法人岡山大学（以下「法人」という。）におけるエネ

ルギーの使用の合理化及び電気の需要の平準化（以下「エネルギーの使用の合理化等」

という。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この規程において「団地」とは，別表１に示すものをいう。 

２ この規程において「部局」とは，国立大学法人岡山大学予算・決算事務取扱規程（平

成１６年岡大規程第２７号）の別表に定める予算単位をいい，「部局長」とは，部局の

長をいう。 

（管理体制） 

第３条 法人におけるエネルギーに関する管理体制は，別表２のとおりとする。 

（学長の責務） 

第４条 学長は，法人におけるエネルギーの使用の合理化等に関する業務を統括する。 

２ 学長は，判断基準に基づき，次の各号に掲げる事項を含むエネルギーの使用の合理化

等に関する取組方針（以下「取組方針」という。）を定める。 

一 エネルギーの使用の合理化に関する目標 

二 設備の新設及び設備の更新に対する方針 

３ 学長は，法人における取組方針の遵守状況を確認するとともに，その評価を行い，そ

の評価結果が不十分である場合は，改善を指示する。 

４ 学長は，取組方針及び遵守状況の評価方法について，定期的に精査を行い，必要に応

じて変更を行う。 

５ 学長は，構成員に取組方針の周知を図るとともに，エネルギーの使用の合理化に関す

る教育を行う。 

６ 学長は，エネルギー使用量，エネルギーの使用の合理化を図るための管理体制並びに

第２項の取組方針及びその評価結果に係る書面を作成し，更新，保管することにより状

況を把握する。 
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７ 学長は，エネルギーの使用の合理化の目標に関し，その達成のための中長期的な計画

を作成し，経済産業大臣及び文部科学大臣に提出しなければならない。 

８ 学長は，判断基準に基づき，法人におけるエネルギー管理標準（以下「管理標準」と

いう。）を定める。 

９ 学長は，法人における次の各号に掲げる事項について，毎年度，経済産業大臣及び文

部科学大臣に報告しなければならない。 

 一 エネルギーの使用量 

 二 エネルギーの使用の状況 

 三 エネルギーを消費する設備及びエネルギーの使用の合理化に関する設備の設置及び

改廃の状況 

（エネルギー管理統括者） 

第５条 法人が法第７条第１項の指定を受けた場合，法第７条の２に規定するエネルギー

管理統括者は，財務・施設担当理事をもって充てる。 

２ エネルギー管理統括者は，次の各号に掲げる業務を統括管理する。 

一 エネルギーを消費する設備の新設，改造または撤去に関する業務 

二 エネルギーの使用の合理化に関する設備の維持及び新設，改造または撤去に関する

業務 

三  エネルギー管理員等に対する指導等に関する業務 

四 第４条第５項に定める計画書及び同条第９項に定める報告書の作成業務 

五 電気の需要の平準化に関する業務 

六 その他エネルギーの使用の合理化等に関し必要な業務 

３ エネルギー管理統括者は，エネルギーの使用の合理化等に関する業務遂行にあたり必

要な事項を，その業務を所掌する部局等に行わせることができる。 

４ 学長は，エネルギー管理統括者の選任又は変更を行った場合は，経済産業大臣に届け

出なければならない。 

 （エネルギー管理企画推進者） 

第６条 法人が法第７条第１項の指定を受けた場合，法第７条の３に規定するエネルギー

管理企画推進者は，法第１３条第１項各号のいずれかの資格を有する者のうちから，学

長が選任する。 

２ エネルギー管理企画推進者は，前条第２項各号に掲げる業務に関し，エネルギー管理

統括者を補佐する。 

３ 学長は，第１項で選任した有資格者のうちエネルギー管理士免状の交付を受けていな

い者については，法第１３条第２項に規定する資質の向上を図るための講習を，エネル

ギーの使用の合理化等に関する法律施行規則（昭和５４年通商産業省令第７４号。以下

「施行規則」という。）第１２条の定めるところにより，受けさせなければならない。 

４ 学長は，エネルギー管理企画推進者の選任又は変更を行った場合は，経済産業大臣に

届け出なければならない。 

（エネルギー管理員） 

第７条 法人内の団地が，法第７条の４第１項の第一種エネルギー管理指定工場等又は法

第１７条第１項の第二種エネルギー管理指定工場等に指定された場合，当該団地に，法
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第１３条（法第１８条第１項において準用する場合を含む。）に基づき，エネルギー管

理員を置く。 

２ エネルギー管理員は，法第１３条第１項各号のいずれかの資格を有する者のうちから，

学長が選任する。 

３ 学長は，第１項で選任した有資格者のうちエネルギー管理士免状の交付を受けていな

い者については，法第１３条第２項に規定する資質の向上を図るための講習を，施行規

則第１２条の定めるところにより，受けさせなければならない。 

４ エネルギー管理員は，選任された団地において，エネルギー管理統括者の指示及び管

理標準に従い，次の各号に掲げる業務を管理する。 

一 エネルギーの使用の合理化に関する設備の維持に関する業務 

二 第４条第５項に定める計画書及び同条第９項に定める報告書の作成業務 

５ 学長は，エネルギー管理員の選任又は変更を行った場合は，経済産業大臣に届け出な

ければならない。 

 （エネルギー使用点検員） 

第８条 エネルギー管理統括者は，エネルギーの使用の合理化をもって省エネルギー対策

の推進を図るため，法人の各部局を定時及び随時に巡視し，取組状況等の点検及び指導

等を行う職員を指名する。 

２ 前項の規定により指名された者は，エネルギー使用点検員と称する。 

 （エネルギー管理責任者） 

第９条 エネルギーの使用の合理化をもって省エネルギー対策及び電気の需要の平準化の

推進を図るため，各部局にエネルギー管理責任者を置き，部局長をもって充てる。 

２ エネルギー管理責任者は，エネルギー管理統括者及びエネルギー管理員の指示に従わ

なければならない。 

３ エネルギー管理責任者は，当該部局において，管理標準に基づき，次の各号に掲げる

業務を行う。 

一 エネルギーの使用の合理化に係る業務の指示及び統括に関する業務 

二 第４条第９項各号に掲げる事項の把握及び周知に関する業務 

三 エネルギーの使用に係る資産及び消耗品等の状況把握及び維持管理に関する業務 

四 省エネルギー対策の推進に関する業務 

五 電気の需要の平準化の推進に関する業務 

六 エネルギーを使用する者（以下「エネルギー使用者」という。）への指示及び教育

に関する業務 

 （エネルギー管理補助責任者） 

第１０条 エネルギー管理責任者は，次の各号に該当する場合は，エネルギー管理補助責

任者を選任し，その業務を分担させなければならない。 

一 管理範囲が複数の団地に及ぶ場合 

二 当該部局においてエネルギー管理補助責任者を選任することが適当であると判断す

る場合 

 （エネルギー管理推進者） 

第１１条 エネルギー管理責任者（前条の規定によりエネルギー管理補助責任者を選任し
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た場合にあっては，エネルギー管理補助責任者を含む。）は，当該部局におけるエネル

ギーの使用の合理化等に関する業務の補佐，事務等を行う者として，当該部局の事務職

員のうちからエネルギー管理推進者を選任する。 

 （エネルギー使用者） 

第１２条 法人において，エネルギー使用者は，エネルギーの使用に関し，エネルギー管

理責任者の指示に従わなければならない。 

２ エネルギー使用者は，エネルギー管理責任者の指示の下に，エネルギーの使用の合理

化をもって省エネルギー対策及び電気の需要の平準化に努めなければならない。 

 （報告） 

第１３条 エネルギー管理責任者は，エネルギー管理補助責任者及びエネルギー管理推進

者の選任等状況について，エネルギー管理統括者に対し定期的に報告しなければならな

い。 

 （雑則） 

第１４条 この規程に定めるもののほか，エネルギーの使用の合理化等に関し必要な事項

は，別に定める。 

 

   附 則 

１ この規程は，平成２２年４月１日から施行する。 

２ 国立大学法人岡山大学エネルギー管理規程（平成１６年岡大規程第６４号）は，廃止

する。 

   附 則 

 この規程は，平成２３年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成２６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は，平成２９年４月２８日から施行する。 



 - 5 - 

 別表１ 

 

団地番号 団地名称 

１ 津 島 

２ 鹿 田 

３ 東 山 

４ 倉 敷 

５ 三 朝 

６ 本 島 

７ 八 浜 

１２ 吉備津 

１３ 平 井 

１４ 半田山 

１５ 津 高 

１６ 牛 窓 

１９ 芳 賀 

２０ 沖 元 
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 別表２ 

 

 

エネルギー管理統括者 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
点
検
員 

学  長 

エネルギー管理企画推進者 

エネルギー管理員 

エネルギー管理責任者 エネルギー管理推進者 

エネルギー管理補助責任者 

エ ネ ル ギ ー 使 用 者 
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国立大学法人岡山大学におけるエネルギーの使用の合理化等に関する規程実施要項 

 

平成２２年３月３１日

学 長 裁 定 

                                                       改正 平成２７年３月３１日 

改正 平成３１年３月 １日 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，国立大学法人岡山大学におけるエネルギーの使用の合理化等に関す

る規程（平成２２年岡大規程第３１号。以下「規程」という。）第１４条の規定に基づ

き，エネルギーの使用の合理化等に関し，必要な事項を定めるものとする。 

（審議機関） 

第２条 岡山大学環境マネジメント委員会は，エネルギー管理統括者からの諮問を受け，

または，その他必要に応じ，エネルギーの使用の合理化等に関する事項について審議す

る。 

（エネルギー管理統括者） 

第３条 エネルギー管理統括者は，規程に定めるものの他，以下の各号に掲げる業務を行

うものとする。 

 一 学長が行う業務の補佐に関すること 

 二 同一団地内に，部局が複数存在する場合の必要な調整に関すること 

 三 法人におけるエネルギーの使用の合理化等の状況把握に関すること 

 四 エネルギー管理員に対する指導及び養成に関すること 

 五 エネルギー管理責任者に対する指導に関すること 

 六 エネルギーの使用の合理化等に必要な資金･人材の確保に関すること 

（エネルギー管理企画推進者） 

第４条 エネルギー管理企画推進者は，施設企画部職員から選任することとする。 

（エネルギー管理員） 

第５条 エネルギー管理員は，設置が必要な当該団地に勤務する施設系技術職員から選任

することとする。 

 （エネルギー使用点検員） 

第６条 エネルギー使用点検員は，以下の各号に掲げる業務を行うものとする。 

 一 法人におけるエネルギーの使用の合理化等の実施状況等の点検，確認 

二 エネルギー使用者に対する指導・助言 

三 前２号に関する報告書の作成 

四 その他エネルギー管理統括者の定める業務 

２ エネルギー使用点検員は，前項第一号及び第二号の業務遂行に関し，被調査部局のエ

ネルギー管理責任者の承諾を必要としないものとする。 

（エネルギー管理責任者） 

第７条 エネルギー管理責任者は，エネルギーを使用する建物及び建物附属設備について，

一覧表を整備するよう努めなければならない。 
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２ エネルギー管理責任者は，エネルギーを使用する建物及び建物附属設備のうち，別に

定めるものについて，前年度の維持管理状況を，毎年５月末日までに，エネルギー管理

統括者に報告しなければならない。 

 （省エネ推進員） 

第８条 エネルギー管理責任者は，規程第９条第３項第四号及び第五号に定める業務を遂

行するために，学科，専攻，研究室，事務室等の組織ごとに，教職員又は学生のうちか

ら，省エネルギーを推進する者（以下「省エネ推進員」という。）を選任する。 

２ エネルギー管理責任者は，毎年４月１日における省エネ推進員の選任状況について，

毎年５月末日までに，エネルギー管理統括者に報告しなければならない。 

３ 省エネ推進員は，当該組織が供用する範囲において，定時及び必要に応じて随時に省

エネルギー対策及び電気の需要の平準化の実施状況の点検を行わなければならない。 

４ 省エネ推進員は，当該組織の責任者及び当該部局のエネルギー管理責任者に対して，

省エネルギー対策及び電気の需要の平準化の推進に関する意見を出すことができる。 

５ 省エネ推進員は，エネルギー管理責任者等の求めに応じて，第３項の結果報告を行う。 

 

   附 則 

 この要項は，平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要項は，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要項は，平成３１年４月１日から施行する。 
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国立大学法人岡山大学における環境物品等の調達の推進に関する規程 

 

                                                         平成１６年４月１日 

                                                         岡大規程第６６号 
改正 平成２０年３月３１日規程第１９号 

平成２８年３月３１日規程第３２号 
 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第３

１号。以下「規則」という。）第１０条の規定に基づき，国立大学法人岡山大学（以

下「法人」という。）における環境物品等の調達の推進に関し，必要な事項を定め

るものとする。 

 （定義） 

第２条 この規程において「環境物品等」とは，国等による環境物品等の調達の推進

等に関する法律（平成１２年法律第１００号。以下「法」という。）第２条第１項

に規定する物品又は役務をいう。 

２ この規程において「特定調達物品等」とは，法第６条第２項第２号に規定する物

品等をいう。 

 （部局） 

第２条の２ この規程において「部局」とは，国立大学法人岡山大学予算・決算事務

取扱規程（平成１６年岡大規程第２７号）の別表に定める予算単位をいい，「部局

長」とは，部局の長（以下「部局長」という。）をいう。 

 （学長の責務） 

第３条 学長は，法第６条に規定する環境物品等の調達の推進に関する基本方針に

即して，毎年度，当該年度の予算及び事務又は事業の予定等を勘案して，環境物品

等の調達の推進を図るための方針（以下「環境物品等調達方針」という。）を作成

する。 

２ 前項の方針は，次に掲げる事項について定めるものとする。 

一 特定調達物品等の当該年度における調達の目標 

二 特定調達物品等以外の当該年度に調達を推進する環境物品等及びその調達の

目標 

三 その他環境物品等の調達の推進に関する事項 

３ 学長は，環境物品等調達方針の作成に当たり，関係部課長及び環境管理センター

長の意見を聴取するものとする。 

４ 学長は，環境物品等調達方針を作成したときは，遅滞なく，これを公表する。 

 （部局長の業務） 

第４条 部局長は，環境物品等調達方針に基づき，当該年度における環境物品等の調

達を行うよう，職員を指導するものとする。 

２ 部局長は，教育活動，広報活動等を通じて，環境物品等への需要の転換を促進す

る意義に関して，職員の理解を深めるとともに，環境物品等への需要の転換を図る

活動を促進するため必要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

 （職員の責務） 
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第５条 職員は，物品を購入し，若しくは借り受け，又は役務の提供を受ける場合に

は，部局長の指導に従い，環境物品等への需要の転換を図る活動を促進するための

必要な施策に協力しなければならない。 

 （環境物品等の調達の推進） 

第６条 物品及び役務を調達する者（以下「契約担当者」という。）は，環境物品等

調達方針に基づき，当該年度における物品又は役務（以下「物品等」という。）の

調達を行わなければならない。 

２ 契約担当者は，物品等の調達に当たっては，環境物品等への需要の転換を促進す

るため，予算の適正な使用に留意しつつ，環境物品等を選択するよう努めなければ

ならない。 

 （報告） 

第７条 部局長は，毎年５月１５日までに，前年度の環境物品等の調達の実績を取り

まとめ，環境管理センター長を経由し，学長に報告するものとする。 

 （調達実績の概要の公表等） 

第８条 学長は，毎年５月３１日までに，前年度の環境物品等の調達の実績を取りま

とめ，公表するとともに，文部科学大臣に報告するものとする。 

 （環境管理センター） 

第９条 環境管理センター長は，環境物品等の調達の推進が適切でないと認めると

きは，部局長に対して，環境物品等の調達の推進に関して指導及び助言することが

できる。 

２ 環境管理センターは，環境物品等の調達を推進するために必要な事項を検討し，

その成果の普及に努めなければならない。 

３ 環境管理センターは，部局長の求めに応じて，第４条第２項に定める必要な措置

の企画及び実施に関し協力する。 

４ 環境管理センターは，環境物品等に関して情報を収集し，学内に対して適切な情

報を提供するよう努めるものとする。 

 （雑則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか，環境物品等の調達の推進に関し，必要な事

項は，別に定める。 

 

   附 則 

 この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 
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国立大学法人岡山大学化学物質管理規程 

 

                                              平成２６年３月３１日 

                        岡 大 規 程 第 ８ 号 

改正 平成２８年３月３１日規程第 55 号 

改正 平成３０年３月３０日規程第 23 号 

改正 平成３１年３月２９日規程第 27 号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第３

１号。以下「規則」という。）第１０条の規定に基づき，国立大学法人岡山大学（以

下「法人」という。）における化学物質の管理に関し必要な事項を定めるものとす

る。 

 （定義） 

第２条 この規程において「化学物質」とは，法人における教育研究及びその他諸活

動で用いる元素及び化合物のうち，法令等により規制をうけるものであって，次の

各号に掲げるものをいう。ただし，医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性

の確保等に関する法律（昭和３５年法律第１４５号）に規定する医薬品及び他の規

程等により管理がなされているものを除く。 

一 毒物及び劇物取締法（昭和２５年法律第３０３号。以下「毒劇法」という。）

に定める毒物及び劇物（以下「毒劇物」という。） 

二 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律

（平成１１年法律第８６号。）に定める「第一種指定化学物質」 

三 労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）において「危険物」又は「有害物」

として規制されるもの 

四 消防法（昭和２３年法律第１８６号）に定める「危険物」 

五 高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号）に定める「高圧ガス」 

六 水質汚濁防止法（昭和４５年１２月法律第１３８号）に定める「有害物質」及

び「指定物質」 

七 水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成２７年法律第４２号）に定め

る「水銀等」 

 （部局） 

第２条の２ この規程において「部局」とは，別表のとおりとする。 

 （学長の総括） 

第３条 学長は，法人における化学物質の管理を総括する。 

 （部局長の責務） 

第４条 第２条の２に規定する部局の長（以下「部局長」という。）は，当該部局の
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管理区域における化学物質の管理が適正に実施されるよう管理監督し，年１回，そ

の管理状況について，環境管理センター長を経由して，学長に報告するものとする。 

２ 部局長は，当該部局の管理区域における化学物質の管理状況について，前項の規

定とは別に，学長又は環境管理センター長の求めに応じて，報告しなければならな

い。 

３ 部局長は，当該部局において化学物質を取り扱う者の安全を確保し，化学物質に

よる事故及び化学物質による健康被害を防止するために，必要な措置を講じなけれ

ばならない。 

４ 第１項の化学物質の管理に係る部局の管理区域については，環境管理センター長

が別に定める。 

（環境管理員） 

第５条 部局長は，規則第６条に定める環境管理員に，当該部局における化学物質管

理に関する業務を補佐させる。 

 （管理体制） 

第６条 化学物質を取り扱う部局は，部局長が指定する組織の単位（以下「指定組織

単位」という。）ごとに，化学物質管理責任者を置くものとし，化学物質を使用す

る職員のうちから，１人を選任する。 

２ 各指定組織単位においては，化学物質を取り扱う部屋等の物理的に明確に区分で

きる区域（以下「部屋等」という。）ごとに，化学物質を使用する職員のうちから

化学物質取扱・保管責任者を１人選任する。 

３ 部局長は，部屋等において毒劇物専用の保管庫を設置し，毒劇物を保管する場合

は，当該保管庫の毒劇物を使用する職員のうちから毒劇物取扱責任者を選任する。 

４ 部局長は，化学物質管理責任者の業務を補佐する者として，化学物質を使用する

職員のうちから，化学物質管理責任者の推薦により，指定組織単位ごとに化学物質

管理推進者を１人選任することができる。 

５ 部局長は，前４項の選任又は変更について，その履歴を記録し，かつ，環境管理

センター長を経由し，学長に報告する。また，毎年度当初の選任状況についても，

同様に報告するものとする。 

（化学物質管理責任者等） 

第７条 化学物質管理責任者は，化学物質が適正に管理・使用されるよう，化学物質

取扱・保管責任者及び毒劇物取扱責任者に対し，必要な指揮命令を行うとともに，

化学物質の管理状況等について把握し，その結果を部局長に報告しなければならな

い。 

２ 化学物質管理推進者は，化学物質管理責任者の業務を補佐する。  

（化学物質取扱・保管責任者） 

第８条 化学物質取扱・保管責任者は，部屋等の化学物質が適切に使用されるよう化

学物質の性状及び取扱いに関する情報を入手し，化学物質を使用する者（以下「化
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学物質使用者」という。）に当該情報を周知するとともに，化学物質を適切に管理

・保管しなければならない。 

２ 化学物質取扱・保管責任者は，部屋等に設置した保管庫の鍵を管理し，化学物質

管理システムを用いて，常に化学物質の使用状況及び保管状況を把握するととも

に，使用見込みのない化学物質については，速やかに廃棄処分等の処置を講じなけ

ればならない。 

３ 化学物質取扱・保管責任者は，毒劇物専用の保管庫を設置した場合には，前２項

の規定にかかわらず，当該保管庫に係る管理を，第５条第３項に規定する毒劇物取

扱責任者に委任する。 

 （毒劇物取扱責任者） 

第９条 毒劇物取扱責任者は，化学物質管理責任者及び化学物質取扱・保管責任者の

指示に従い毒劇物の管理・保管を行い，その管理に係る毒劇物を使用する者に対し，

毒劇物の安全な取扱い方法等について教育訓練を行わなければならない。 

（化学物質使用者の責務） 

第１０条 化学物質使用者は，関係法令等を遵守して化学物質を適正に使用するとと

もに，部局長，化学物質管理責任者及び化学物質取扱・保管責任者（毒劇物を使用

する場合にあっては，毒劇物取扱責任者を含む。）の講ずる措置に従わなければな

らない。 

 （事故の際の措置） 

第１１条 化学物質取扱・保管責任者，毒劇物取扱責任者及び化学物質使用者は，そ

の保管若しくは使用に係る化学物質の飛散若しくは漏えい等により保健衛生上の

危害が生じ，又は生ずるおそれがあるときは，直ちに必要な応急措置を講じるとと

もに，化学物質管理責任者に報告しなければならない。 

２ 化学物質取扱・保管責任者，毒劇物取扱責任者及び化学物質使用者は，その保管

若しくは使用に係る化学物質が盗難に遭い，又は紛失したときは，直ちに化学物質

管理責任者に報告しなければならない。 

３ 化学物質管理責任者は，前２項の報告を受けたときは，直ちに部局長に報告しな

ければならない。 

４ 部局長は，前項の報告を受けたときは，その事故の状況及び講じた措置の概要を，

遅滞なく環境管理センター長を経由して学長に報告し，その他必要事項を関係機関

に届け出なければならない。 

 （教育訓練） 

第１２条 部局長は，環境管理センターの指導の下，化学物質管理に関し，当該部局

の職員，学生等に対して，必要な教育訓練を行わなければならない。 

２ 環境管理センターは，法人の化学物質管理に関して教育訓練に協力する。 

（相談窓口） 

第１３条 化学物質管理に関して明確かつ円滑な運用を図るため，環境管理センター
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に相談窓口を置く。 

２ 環境管理センターは，法人における化学物質管理に係る問い合わせに誠意を持っ

て対応し，法人における適切な化学物質管理を支援するよう努めるものとする。 

（監査） 

第１４条 学長は，法人の化学物質の適正管理を推進するために，環境管理センター

長に監査を行わせるものとする。 

（懲戒等） 

第１５条 この規程に違反する行為を行った場合は，就業規則及び学則等に定めると

ころにより，懲戒処分等を行う。 

 （雑則） 

第１６条 この規程に定めるもののほか，化学物質の管理に関し，必要な事項は環境

管理センター長が別に定めることができる。 

 

附 則 

１ この規程は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 前項の規定にかかわらず，第４条第１項の報告は，平成２７年４月１日から適用

することとし，平成２６年度における報告は，国立大学法人岡山大学化学物質管理

規程（平成２１年岡大規程第２号）第１１条により行う。 

３ 第８条第２項の規定の適用については，当分の間，同項中「化学物質管理システ

ム」とあるのは「化学物質の受入れ，使用，廃棄又は譲渡の年月日及び数量の履歴

が把握できる受払簿，電子的記録システム等で，部局長が適当であると認めるもの」

とする。 

   附 則 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

  附 則 

この規程は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

 

 

 

別表（第２条の２関係） 
 

部 局 名 

大学院教育学研究科 

大学院社会文化科学研究科 

大学院自然科学研究科 

大学院医歯薬学総合研究科 
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教育学部 

理学部 

薬学部 

工学部 

環境理工学部 

農学部 

資源植物科学研究所 

惑星物質研究所 

岡山大学病院 

保健管理センター 

環境管理センター 

情報統括センター 

教師教育開発センター 

自然生命科学研究支援センター 

埋蔵文化財調査研究センター 

附属図書館 

研究推進機構 

総務・企画部 

財務部 

学務部 

国際部 

安全衛生部 

施設企画部 
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国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項 

 

平成２６年 ４月 １日 

                         環境管理センター長裁定 

改正 平成２７年 ３月１６日 

平成２８年 ４月 １日 

平成２９年 ３月１６日 

平成３０年 ３月３０日 

平成３１年 ３月２９日 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，国立大学法人岡山大学化学物質管理規程（平成２６年岡大規程

第８号。以下「規程」という。）第１６条の規定に基づき，化学物質の管理に関し，

必要な事項を定めるものとする。 

（部局の管理区域） 

第２条 規程第４条第１項に規定する部局長が化学物質管理を行う管理区域は，別表

１のとおりとする。 

（化学物質の保管） 

第３条 化学物質取扱・保管責任者は，化学物質の盗難などによる事故を未然に防止

するための手段を講じなければならない。また，毒劇物の保管庫は，常に施錠しな

ければならない。 

２  化学物質取扱・保管責任者は，地震等の災害に対する対策のため，化学物質の保

管庫を壁又は床に固定し，容器が転倒又は転落しないように保管庫内に枠を設ける

等の措置を講じるものとする。 

３  化学物質の保管に当たっては，混合又は混融により発熱のおそれのある化学物質

を隣接して保管しない等，その配置について配慮しなければならない。 

４  化学物質取扱・保管責任者は，化学物質の保管に当たっては，化学物質が飛散し，

漏れ，流れ出し，しみ出し，又は地下にしみ込むことを防ぐ必要な措置を講じなけ

ればならない。 

５  化学物質を保管する容器には，飲食物の容器として通常使用される物を使用して

はならない。また，化学物質を使用するために分取する場合における容器について

も，同様とする。 

（毒劇物の取扱い） 

第４条 毒劇物を保管するときは，毒劇物を堅固な構造で施錠機能を有する専用の保

管庫に，毒劇物以外の化学物質と区別し，保管しなければならない。 

２ 化学物質管理責任者は，毒劇物取扱責任者が選任されていない保管庫の毒劇物を

使用させてはならない。 
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３ 毒劇物取扱責任者は，毒劇物の保管庫，容器及び被包に「医薬用外」の文字及び

毒物については赤地に白色をもって「毒物」の文字，劇物については白地に赤色を

もって「劇物」の文字を，外部から明確に識別できるように表示しなければならな

い。 

（化学物質の在庫管理） 

第５条 化学物質取扱・保管責任者（毒劇物の保管庫については毒劇物取扱責任者。

以下同じ。）は，規程附則第３項により読み替えられた規程第８条第２項及び第３

項に基づき受払簿等を用いて常時化学物質の使用状況及び保管状況を把握すると

ともに，１年に１回以上，受払簿等のデータと保管庫内の化学物質の数量を照合し，

化学物質管理責任者の確認を受けなければならない。 

２  化学物質管理責任者は，前項の確認結果について，別表２に定める様式により，

速やかに，部局長に報告しなければならない。 

３  受払簿等の化学物質の使用履歴に関する文書（電子データを含む。）は，当該化

学物質の使用完了又は廃棄の後，５年間保管しなければならない。 

（化学物質の処分等） 

第６条 化学物質取扱・保管責任者は，過去２年間において使用履歴がなく，その後

も使用見込みのない化学物質について，関係法令等に従って，速やかに廃棄等の処

置を講じなければならない。 

２ 化学物質取扱・保管責任者は，化学物質の使用に伴い発生した廃液や空容器等の

廃棄物を処分するときは，関係法令に基づき，かつ生活環境の悪化及び保健衛生上

の危害が生じる恐れがないよう処置しなければならない。 

（報告） 

第７条 化学物質管理責任者は，化学物質の取扱いが不適切であると認めた場合又は

毒劇物の取扱いについて第４条第２項，第３項の規定に違背する行為があると認め

た場合，部局長に報告しなければならない。 

２ 化学物質管理責任者は，第５条第２項の報告の他，管理区域における規程第２条

各号に掲げる化学物質の管理状況等について，それぞれ別表２に定める様式によ

り，毎年度，部局長に報告しなければならない。 

３ 部局長は，毎年５月３１日までに，当該部局の管理区域における前項の管理状況

等及び次の各号に掲げる場合における当該事項について，それぞれ別表２に定める

様式により，環境管理センター長を経由し，学長に報告しなければならない。 

 一 規程第６条第１項に規定する組織を指定，変更又は廃止した場合 

二 化学物質管理責任者を選任又は変更した場合 

三 化学物質管理推進者を選任又は変更した場合 

 四 化学物質取扱・保管責任者を選任又は変更した場合 

 五 毒劇物取扱責任者を選任又は変更した場合 

 六 当該部局に所属する職員が毒劇法第３条の２第１項に定義する特定毒物研究
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者の許可を受けた場合 

４ 学長または環境管理センター長は，部局長及び化学物質管理責任者に対して，そ

の管理区域における規程第２条各号に掲げる化学物質の管理状況等について，前項

に規定するほか，その他必要に応じ，報告を求めることができる。 

５ 環境管理センター長は，前２項の報告を基に法人の各地区の管理状況等を集計

し，学長に報告する。 

６ 学長は，第一種指定化学物質の排出量及び移動量並びに水銀等の貯蔵状況等につ

いて，前２項の報告に基づき，法令の定めるところにより，所管省庁へ報告を行う。 

 （監査） 

第８条 環境管理センター長は，規程第１４条の規定により，前条第３項の報告に基

づき監査を行うほか，必要があると認めるときは随時監査を行うことができる。 

 

附 則 

１ この要項は，平成２６年４月１日から施行する。 

２ 第２条の管理区域は，必要に応じて見直しを行うものとする。 

３ 第５条の規定の適用については，当分の間，同条中「化学物質」とあるのは「毒

劇物」とする。 

   附 則 

この要項は，平成２７年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は，平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

この要項は，平成３１年４月１日から施行する。 

 



保管庫名称 照合年月日 実施者 照合結果 特記事項

（管理番号，
所在場所等を
記載）

平成　年　月　日

○○研究科
○○○○，
○○研究科
○○○○
（当該保管庫
を管理する化
学物質保管・
取扱責任者を
含むこと）

別紙（化学物質管
理システムにおけ
る対象化学物質の
全種類、数量の一
覧表と棚卸表の対
比表を添付し、正
しければ○、差異
があれば×を付
し、その理由につ
いて説明する）

（照合の結果，特
に管理上問題があ
る場合等に記載）

※必要に応じ欄を追加する。

○○研究科（准）教授　　○○○○　　　

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第５条第２項に基づき，本学化学物質管理シ
ステムと保管庫内の化学物質の数量を下記のとおり照合しましたので，報告します。

記

(別紙様式第１号）

平成　　年　　月　　日

化学物質の数量の照合について（報告）

　　部局長　　殿

化学物質管理責任者　　　　　　　　　　　　



保管庫名称 化学物質管理責任者 照合年月日 照合結果

（管理番号，所在
場所等を記載）

○○研究科（准）教授
○○○○

平成　年　月　日 （全て整合していれ
ば異常なし，不整合
点があれば異常あり
とし，詳細について
別紙表形式で記載）

　※必要に応じて欄を追加する。

部局長　　○○○○

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，本学化学物質管
理システムと保管庫内の化学物質の数量を平成　　年度に下記のとおり照合しましたので，
報告します。

記

(別紙様式第１号の２）

平成　　年　　月　　日

化学物質の数量の照合について（報告）

　岡山大学長　　殿
　（環境管理センター長　経由）

部局名　　○○○○



化学物質管理責任者
　○○研究科（准）教授　　○○○○　

　○○ 地区　 ○○○○

大気
への
排出

公共
用水域
への
排出

土壌
への
排出

排出量
合計

廃液と
しての
移動

廃棄物
として
の移動

下水道
への
移動

移動量
合計

13 アセトニトリル
56 エチレンオキシド
80 キシレン
127 クロロホルム
186 ジクロロメタン（別名塩化メチレン）

232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド

300 トルエン
392 ノルマル－ヘキサン
400 ベンゼン
411 ホルムアルデヒド

大気
への
排出

公共
用水域
への
排出

土壌
への
排出

排出量
合計

廃液と
しての
移動

廃棄物
として
の移動

下水道
への
移動

移動量
合計

2 アクリルアミド
59 エチレンジアミン
60 エチレンジアミン四酢酸
85 グルタルアルデヒド
128 クロロメタン（別名塩化メチル）

149 四塩化炭素
150 １，４－ジオキサン
181 ジクロロベンゼン
275 ドデシル硫酸ナトリウム
277 トリエチルアミン
302 ナフタレン
342 ピリジン
349 フェノール
374 ふっ化水素及びその水溶性塩

405 ほう素化合物
以　上　

備考

備　考

集計を行った地区名称及び建物名称

(別紙様式第２号）
平成　　年　　月　　日

第一種指定化学物質の排出量等について（報告）
　　部局長　殿

期首
残高
(kg)

期首に
おける
取扱中
等の量
（kg）

入手量
（kg/年）

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第２項に基づき，平成　年度における第一種指定化学物質の排出量及び移動量等について，下記のとおり報告します。

記

　第1表　必ず把握が必要な物質群

対象
物質
物質
番号

対象物質物質名称
期首
残高
(kg)

期首に
おける
取扱中
等の量
（kg）

入手量
（kg/年）

排出量（kg/年） 移動量（kg/年）
排出･
移動量
合計

（kg/年）

期末に
おける
取扱中
等の量
（kg）

期末
残高

（kg）

　第2表　把握に努める物質群

7　本別紙様式は建物毎に作成を行うこと

移動量（kg/年）
排出･
移動量
合計

（kg/年）

期末に
おける
取扱中
等の量
（kg）

期末
残高

（kg）

備　考

1　期首残高及び期末残高とは，化学物質管理システムに記録された量をいう

排出量（kg/年）

2　入手量とは購入，譲渡及び製造等による量をいう
3　移動量のうち「廃液」とは環境管理センターに搬入した廃棄物をいう
4　移動量のうち「廃棄物」とは「廃液」を除く量をいう
5　期首並びに期末における取扱中等の量とは，期首並びに期末時に使用中，または廃液や廃棄物として移動待ち等の量をいう
6　把握を行っていない物質が存在する場合には，それぞれ「未把握」を備考欄に記載のこと

対象
物質
物質
番号

対象物質物質名称



　（環境管理センター長　経由）

集計を行った地区名称 　○○ 　地区　

大気
への
排出

公共
用水域
への
排出

土壌
への
排出

排出量
合計

廃液と
しての
移動

廃棄物
として
の移動

下水道
への
移動

移動量
合計

13 アセトニトリル
56 エチレンオキシド
80 キシレン
127 クロロホルム
186 ジクロロメタン（別名塩化メチレン）

232 Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド

300 トルエン
392 ノルマル－ヘキサン
400 ベンゼン
411 ホルムアルデヒド

大気
への
排出

公共
用水域
への
排出

土壌
への
排出

排出量
合計

廃液と
しての
移動

廃棄物
として
の移動

下水道
への
移動

移動量
合計

2 アクリルアミド
59 エチレンジアミン
60 エチレンジアミン四酢酸
85 グルタルアルデヒド
128 クロロメタン（別名塩化メチル）

149 四塩化炭素
150 １，４－ジオキサン
181 ジクロロベンゼン
275 ドデシル硫酸ナトリウム
277 トリエチルアミン
302 ナフタレン
342 ピリジン
349 フェノール
374 ふっ化水素及びその水溶性塩

405 ほう素化合物
以　上　

備考

7　本別紙様式は地区毎に作成を行うこと
6　把握を行っていない物質が存在する場合には，それぞれ「未把握」を備考欄に記載のこと

対象
物質
物質
番号

対象物質物質名称
期首
残高
(kg)

1　期首残高及び期末残高とは，化学物質管理システムに記録された量をいう
2　入手量とは購入，譲渡及び製造等による量をいう
3　移動量のうち「廃液」とは環境管理センターに搬入した廃棄物をいう
4　移動量のうち「廃棄物」とは「廃液」を除く量をいう
5　期首並びに期末における取扱中等の量とは，期首並びに期末時に使用中，または廃液や廃棄物として移動待ち等の量をいう

入手量
（kg/年）

排出量（kg/年）

　第2表　把握に努める物質群

移動量（kg/年）
排出･
移動量
合計

（kg/年）

期末に
おける
取扱中
等の量
（kg）

期末
残高

（kg）

備　考

期首に
おける
取扱中
等の量
（kg）

部局長　　○○○○　　　　　　　　　　

(別紙様式第２号の2）
平成　　年　　月　　日

第一種指定化学物質の排出量等について（報告）
　岡山大学長　　殿

部局名　　○○○○　　　　　　　　　　

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，平成　年度における第一種指定化学物質の排出量及び移動量について，下記のとおり報告します。

記

　第1表　必ず把握が必要な物質群

対象
物質
物質
番号

対象物質物質名称

期末に
おける
取扱中
等の量
（kg）

期末
残高

（kg）

備　考
期首
残高
(kg)

入手量
（kg/年）

排出量（kg/年） 移動量（kg/年）
排出･
移動量
合計

（kg/年）

期首に
おける
取扱中
等の量
（kg）



（別紙様式第３号）

部局長　殿

化学物質管理責任者
　　　　○○研究科（准）教授　　○○○○　　　

確認区域 ○箇所中の○
建物名称 ○○○○
部屋等名称 ○○○○
化学物質取扱・保管責任者 ○○研究科（准）教授　　○○○○　

第１表　部屋等における特定化学物質障害予防規則に関する化学物質の使用等状況

作業環
境測定
実施の
有無

特殊健
康診断
実施の
有無

<第一類特定化学物質> 
101
102
103
104
105
106
107

<第二類特定化学物質> 
201
202
203
204
205
206
207
208
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226
227
228
229
230
231
232
233
234
235
236
237
238
239
240
241
242
243
244
245
246
247
248
249
250
251
252
253
254
255
256
257
258
259

平成　　年　　月　　日

労働安全衛生法に関する物質の使用状況等について（報告）

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第２項に基づき，前年度使用状況等について，下記のとおり確
認しましたので報告します。

記

使用量

ジクロルベンジジン及びその塩 
アルファナフチルアミン及びその塩
塩素化ビフェニル（PCB）
オルト-トリジン及びその塩 
ジアニシジン及びその塩
ベリリウム及びその化合物 
ベンゾトリクロリド  

アクリルアミド
アクリロニトリル
アルキル水銀化合物 
インジウム化合物
エチルベンゼン
エチレンイミン
エチレンオキシド
塩化ビニル
塩素 
オーラミン
オルト-トルイジン
オルト-フタロジニトリル
カドミウム及びその化合物
クロム酸及びその塩
クロロホルム
クロロメチルメチルエーテル
五酸化バナジウム
コバルト及びその無機化合物
コールタール
酸化プロピレン
三酸化二アンチモン
シアン化カリウム
シアン化水素
シアン化ナトリウム 
四塩化炭素
1,4-ジオキサン
1,2-ジクロロエタン
3,3'-ジクロロ-4,4'-ジアミノジフェニルメタン
1,2-ジクロロプロパン
ジクロロメタン
ジメチル-2,2-ジクロロビニルホスフェイト（DDVP）
1,1-ジメチルヒドラジン
臭化メチル
重クロム酸及びその塩
水銀及び無機化合物
スチレン
1,1,2,2-テトラクロロエタン
テトラクロロエチレン
トリクロロエチレン
トリレンジイソシアネート
ナフタレン
ニツケル化合物（粉状の物に限る。）
ニツケルカルボニル
ニトログリコール
パラ-ジメチルアミノアゾベンゼン
パラ-ニトロクロルベンゼン
砒素及びその化合物（アルシン及び砒化ガリウムを除く。）
フッ化水素 
ベータ-プロピオラクトン 
ベンゼン 
ペンタクロロフェノール及びナトリウム塩 
ホルムアルデヒド 
マゼンタ 
マンガン及びその化合物（塩基性マンガンを除く。）
メチルイソブチルケトン
沃化メチル
リフラクトリーセラミックファイバー
硫化水素
硫酸ジメチル  



第２表　部屋等における有機溶剤中毒予防規則に関する化学物質の使用等状況

作業環
境測定
実施の
有無

特殊健
康診断
実施の
有無

<第一種有機溶剤>
1101
1102
<第二種有機溶剤> 
1201
1202
1203
1204
1205
1206
1207
1208
1209
1210
1211
1212
1213
1214
1215
1216
1217
1218
1219
1220
1221
1222
1223
1224
1225
1226
1227
1228
1229
1230
1231
1232
1233
1234
1235
<第三種有機溶剤> 
1301
1302
1303
1304
1305
1306
1307

第３表　部屋等の化学物質使用者（責任者を含む）の使用状況

整理
番号

職　名 氏　名

特殊健
康診断
受診の
有無

1
2
3
4
5
6
7
8
9

※欄が不足する場合は追加

備考 1　本別紙様式は部屋等毎に作成すること
2　使用量は数量及び単位を記載すること
3　第３表において化学物質使用者が学生の場合については職名欄に学年を記載
4　第３表において使用物質は第１表及び第２表の左欄に掲げる番号を記載

使用量

1,2-ジクロルエチレン (二塩化アセチレン)
二硫化炭素  

アセトン
イソブチルアルコール 
イソプロピルアルコール (2-プロパノール)
イソペンチルアルコール（イソアミルアルコール）　
エチルエーテル
エチレングリコールモノエチルエーテル（セロソルブ）
エチレングリコールモノエチルエーテルアセテート（セロソルブアセテート） 
エチレングリコールモノ－ノルマル－ブチルエーテル（ブチルセロソルブ） 
エチレングリコールモノメチルエーテル（メチルセロソルブ） 
オルト－ジクロルベンゼン 
キシレン
クレゾール 
クロルベンゼン 
酢酸イソブチル
酢酸イソプロピル 
酢酸イソペンチル (酢酸イソアミル)
酢酸エチル 
酢酸ノルマル－ブチル
酢酸ノルマル－プロピル 
酢酸ノルマル－ペンチル (酢酸ノルマル－アミル) 
酢酸メチル
シクロヘキサノール
シクロヘキサノン 
N,N-ジメチルホルムアミド
テトラヒドロフラン
1,1,1-トリクロルエタン
トルエン
ノルマルヘキサン 
1-ブタノール 
2-ブタノール 
メタノール
メチルエチルケトン 
メチルシクロヘキサノール
メチルシクロヘキサノン 
メチル－ノルマル－ブチルケトン 

ガソリン 
コールタールナフサ
石油エーテル
石油ナフサ
石油ベンジン
テレビン油
ミネラルスピリット  

使　用　物　質



平成　　年　　月　　日

　岡山大学長　　殿
　（環境管理センター長　経由）

部局名　　○○○○　　　
部局長　　○○○○　　　

建物名称 使用を認めた部屋等名称
使用され
た物質数

作業環
境測定
実施の
有無

特殊健
康診断
受診の
人数

（人）

備　考

※　欄が不足する場合は追加

(別紙様式第３号の２）

労働安全衛生法に関する物質の使用状況等について（報告）

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，下記のとおり前年度
における労働安全衛生法に関する物質の使用状況等について確認しましたので報告します。

記



　

　○○研究科（准）教授　　○○○○　

○箇所中の○
確認区域 　　建物名称 ○○○○ 化学物質取扱・保管責任者 危険物保安監督者

　　部屋等名称 ○○○○ 　○○研究科（准）教授　　○○○○ 　○○研究科（准）教授　　○○○○　

類
 指定数
量単位

単位 保有する主な物質名
試薬の保

有量
試薬以外の

保有量
保有合計

量
指定数量 備　考

第1類 酸化性固体
第一種酸化性固体 50     kg -    -   
第二種酸化性固体 300    kg -    -   
第三種酸化性固体 1,000  kg -    -   

第2類 可燃性固体
硫化リン 100    kg ← -    -   
赤リン 100    kg ← -    -   
硫黄 100    kg ← -    -   
第一種可燃性固体 100    kg -    -   
鉄粉 500    kg ← -    -   
第二種可燃性固体 500    kg -    -   
引火性固体 1,000  kg -    -   

第3類 自然発火物質・禁水性物質
カリウム 10     kg ← -    -   
ナトリウム 10     kg ← -    -   
アルキルアルミニウム 10     kg -    -   
アルキルリチウム 10     kg -    -   
第一種自然発火性物質及び禁水性物質 10     kg -    -   
黄リン 20     kg ← -    -   
第二種自然発火性物質及び禁水性物質 50     kg -    -   
第三種自然発火性物質及び禁水性物質 300    kg -    -   

第4類 引火性液体
特殊引火物 50     リットル -    -   
第一石油類

非水溶性液体 200    リットル -    -   
水溶性液体 400    リットル -    -   

アルコール類 400    リットル -    -   
第二石油類

非水溶性液体 1,000  リットル -    -   
水溶性液体 2,000  リットル -    -   

第三石油類
非水溶性液体 2,000  リットル -    -   
水溶性液体 4,000  リットル -    -   

第四石油類 6,000  リットル -    -   
動植物油類 10,000 リットル -    -   

第5類 自己反応物質
第一種自己反応性物質 10     kg -    -   
第二種自己反応性物質 100    kg -    -   

第6類 酸化性液体 300    kg -    -   
-   

備考 1　本別紙様式は部屋毎に作成すること
2　危険物保安監督者は届出を行っている場合に限り記載すること

化学物質管理責任者

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第２項に基づき，前年度末における危険物保有状況等について，下記のとおり確認しましたので報告します。

記

名　　　　　　称

（別紙様式第４号）
平成　　年　　月　　日

危険物の保有量等について（報告）

部局長　殿



第1類 第2類 第3類 第4類 第5類 第6類

備考　1　欄が不足する場合は追加のこと
　　　2　危険物保安監督者は届出されている場合のみ記載のこと
　　　3　保管する危険物の類別欄は，保管する危険物に該当する類の欄に○を記載のこと

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，前年度末における危険物の保有量等について確認しま
したので報告します。

(別紙様式第４号の２）

備　　考

記

部屋等にお
ける指定数
量の合計

平成　　年　　月　　日

保管する危険物の類別

建物名称
部屋等
名称

化学物質管理
責任者氏名

危険物保安
監督者

部局名　　○○○○　　　
部局長　　○○○○　　　

危険物の保有量等について（報告）

　岡山大学長　　殿
　（環境管理センター長　経由）



平成　　年　　月　　日

化学物質管理責任者
　○○研究科（准）教授　　○○○○　

○箇所中の○
建物名称
部屋等名称
化学物質取扱・保管責任者

　○○研究科（准）教授　　○○○○　

整理
番号

ガス種類 容量 購入年月
前年度使用

の有無
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

※欄が不足する場合は追加

備考 1　本様式は部屋等毎に作成すること
2　高圧ガスボンベ1本毎に一行記載
3　特殊材料ガスを保有する場合は備考欄に詳細を記載
4　備考欄には他との関連（固定方法，接続機器など）について記載

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第２項に基づき，前年度末における高
圧ガスボンベ保有状況等について，下記のとおり確認しましたので報告します。

○○○○
○○○○

記

（別紙様式第５号）

高圧ガスボンベ保有状況等について（報告）
部局長　殿

確認区域

備　考



　岡山大学長　　殿
　（環境管理センター長　経由）

建物名称 ガス名称 保有部屋等数
ボンベ保有
本数（本）

※　欄が不足する場合は追加

(別紙様式第５号の２）
平成　　年　　月　　日

部局名　　○○○○　　　
部局長　　○○○○　　　

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，前年度末における高
圧ガスボンベの保有状況等について，下記のとおり確認しましたので報告します。

高圧ガスボンベ保有状況等について（報告）

記

備　考



化学物質管理責任者
　　○○研究科（准）教授　　○○○○　

確認区域 ○箇所中の○
建物名称 ○○○○
部屋等名称 ○○○○
化学物質取扱・保管責任者（確認者） ○○研究科（准）教授　　○○○○　

第１表 　部屋等における有害物質の保有状況
物質名称 保管 使用 物質名称 保管 使用

1 カドミウム及びその化合物 16 シス-1,2-ジクロロエチレン

2 シアン化合物 17 1,1,1-トリクロロエタン 

3 有機燐化合物（パラチオン、メチル パラチオン、メチルジメトン及び EPNに限る。） 18 1,1,2-トリクロロエタン

4 鉛及びその化合物 19 1,3-ジクロロプロペン

5 六価クロム化合物 20 チウラム
6 砒素及びその化合物 21 シマジン
7 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 22 チオベンカルブ
8 アルキル水銀化合物 23 ベンゼン
9 ポリ塩化ビフェニル 24 セレン及びその化合物

10 トリクロロエチレン 25 ほう素及びその化合物

11 テトラクロロエチレン 26 ふっ素及びその化合物

12 ジクロロメタン 27 アンモニア、アンモニウム化合物亜硝酸化合物及び硝酸化合物

13 四塩化炭素 28 1,4-ジオキサン 
14 1,2-ジクロロエタン 29 トランス-1,2-ジクロロエチレン

15 1,1-ジクロロエチレン 30 塩化ビニルモノマー
※ 該当する項目に○を付すること

第２表 　流し等の目視点検結果

点検年
月日

使用の
有無

ひび割
れ等の
有無

漏洩
の有
無

周囲の床面で問題
のある事項の有無

1
2
3
4
5
6
※ 欄が不足する場合は追加

備考 1　本別紙様式は部屋毎に作成すること
2　流しの位置が判別可能な図面を添付すること
3　流しの区分について，実験洗浄系・生活系・不明を選択
4　点検項目について，点検の結果，良好の場合は○，不良の場合は×を記載すること

（別紙様式第６号）

点検項目

記

平成　　年　　月　　日

部局長　殿

有害物質の保有状況並びに部屋等における流し等の点検結果について（報告）

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第２項に基づき，前年度の有害物質の保
有状況並びに部屋等における流し等の点検等について，下記のとおり報告します。

備考（補修等
の措置）

整理
番号

流しの区分



　岡山大学長　　殿
　（環境管理センター長　経由）

第１表
物質名称 保管 使用 物質名称 保管 使用

1 カドミウム及びその化合物 16 シス-1,2-ジクロロエチレン

2 シアン化合物 17 1,1,1-トリクロロエタン 

3 有機燐化合物（パラチオン、メチル パラチオン、メチルジメトン及び EPNに限る。） 18 1,1,2-トリクロロエタン

4 鉛及びその化合物 19 1,3-ジクロロプロペン
5 六価クロム化合物 20 チウラム
6 砒素及びその化合物 21 シマジン
7 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 22 チオベンカルブ
8 アルキル水銀化合物 23 ベンゼン
9 ポリ塩化ビフェニル 24 セレン及びその化合物
10 トリクロロエチレン 25 ほう素及びその化合物
11 テトラクロロエチレン 26 ふっ素及びその化合物
12 ジクロロメタン 27 アンモニア、アンモニウム化合物亜硝酸化合物及び硝酸化合物

13 四塩化炭素 28 1,4-ジオキサン 
14 1,2-ジクロロエタン 29 トランス-1,2-ジクロロエチレン

15 1,1-ジクロロエチレン 30 塩化ビニルモノマー
※ 該当する項目に○を付すること

第２表
点検を
行った
流しの

数

※ 欄が不足する場合は追加

（別紙様式第６号の２）

部屋等名称

部局名　　○○○○　　　

平成　　年　　月　　日

有害物質の保有状況並びに部屋等における流し等の点検結果について（報告）

部局長　　○○○○　　　

支障の有無と対応等

　部局における有害物質の保有状況

　流し等の目視点検結果

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，有害物質の保有状況並びに
部屋等における流しの点検等について報告します。

建物名称



（別紙様式第７号）
平成　　年　　月　　日

　　部局長　殿

地区名称： 建物名称： ○箇所中の○

　第１表　貯蔵等の量・期間

水銀等の名称

(a)
期首残高
（kg）

(b)
製造した
量(kg)

(c)
引渡しを
受けた量
（kg）

(d)
使用した
量（kg）

(e)
引き渡し

た量
（kg）

(f)
廃棄物と
なった量
（kg）

(g)
期末残高
（kg）

(h)
期中保管
最大量
（kg）

(i)
期中最大貯蔵
量の開始日

(j)
期中最大貯蔵
量の終了日

（k）
備　考

水銀（アマルガム等含む） □貯蔵等なし

塩化第一水銀 □貯蔵等なし

酸化第二水銀 □貯蔵等なし

硫酸第二水銀 □貯蔵等なし

硝酸第二水銀（水和物含む） □貯蔵等なし

硫化水銀 □貯蔵等なし

辰砂 □貯蔵等なし

　第２表　貯蔵等の詳細

※欄が不足する場合は追加　
以上

(s)
水銀等の名称

取扱いの目的等 引渡しの相手 (x)
備　考(t)取扱いの理由 (u)取扱いの目的  (v)相手先の名称  (w)相手先の住所等

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，平成　　年度における水銀等の貯蔵状況等について，下記のとおり報告します。

記

　報告対象となる地区名称及び建物名称

水銀等の貯蔵状況等について（報告）

指 定 組 織 単 位 名 称
化学物質管理責任者氏名



備考

2　 (a)，(g)及び(h)欄における量は，化学物質管理システムに記録された量をいう

5　 (f)欄は，(a)及び（b）欄に計上されたものを（d）及び（e）欄に該当せずに，そのまま廃棄した場合の量をいう

13　(w)欄は，相手先が，個人の場合は当該個人の住所，法人の場合は事業所の名称及び所在地を記載すること
14　本別紙様式は建物毎に作成を行うこと

8　 (c)，(d)，(e)及び(g)欄において，該当する量が存在する場合には，第２表について記載すること
　  なお，取扱いの目的等及び引渡しの相手が複数ある場合は，行を改めそれぞれ記載すること。このとき，量の内訳について(x)欄に記載すること
9　 (s)欄は，第１表における「水銀等の名称」を記載すること
10　(t)欄は，(c)，(d)，(e)及び(g)欄のいずれに相当するかを記載すること
11　(u)欄は，目的の概略（用途等）について記載すること
12　(v)欄は，相手先が，個人の場合は当該個人の氏名，法人の場合は当該法人の名称及び代表者の氏名を記載すること

　  ただし，辰砂については，硫化水銀の含有量を問わず，量を記載すること

3　 (c)欄は，購入及び他者から譲り受けた量をいう
4　 (e)欄は，売却及び他者へ譲り渡した量をいう

6　 (a)から(g)欄において，該当する量が存在しない場合には，(k)欄の「□貯蔵等なし」を「■貯蔵等なし」とすること
7　 第１表における量に関し，(g)=(a)+(b)+(c)-(d)-(e)-(f)とならない場合は，(k)欄に理由を記載すること

1　 (a)から(g)欄は，水銀及び水銀化合物，またはそれらの混合物（水銀及び水銀化合物の含有量が全重量の95%以上であるもの）の重量を記載すること



第１表　水銀等を貯蔵等した指定組織単位一覧

指定番号 指定組織単位名称 化学物質管理責任者氏名 備　考

※欄が不足する場合は追加　

備考
1 第１表の指定組織単位毎の保有状況等の詳細について，それぞれ該当する別紙様式
　第７号を添付すること

2 指定番号欄には，部局における指定組織単位毎の指定番号を記載すること

部局名　　○○○○　　　
部局長　　○○○○　　　

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第２項に基づき，平成　　年度にお
ける水銀等の貯蔵状況等について，下記のとおり報告します。

記

（別紙様式第７号の２）

平成　　年　　月　　日

水銀等の貯蔵状況等について（報告）

　岡山大学長　　殿
　（環境管理センター長　経由）



（別紙様式第８号）

第１表　指定組織単位一覧

指定番号
状況
（1）

名　　称
状況
（2）

氏　名
状況
（3）

氏　名
状況
（4）

※欄が不足する場合は追加　

第２表　特定毒物研究者の許可取得状況
備　考

1
2

※欄が不足する場合は追加　
以上

備考

平成　　年　　月　　日

部局における組織の指定状況等について（報告）
　岡山大学長　　殿
　（環境管理センター長　経由）

部局名　　○○○○　　　
部局長　　○○○○　　　

　国立大学法人岡山大学化学物質管理規程実施要項第７条第３項に基づき，平成　　年　　月現在の組織の
指定状況等について，下記のとおり報告します。

記

指定組織単位 化学物質管理責任者 化学物質管理推進者
備　考

特定毒物研究者氏名 許可年月日 許可番号

1　本様式により毎年４月１日時点での指定状況等を定期報告するほか，第１表の記載事項に変更があっ
   た都度，変更箇所について報告すること

2　第１表の指定組織単位の詳細は，指定組織単位毎に本様式別紙に作成し，本紙と共に提出すること

8　部局において特定毒物研究者が不在の場合，第２表の特定毒物研究者氏名欄の1行目に「該当なし」と
   記載すること

9　管理する部屋等及び毒劇物保管庫の設置位置が把握可能な図面を別途添付すること

3　指定番号欄には，指定組織単位毎にそれぞれ固有の番号を記載し，識別可能とすること。なお，一度
   指定した番号の変更及び再利用は行わないこと

4　状況（1）欄には，指定組織単位について，前回定期報告からの継続・新規・廃止の別を記載すること

5　状況（2）欄には，指定組織単位名称について，前回定期報告からの継続・変更の別を記載すること

6　状況（3）欄には，化学物質管理責任者について，前回定期報告からの継続・変更の別を記載すること

7　状況（4）欄には，化学物質管理推進者について，前回定期報告からの継続・新規・変更・未選任の別
   を記載すること



（別紙様式第８号　別紙）

第１表　指定組織単位名称等 状況（1）
指定番号 状況（2） 備　考

第２表　化学物質管理責任者
所　　属 職　名 氏　　名 状況（3） 備  考

第３表　化学物質管理推進者
所　　属 職　名 氏　　名 状況（4） 備  考

第４表　化学物質取扱・保管責任者
所　　属 職　名 氏　　名

※欄が不足する場合は追加

第５表　毒劇物取扱責任者
所　　属 職　名 氏　　名

※欄が不足する場合は追加
※毒劇物保管庫の設置位置が把握可能な図面を別途添付すること

第６表　化学物質使用者
所　　属 職　名 氏　　名

※欄が不足する場合は追加　

第７表　管理する部屋等

建物名称 階 部屋等名称
化学物質取

扱・保管責任
者氏名

毒劇保管庫設置数

※欄が不足する場合は追加

備考

2　状況（1）欄には，指定組織単位について，前回定期報告からの継続・新規・廃止の別を記
　 載すること

平成　年　月　日

指定組織単位名称

管理する部屋等の名称等

管理する毒劇物保管庫の管理番号等

備　　考

1　第１表から第３表に関する内容は別紙様式第８号の記載内容と合致させること

3　状況（2）欄には，指定組織単位名称について，前回定期報告からの継続・変更の別を記載
   すること
4　状況（3）欄には，化学物質管理責任者について，前回定期報告からの継続・変更の別を記
   載すること
5　状況（4）欄には，化学物質管理推進者について，前回定期報告からの継続・新規・変更・
   未選任の別を記載すること
6　職名欄について，学生の場合は学年を記載すること
7　第６表において，第２表から第５表に示す責任者は記載不要



部局長 地区名 棟番号 部局の管理区域
111 教育学部本館
158 教育学部東棟
167 教育学部北音楽棟
168 教育学部焼成窯室
170 教育学部体育棟
341 教育学部講義棟
342 教育学部南音楽棟
358 教育学部動物室
30 文学部考古学資料室

159 文法経１号館
160 文法経ボイラー室
163 文法経講義棟
322 文学部動物舎
351 文法経２号館
352 文法経講義棟
353 文法経ポンプ室
354 倉庫
363 文学部動物実験施設
385 文化科学系総合研究棟
366 自然科学研究科棟
387 自然科学系総合研究棟

1 門衛所
4 鹿田会館・講堂（旧生化学棟）
5 医学資料棟（旧栄養学棟）
8 基礎医学棟

10 校友会クラブ棟
11 校友会クラブ棟
12 校友会クラブ棟
38 学生ＢＯＸ
39 弓道場
92 プール脱衣室

109 記念会館
110 体育館及武道場
115 旧ＲＩ研究センター
117 基礎医学講義実習棟
119 臨床研究棟
125 臨床講義棟
127 歯学部棟・外来診療棟（医科・歯科）
131 標本保存庫
135 保健学科棟
136 管理棟
142 基礎研究棟
145 総合教育研究棟
149 地域医療人育成センターおかやま（MUSCAT CUBE）

150 Junko Fukutake Hall
151 医歯薬融合型教育研究棟

6 中学校校舎
14 中学校校舎
27 附属幼稚園
32 附属中学校校舎
35 附小屋外運動場附属施設
36 附属幼稚園保健室
37 小学校校舎
38 売店
39 附小体育館
40 附中体育館
41 附中プール機械室

平井 1 小・中学部校舎棟

大学院医歯薬学総合研究科長 鹿田

大学院教育学研究科長 津島

大学院社会文化科学研究科長 津島

大学院自然科学研究科長 津島

別表１

教育学部長
東山１

19



部局長 地区名 棟番号 部局の管理区域

別表１

2 給食棟
3 車庫
4 高等部校舎棟
5 作業棟
6 プール脱衣室
7 農具庫
8 体育館
9 日常生活訓練施設

76 理学部薬品庫
82 理学部本館

340 理学部２号館
343 理学部ポンプ室
346 ガラス室及栽培室
383 コラボレーション・センター

1 臨海実験所研究棟及宿泊施設
4 車庫及危険物倉庫
5 臨海実験所飼育棟
6 飼育棟機械室

227 薬学部１号館
228 薬学部危険物貯蔵庫
238 薬学部終夜実験室
252 薬用植物園管理舎
255 薬用植物園温室
405 薬学部２号館
83 工学部１号館
84 工学部ポンプ室
87 工学部１１号館
91 工学部８号館
92 工学部７号館

120 旧工学部１５号館
121 工学部１６号館
157 工学部９号館
161 工学部１７号館
162 工学部３号館
165 危険物屋内貯蔵庫
166 工学部１０号館
331 工学部１８号館
334 工学部２号館
335 工学部５号館
348 工学部１９号館
361 工学部１２号館
367 工学部４号館
368 工学部６号館西
374 工学部６号館東

工学部２０号館
336 工学部１３号館
355 工学部１４号館
382 環境理工学部棟
384 危険物保管庫
217 農学部Ⅰ号館
224 農学部Ⅱ号館
225 農学部電気室
229 農学部環境制御装置室
233 装置化システム農場
234 農学部危険物倉庫
242 農学部ガラス室
243 農学部ガラス室
244 農学部ガラス室

薬学部長 津島

工学部長 津島

環境理工学部長 津島

津島農学部長

理学部長

津島

牛窓

教育学部長 平井

20



部局長 地区名 棟番号 部局の管理区域

別表１

249 農学部Ⅲ号館
250 農業工学実験棟
254 農学部Ⅳ号館
265 器具庫
266 農場施設棟
375 ガラス室
376 ガラス室
377 ガラス室

1 倉庫
4 倉庫
5 収納庫
6 農器具庫
7 学生実習講義棟
1 農機具庫
2 和牛繁殖牛舎
3 収納舎
4 堆肥舎
5 燃料庫
6 管理棟及学生宿舎
7 和牛肥育牛舎
6 研究棟１号館

11 農場舎
13 危険物薬品庫
26 研究棟２号館
27 ＲＩ施設・研究棟４号館
28 講義棟
36 研究棟５号館
38 野生植物庫
39 隔離温室
40 車庫
41 ＲＩ有機廃液焼却室
42 研究棟３号館
44 温室準備室Ａ
45 温室準備室Ｂ
46 温室１
47 温室２
48 温室３
49 温室４
50 温室５
51 温室６
52 植物育成試験室１
53 植物育成試験室２
55 植物科学研究棟
6 石工室

14 洗濯場
16 剖検室・霊安室
26 資料庫
31 第１研究棟（旧本館）
32 高圧実験棟Ⅱ（旧高圧ガス棟）
33 第３研究棟
34 第３研究棟
35 車庫
40 高圧実験棟Ⅰ（旧超高圧実験室）
41 第３研究棟
42 三朝宿泊所
44 機械棟
45 高圧実験棟Ⅲ（旧年代測定機器棟）
46 第２研究棟

八浜

津高

津島

農学部長

資源植物科学研究所長 倉敷

惑星物質研究所長 三朝
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部局長 地区名 棟番号 部局の管理区域

別表１

62 ボイラー室
112 中央診療棟
114 機械棟
116 特高受変電施設
122 機械棟
123 焼却炉棟
128 放射線治療室
132 ＭＲＩ断層撮影装置室
133 岡山大学病院外来診療棟（医科）
134 守衛所
143 入院棟
144 エネルギーセンター
148 総合診療棟

保健管理センター長 津島 223 保健管理センター
259 東団地水質測定室
333 特殊排水処理施設
338 有機廃液処理施設
344 スラッジ保管庫
345 危険物貯蔵庫
349 環境管理施設分析室
356 環境管理制御分析室
357 北団地水質測定室
359 環境管理施設廃液置場
400 有機廃液保管庫
323 情報統括センター
350 情報統括センター

教師教育開発センター長 東山１ 34 教師教育開発センター東山ブランチ
324 光・放射線情報解析部門津島施設
362 放射性有機廃液焼却室
371 ＲＩ有機廃液貯蔵室
373 ゲノム・プロテオーム解析部門
378 動物資源部門津島南施設
113 動物資源部門鹿田施設
139 光・放射線情報解析部門鹿田施設
141 焼却研究棟
364 埋蔵文化財調査研究センター管理棟
365 埋蔵文化財調査研究センター整理保管棟
372 埋蔵文化財調査研究センター木器処理室
65 中央図書館

169 中央図書館機械室
鹿田 104 附属図書館鹿田分館

7 図書館書庫
34 図書館書庫
43 附属図書館資源植物科学研究所分館（史料館）

360 旧工学部２１号館
379 新技術研究センター

芳賀 1 産学官融合センター
1 門衛所
2 便所
3 学童保育室

209 情報展示室
213 事務局車庫
214 旧事務局庁舎
404 グッドジョブ支援センター
410 Junko Fukutake Terrace
261 津島宿泊所
388 創立五十周年記念館

吉備津 1 吉備文化共同利用施設

岡山大学病院長 鹿田

津島

鹿田

埋蔵文化財調査研究センター長 津島

環境管理センター長 津島

情報統括センター長 津島

附属図書館長

津島

倉敷

研究推進機構長
津島

自然生命科学研究支援センター長

総務・企画部長 津島

財務部長
津島
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部局長 地区名 棟番号 部局の管理区域

別表１

4 物置
5 作業室
7 本島農場学生宿舎
8 倉庫

138 倉庫
149 馬房及自動車部ＢＯＸ
150 馬術部ＢＯＸ
151 弓道射場
203 課外活動倉庫
204 一般教育本館
207 大学会館
208 清水記念体育館
232 プール脱衣室
237 体育管理施設
239 一般教育Ｄ棟
245 第二体育館
247 体育器具庫
248 体育器具庫
253 校友会文化系クラブ棟
258 武道館
263 一般教育Ｅ棟
264 第二武道館
339 ボクシング部ＢＯＸ
369 体育管理施設
370 合宿所
380 北福利施設（マスカットユニオン）
381 南福利施設（ピーチユニオン）
401 東福利施設（ピオーネユニオン）
402 南福利施設別棟
406 校友会体育系クラブ棟Ａ棟
407 校友会体育系クラブ棟Ｂ棟
408 校友会体育系クラブ棟Ｃ棟
409 校友会トレーニング棟

牛窓 7 課外活動研修所
沖元 1 ボート艇庫

国際部長 津島 403 国際交流会館
安全衛生部長 津島 386 本部棟
施設企画部長 津島 251 特別高圧受変電室

学務部長
津島

財務部長 本島
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別表２（第５条第２項，第７条第２項及び第３項関係）

化学物質管理責任者
が，部局長に報告す
る際に使用する様式

化学物質管理責任者の
報告時期

部局長が，環境管理セン
ター長を経由して，学長
に報告する際に使用する
様式

1
受払簿等のデータと保管庫内の化学物質の数量の
照合

第５条第１項 別紙様式第１号
年１回以上

（照合の都度）
別紙様式第１号の２

2
毒物及び劇物取締法（昭和２５年法律第３０３
号）に定める毒物及び劇物

3
特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理
の改善の促進に関する法律（平成１１年法律第８
６号）に定める「第一種指定化学物質」

別紙様式第２号
年１回

（部局長の指示によ
る）

別紙様式第２号の２

4
労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）にお
いて「危険物」又は「有害物」として規制される
もの

別紙様式第３号
年１回

（部局長の指示によ
る）

別紙様式第３号の２

5
消防法（昭和２３年法律第１８６号）に定める
「危険物」

別紙様式第４号
年１回

（部局長の指示によ
る）

別紙様式第４号の２

6
高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号）に
定める「高圧ガス」

別紙様式第５号
年１回

（部局長の指示によ
る）

別紙様式第５号の２

7
水質汚濁防止法（昭和４５年１２月法律第１３８
号）に定める「有害物質」及び「指定物質」

別紙様式第６号
年１回

（部局長の指示によ
る）

別紙様式第６号の２

8
水銀による環境の汚染の防止に関する法律（平成
２７年法律第４２号）に定める「水銀等」

別紙様式第７号
年１回

（部局長の指示によ
る）

別紙様式第７号の２
及び

該当する別紙様式第７号

9 指定組織単位の状況
第７条第３項各号
（規程第６条第５

項）

別紙様式第８号
及び本様式別紙

※「規程」とは，国立大学法人岡山大学化学物質管理規程をいう。

報告内容

第７条第２項
（規程第２条第１項

各号）



国立大学法人岡山大学環境マネジメント委員会内規

平成１９年５月８日

学 長 裁 定
平成２０年 ４月 １日改正

平成２１年 ３月２７日改正

平成２２年 １月２８日改正

平成２３年 ４月 １日改正

平成２４年 ４月 １日改正

平成２６年 ４月 １日改正

平成２８年 ４月 １日改正

平成２９年 ４月１９日改正

平成３０年 ４月 １日改正

平成３１年 ４月 １日改正

（趣旨）

第１条 この内規は，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第３１号）第

３条の２第２項の規定に基づき，国立大学法人岡山大学環境マネジメント委員会（以下「委

員会」という。）の組織及び運営に関し，必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）

第２条 委員会は，国立大学法人岡山大学に関する次の事項を審議する。

一 環境マネジメントに関する廃棄物管理，排水管理，化学物質管理，省エネルギー，省資

源対策等の企画・立案・調査及び評価等に関すること

二 環境法令等の対応に関すること

三 その他環境マネジメントを達成するために必要な事項

２ 委員会は，その定めるところにより，部会を置くことができる。

（組織）

第３条 委員会は，次の各号に掲げる委員で組織する。

一 財務・施設担当理事

二 環境管理センター長

三 環境管理センター教員

四 教育学研究科，社会文化科学研究科，自然科学研究科，保健学研究科，環境生命科学研

究科，医歯薬学総合研究科，ヘルスシステム統合科学研究科及び法務研究科から推薦され

た教員 各１人

五 岡山大学病院，資源植物科学研究所及び惑星物質研究所から推薦された教員 各１人

六 その他財務・施設担当理事が必要と認めた者

２ 前項第三号から第五号までの委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。

３ 委員に欠員の生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長）

第４条 委員会に委員長を置き，財務・施設担当理事をもって充てる。

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

３ 委員長に事故があるときは、委員長があらかじめ指名する委員が，その職務を代行する。

（委員会の成立等）

第５条 委員会は，委員の半数以上の出席がなければ，議会を開き，議決することができない。

２ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決する

ところによる。

（委員以外の者の出席）

第６条 委員長が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くことがで

きる。

（事務）



第７条 委員会の事務は，施設企画部施設企画課において処理する。

（雑則）

第８条 この内規に定めるもののほか，委員会に関し，必要な事項は，別に定める。

附 則

１ この内規は，平成１９年５月９日から施行する。

２ この内規の施行後最初に任命される第３条第１項第３号から第５号までの委員の任期は，

第３条第２項の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日までとする。

附 則

この内規は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２６年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２９年４月１９日から施行する。

附 則

この内規は，平成３０年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成３１年４月１日から施行する。
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国立大学法人岡山大学環境管理規則 

 

平成１６年４月１日 

岡大規則第３１号 

                                         改正 平成１７年２月２４日規則第 ２号 

                                               平成１９年３月３０日規則第１４号 

                                               平成２０年３月２７日規則第１９号 

                                                平成２１年３月２７日規則第１５号 

                                                平成２２年３月３１日規則第１５号 

平成２８年３月２９日規則第２６号 

 

 （目的） 

第１条 この規則は，国立大学法人岡山大学（以下「法人」という。）における修学上及び

就業上の良好な環境を実現することを目的とする環境保全及び環境改善に関する基本的

事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規則において「環境管理」とは，前条の目的を達成するために，法人における

教育研究及び諸活動が環境に及ぼす影響を把握し，評価し，及び是正するとともに，継続

的な改善を行うことをいう。 

２ この規則において「部局」とは，法人における環境管理を行う単位をいい，国立大学法

人岡山大学管理学則（平成１６年岡大学則第１号）における学部，大学院，研究所，岡山

大学病院，全学センター，附属学校，附属図書館，機構及び国立大学法人岡山大学事務組

織規程（平成１６年岡大規程第１号）に定める本部の各部を基本とし，別に定める。 

３ この規則において「部局長」とは，前項に定める部局の長をいう。 

 （学長の総括） 

第３条 学長は，法人における環境管理を総括する。 

 （環境マネジメント委員会） 

第３条の２ 環境管理の継続的な推進を確保するため，環境マネジメント委員会を置く。 

２ 環境マネジメント委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （部局長の責務） 

第４条 部局長は，部局における環境管理の責任者として法令等の定めるところに従い，か

つ，自主的に当該部局における環境管理を行わなければならない。 

２ 部局長は，部局における教育研究及び諸活動が環境に及ぼす影響を把握し，定期的に点

検を行うとともに，実効性等の観点から評価し，必要があると認めるときは，その見直し

等の措置を講ずる。 

 （部局長の業務） 
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第５条 部局長は，当該部局における環境管理に関し，次の各号に掲げる業務を行う。 

  一 部局の職員，学生等への環境管理に関する指導・監督 

  二 教育研究及び諸活動が環境に及ぼす影響の把握・点検・評価 

  三 環境管理にかかわる施設の維持・管理 

  四 環境マネジメント委員会の施策実施のため必要な業務及び協力 

  五 その他環境管理のため必要な業務 

 （環境管理員） 

第６条 各部局に環境管理員を置く。 

２ 部局長は，当該部局の教員及び職員のうちからそれぞれ１人以上（専任教員がいない部

局においては職員１人以上）を環境管理員に指名し，定期的に環境管理センター長を経由

して学長に報告しなければならない。 

３ 環境管理員は，前条各号に掲げる部局長の業務を補佐する。 

（環境管理センター） 

第６条の２ 環境管理センターは，環境管理員に対し，必要な知識を教授するため，定期的

に講習会を開催するものとする。 

 （部局委員会の設置） 

第７条 部局長が環境管理のため必要があると認めたときは，当該部局における環境管理

について必要な事項を審議するために委員会（以下「部局委員会」という。）を置くこと

ができる。 

２ 部局委員会に関し必要な事項は，当該部局の長が定める。 

 （職員，学生等の責務） 

第８条 職員，学生等は，法令等の定めるところ及び部局長の講ずる措置に従うとともに，

自ら環境管理を行わなければならない。 

 （報告） 

第９条 部局長は，法令等に定める報告のほか，当該部局における環境管理に関する状況を

定期的に学長に報告しなければならない。 

２ 学長が必要と認めたときは，環境管理に係る事項について部局長に随時報告を求める

ことができる。 

 （雑則） 

第１０条 この規則に定めるもののほか，環境管理に関し，必要な事項は，別に定める。 

 

   附 則 

 この規則は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，平成１７年４月１日から施行する。 

      附 則 
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 この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規則は，平成２２年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この規則は，平成２８年４月１日から施行する。 
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国立大学法人岡山大学水質管理規程 

 

                         平成２６年９月２６日 

岡 大 規 程 第 ６ ２ 号 

                        改正 平成２８年３月３１日規程第 56 号 

平成３１年３月２９日規程第 32 号 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第３１

号。以下「規則」という。）第１０条に基づき，国立大学法人岡山大学（以下「法人」

という。）における水質管理に関し，必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規程において「水質管理」とは，法人における教育研究及びその他諸活動

に伴い廃棄，排出され，水質を汚濁するおそれがある物質（放射性物質及びこれによ

り汚染された物を除く。以下「水質汚濁物質」という。）を管理し，必要な措置を講

ずることをいう。 

２ この規程において「実験洗浄排水」とは，実験室に設置されている特定施設である

実験洗浄系流しから排出される排水をいう。 

３ この規程において「生活排水」とは，トイレ及び生活系流しから排出される排水を

いう。 

４ この規程において「放流水」とは法人の施設から公共下水道又は公共用水域に放流

される排水をいう。 

５ その他，この規程において用いる用語の定義は，下水道法（昭和３３年法律第７９

号）及び水質汚濁防止法（昭和４５年法律第１３８号。）によるものとする。 

 （部局） 

第２条の２ この規程において「部局」とは，別表のとおりとする。 

（水質管理の総括） 

第３条 学長は，法人における水質の管理を総括する。 

２ 学長は，公共下水道に放流水を排出するに当たっては，当該公共下水道を管理する

地方公共団体の条例等の定めるところに従い，水質管理責任者を置かなければならな

い。 

 （水質管理責任者等） 

第４条 水質管理責任者は，第２条の２に定める部局の長（以下「部局長」という。）

と協力し，法令等に基づき適当な水質管理及び測定を行わなければならない。 

２ 部局長は，当該部局の管理区域内に設置された流しから排出される実験洗浄排水及

び生活排水（以下「排水」という。）の水質管理に必要な施設を設置し，維持管理を
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行わなければならない。 

３ 規則第６条に定める環境管理員は，当該部局における水質管理に関し，部局長の業

務を補佐する。 

４ 第２項の管理区域については，環境管理センター長が別に定める。 

 （排水の取扱い） 

第５条 排水を排出する場合には，次の各号に掲げる事項に従わなければならない。 

  一 排水を排出する者は，法令等に定められた基準に適合しない排水を排出してはな

らない。 

  二 排水を排出する者は，有害物質及び指定物質を含有する排水を地下に浸透させて

はならない。 

  三 排水を排出する者は，環境管理センター長が別に定める区分に従い，分別して排

出しなければならない。 

２ 職員及び学生等は，規則，本規程及び法令等の定めるところに従い水質汚濁物質を

取り扱うとともに，部局長及び水質管理責任者の講ずる措置に従わなければならない。 

（水質測定） 

第６条 水質管理責任者は，法令及び公共下水道を管理する地方公共団体の条例等の定

めるところにより水質測定を行い，その結果を記録し，５年間保存しなければならな

い。 

２ 水質管理責任者は，水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）第２条で

定める有害物質（水質管理責任者の管理区域内で使用している項目に限る｡）につい

て，年に１回以上排水口等で水質測定を行い，有害物質が検出されていないことの確

認を行うとともに，その結果を記録し，５年間保存しなければならない。 

３ 部局長は，水質管理責任者又は環境管理センター長の指示に基づき，排水の水質測

定を行うとともに，その結果を記録し，５年間保存しなければならない。 

 （事故時の措置） 

第７条 部局長は，当該部局において水質汚濁物質を含む排水が排出されるおそれがあ

る場合は，直ちに，引き続く水質汚濁物質を含む排水の排出防止のための応急の措置

を講じなければならない。 

２ 部局長は，前条第３項における排水の測定において，法令等に適合しない排水が排

出されたと認められる場合は，直ちに，その原因を究明するとともに，再発防止の措

置を講じなければならない。 

３ 学長は，行政機関から排水基準に適合しない排水が排出されたと認められ，改善命

令を受けた場合は，その原因を究明するとともに，当該水質管理責任者及び関係する

部局長に改善計画の作成を命じ，再発防止の措置を講じなければならない。 

 （教育訓練） 

第８条 部局長は，水質の管理に関し，当該部局の職員及び学生等に対して必要な教育
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訓練を行うとともに，排水の排出に関して水質管理責任者と協力し，指導及び監督を

行わなければならない。 

２ 環境管理センターは，部局長の求めに応じて，排水管理の教育訓練に関し協力する。 

 （届出・申請・報告） 

第９条 部局長は，第７条第１項の事故が生じた場合には，速やかにその事故の状況及

び講じた措置の概要について環境管理センター長を経由し，学長に報告するとともに，

関係機関に届け出なければならない。 

２ 部局長は，第７条第２項の原因究明及び再発防止措置を行った場合，その結果につ

いて環境管理センター長を経由し，学長に報告しなければならない。 

３ 学長は，第７条第３項の改善命令を受けた場合には，当該部局長に改善計画を，水

質管理責任者及び環境管理センター長と協議の上作成させ，当該改善計画を関係機関

に届け出なければならない。 

 （指導・助言等） 

第１０条 環境管理センター長は，放流水の水質が環境に対して悪影響を与えると認め

るときは，部局長に対して適切な排水を排出するよう指導・助言することができる。 

２ 環境管理センター長は，放流水の水質が法令等に適合しない排水を排出するおそれ

がある部局に対して，特定施設の構造若しくは使用方法若しくは水質管理に関わる施

設の改善を指導・助言し，又は排水の排出の一時停止を指導することができる。 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか，水質の管理に関し，必要な事項は環境管理セ

ンター長が別に定めることができる。 

 

   附 則 

 この規程は，平成２６年９月２６日から施行する。 

  附 則 

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 
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別表 
 

部 局 名 

大学院教育学研究科 

大学院社会文化科学研究科 

大学院自然科学研究科 

大学院医歯薬学総合研究科 

教育学部 

理学部 

薬学部 

工学部 

環境理工学部 

農学部 

資源植物科学研究所 

惑星物質研究所 

岡山大学病院 

保健管理センター 

環境管理センター 

情報統括センター 

教師教育開発センター 

自然生命科学研究支援センター 

埋蔵文化財調査研究センター 

附属図書館 

研究推進機構 

総務・企画部 

財務部 

学務部 

国際部 

安全衛生部 

施設企画部 
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国立大学法人岡山大学水質管理規程実施要項 

 

平成２６年 ９月２６日  

環境管理センター長裁定  

改正 平成２８年 ４月 １日 

改正 平成２９年 ３月１６日 

改正 平成３０年 ３月３０日 

改正 平成３１年 ３月２９日 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，国立大学法人岡山大学水質管理規程（平成２６年岡大規程第６２

号。以下「規程」という。）第１１条の規定に基づき，水質の管理に関し，必要な事

項を定めるものとする。 

 

（目的） 

第２条 この要項は，水質汚濁防止法（昭和４５年１２月２５日法律第１３８号。以下

「水濁法」という｡）における特定施設である洗浄施設（水質汚濁防止法施行令（昭

和４６年６月１７日政令第１８８号。以下「法施行令」という。）別表第１第７１号

の２イの施設をいう。）からの排水中の有害物質の濃度を検出限界以下まで下げるこ

とにより，水濁法に基づく配管等，排水溝等における構造等に関する基準の遵守及び

定期点検の実施の義務の適用を受けないことを目的とする。 

 

（部局の管理区域） 

第３条 規程第４条第４項に規定する部局長が水質管理を行う管理区域は，別表１のと

おりとする。 

２ 別表１に定める管理区域には，当該部局から国立大学法人岡山大学が管理する敷地

外に排出されるまでの配管等の施設を含むものとする。 

 

（流しの区分） 

第４条 規程第５条第１項第３号に規定する区分は，別表２のとおりとする。 

 

（器具の洗浄方法及び洗浄頻度等） 

第５条 水質汚濁物質を取り扱った実験器具等は，取り扱った物質の性状に応じたすす

ぎ及び洗浄方法で洗浄を行わなければならない。 

２ 実験従事者等は，洗浄方法及び洗浄頻度について，別表３を参考とし，有害物質の

排出がないように努めなければならない｡ 
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（廃液の分別方法） 

第６条 水質汚濁物質を取り扱った液状の廃棄物（以下「廃液」という。）の分別方法

は，別表４に示すとおりとする｡ 

（構成員への要項の周知・教育訓練） 

第７条 部局長は，規程及び本要項の内容のほか，水質管理に必要な事項について，職

員及び学生等に対し，当該者が実験を開始する前及び必要と判断する都度，教育訓練

を行うほか，定期的に教育訓練をしなければならない。 

２ 環境管理センターは，水質管理に関する教育訓練の機会を定期に提供するほか，部

局の求めに応じ協力する。 

 

附 則 

この要項は，平成２６年９月２６日から施行する。 

   附 則 

 この要項は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要項は，平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要項は，平成３０年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要項は，平成３１年４月１日から施行する。 
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別表１（部局の管理区域） 

部局長 地区名 棟番号 部局の管理区域 

大学院教育学研究科長 津島 

111 教育学部本館 

158 教育学部東棟 

167 教育学部北音楽棟 

168 教育学部焼成窯室 

170 教育学部体育棟 

341 教育学部講義棟 

342 教育学部南音楽棟 

358 教育学部動物室 

大学院社会文化科学研究科長 津島 

30 文学部考古学資料室 

159 文法経１号館 

160 文法経ボイラー室 

163 文法経講義棟 

322 文学部動物舎 

351 文法経２号館 

352 文法経講義棟 

353 文法経ポンプ室 

354 倉庫 

363 文学部動物実験施設 

385 文化科学系総合研究棟 

大学院自然科学研究科長 津島 
366 自然科学研究科棟 

387 自然科学系総合研究棟 

大学院医歯薬学総合研究科長 鹿田 

1 門衛所 

4 鹿田会館・講堂（旧生化学棟） 

5 医学資料棟（旧栄養学棟） 

8 基礎医学棟 

10 校友会クラブ棟 

11 校友会クラブ棟 

12 校友会クラブ棟 

38 学生ＢＯＸ 

39 弓道場 

92 プール脱衣室 

109 記念会館 

110 体育館及武道場 

115 旧ＲＩ研究センター 

117 基礎医学講義実習棟 

119 臨床研究棟 

125 臨床講義棟 

127 歯学部棟・外来診療棟（医科・歯科） 

131 標本保存庫 

135 保健学科棟 

136 管理棟 

142 基礎研究棟 

145 総合教育研究棟 

149 地域医療人育成センターおかやま（MUSCAT CUBE） 
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大学院医歯薬学総合研究科長 鹿田 
150 Junko Fukutake Hall 

151 医歯薬融合型教育研究棟 

教育学部長 

東山１ 

6 中学校校舎 

14 中学校校舎 

27 附属幼稚園 

32 附属中学校校舎 

35 附小屋外運動場附属施設 

36 附属幼稚園保健室 

37 小学校校舎 

38 売店 

39 附小体育館 

40 附中体育館 

41 附中プール機械室 

平井 

1 小・中学部校舎棟 

2 給食棟 

3 車庫 

4 高等部校舎棟 

5 作業棟 

6 プール脱衣室 

7 農具庫 

8 体育館 

9 日常生活訓練施設 

理学部長 

津島 

76 理学部薬品庫 

82 理学部本館 

340 理学部２号館 

343 理学部ポンプ室 

346 ガラス室及栽培室 

383 コラボレーション・センター 

牛窓 

1 臨海実験所研究棟及宿泊施設 

4 車庫及危険物倉庫 

5 臨海実験所飼育棟 

6 飼育棟機械室 

薬学部長 津島 

227 薬学部１号館 

228 薬学部危険物貯蔵庫 

238 薬学部終夜実験室 

252 薬用植物園管理舎 

255 薬用植物園温室 

405 薬学部２号館 

工学部長 津島 

83 工学部１号館 

84 工学部ポンプ室 

87 工学部１１号館 

91 工学部８号館 

92 工学部７号館 

120 旧工学部１５号館 

121 工学部１６号館 

157 工学部９号館 
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工学部長 津島 

161 工学部１７号館 

162 工学部３号館 

165 危険物屋内貯蔵庫 

166 工学部１０号館 

331 工学部１８号館 

334 工学部２号館 

335 工学部５号館 

348 工学部１９号館 

361 工学部１２号館 

367 工学部４号館 

368 工学部６号館西 

374 工学部６号館東 

  工学部２０号館 

環境理工学部長 津島 

336 工学部１３号館 

355 工学部１４号館 

382 環境理工学部棟 

384 危険物保管庫 

農学部長 

津島 

217 農学部Ⅰ号館 

224 農学部Ⅱ号館 

225 農学部電気室 

229 農学部環境制御装置室 

233 装置化システム農場 

234 農学部危険物倉庫 

242 農学部ガラス室 

243 農学部ガラス室 

244 農学部ガラス室 

249 農学部Ⅲ号館 

250 農業工学実験棟 

254 農学部Ⅳ号館 

265 器具庫 

266 農場施設棟 

375 ガラス室 

376 ガラス室 

377 ガラス室 

八浜 

1 倉庫 

4 倉庫 

5 収納庫 

6 農器具庫 

7 学生実習講義棟 

津高 

1 農機具庫 

2 和牛繁殖牛舎 

3 収納舎 

4 堆肥舎 

5 燃料庫 

6 管理棟及学生宿舎 

7 和牛肥育牛舎 
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資源植物科学研究所長 倉敷 

6 研究棟１号館 

11 農場舎 

13 危険物薬品庫 

26 研究棟２号館 

27 ＲＩ施設・研究棟４号館 

28 講義棟 

36 研究棟５号館 

38 野生植物庫 

39 隔離温室 

40 車庫 

41 ＲＩ有機廃液焼却室 

42 研究棟３号館 

44 温室準備室Ａ 

45 温室準備室Ｂ 

46 温室１ 

47 温室２ 

48 温室３ 

49 温室４ 

50 温室５ 

51 温室６ 

52 植物育成試験室１ 

53 植物育成試験室２ 

55 植物科学研究棟 

惑星物質研究所長 三朝 

6 石工室 

14 洗濯場 

16 剖検室・霊安室 

26 資料庫 

31 第１研究棟（旧本館） 

32 高圧実験棟Ⅱ（旧高圧ガス棟） 

33 第３研究棟 

34 第３研究棟 

35 車庫 

40 高圧実験棟Ⅰ（旧超高圧実験室） 

41 第３研究棟 

42 三朝宿泊所 

44 機械棟 

45 高圧実験棟Ⅲ（旧年代測定機器棟） 

46 第２研究棟 

岡山大学病院長 鹿田 

62 ボイラー室 

112 中央診療棟 

114 機械棟 

116 特高受変電施設 

122 機械棟 

123 焼却炉棟 

128 放射線治療室 

132 ＭＲＩ断層撮影装置室 
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岡山大学病院長 鹿田 

133 岡山大学病院外来診療棟（医科） 

134 守衛所 

143 入院棟 

144 エネルギーセンター 

148 総合診療棟 

保健管理センター長 津島 223 保健管理センター 

環境管理センター長 津島 

259 東団地水質測定室 

333 特殊排水処理施設 

338 有機廃液処理施設 

344 スラッジ保管庫 

345 危険物貯蔵庫 

349 環境管理施設分析室 

356 環境管理制御分析室 

357 北団地水質測定室 

359 環境管理施設廃液置場 

400 有機廃液保管庫 

情報統括センター長 津島 
323 情報統括センター 

350 情報統括センター 

教師教育開発センター長 東山１ 34 教師教育開発センター東山ブランチ 

自然生命科学研究支援センター長 

津島 

324 光・放射線情報解析部門津島施設 

362 放射性有機廃液焼却室 

371 ＲＩ有機廃液貯蔵室 

373 ゲノム・プロテオーム解析部門 

378 動物資源部門津島南施設 

鹿田 

113 動物資源部門鹿田施設 

139 光・放射線情報解析部門鹿田施設 

141 焼却研究棟 

埋蔵文化財調査研究センター長 津島 

364 埋蔵文化財調査研究センター管理棟 

365 埋蔵文化財調査研究センター整理保管棟 

372 埋蔵文化財調査研究センター木器処理室 

附属図書館長 

津島 
65 中央図書館 

169 中央図書館機械室 

鹿田 104 附属図書館鹿田分館 

倉敷 

7 図書館書庫 

34 図書館書庫 

43 附属図書館資源植物科学研究所分館（史料館） 

研究推進機構長 
津島 

360 旧工学部２１号館 

379 新技術研究センター 

芳賀 1 産学官融合センター 

総務・企画部長 津島 

1 門衛所 

2 便所 

3 学童保育室 

209 情報展示室 

213 事務局車庫 

214 旧事務局庁舎 

404 グッドジョブ支援センター 
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総務・企画部長 津島 410 Junko Fukutake Terrace 

財務部長 

津島 
261 津島宿泊所 

388 創立五十周年記念館 

吉備津 1 吉備文化共同利用施設 

本島 

4 物置 

5 作業室 

7 本島農場学生宿舎 

8 倉庫 

学務部長 

津島 

138 倉庫 

149 馬房及自動車部ＢＯＸ 

150 馬術部ＢＯＸ 

151 弓道射場 

203 課外活動倉庫 

204 一般教育本館 

207 大学会館 

208 清水記念体育館 

232 プール脱衣室 

237 体育管理施設 

239 一般教育Ｄ棟 

245 第二体育館 

247 体育器具庫 

248 体育器具庫 

253 校友会文化系クラブ棟 

258 武道館 

263 一般教育Ｅ棟 

264 第二武道館 

339 ボクシング部ＢＯＸ 

369 体育管理施設 

370 合宿所 

380 北福利施設（マスカットユニオン） 

381 南福利施設（ピーチユニオン） 

401 東福利施設（ピオーネユニオン） 

402 南福利施設別棟 

406 校友会体育系クラブ棟Ａ棟 

407 校友会体育系クラブ棟Ｂ棟 

408 校友会体育系クラブ棟Ｃ棟 

409 校友会トレーニング棟 

牛窓 7 課外活動研修所 

沖元 1 ボート艇庫 

国際部長 津島 403 国際交流会館 

安全衛生部長 津島 386 本部棟 

施設企画部長 津島 251 特別高圧受変電室 
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別表２（流しの区分） 

（１）実験洗浄系流し（特定施設） 

１）水質汚濁物質を取り扱った実験器具の洗浄水 

実験器具等の三次すすぎ水以後を流しても良い。 

ただし，水銀を使用した場合には五次すすぎ水以後とする。 

 

２）水質汚濁物質を取り扱わない実験器具の洗浄水 

そのまま流しても良いが，ｐＨ値，固形物の有無等には十分注意する。 

なお，内容の履歴が不明確なものは流してはならない。 

 

３）中和した酸又はアルカリ 

有害物質を含まない酸又はアルカリ溶液は，ｐＨ６～８に中和し少量ずつ流し 

ても良い。 

有害物質を含む弗化水素酸，硝酸，アンモニア等は流してはならない。 

（２）生活系流し 

１）炊事，洗濯，入浴等に伴う排水 

    そのまま流しても良い。 

 

２）有機化合物含有排水 

有機化合物のうち，タンパク質，アミノ酸，糖類等微生物による分解が可能な 

ものを含んだ排水のうち，有害物質を含まず，感染性を持たないものは，そのま 

ま流しても良い。 

炭化水素類，鉱物油，有機溶剤，殺虫剤及び強力な消毒剤等は流してはならな 

い。 

 

３）固体培地及び液体培地の滅菌液 

有害物質を含まない培地については，オートクレーブ等で滅菌し，多量の水で 

希釈し液状として流しても良い。 
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別表３ （洗浄方法及び洗浄頻度） 

（１）油溶性物質： 

・アルコール，アセトン等の溶媒で２回以上すすぎを行ったのち，流しにおいて洗 

浄を行ってよい。 

・すすぎに使用した溶媒は，廃液として取り扱わなければならない。 

（２）水溶性物質： 

・水で２回以上すすぎを行った（ただし水銀化合物を取り扱った場合においては４ 

回以上すすぎを行うものとする）のち，ｐＨを確認し，流しにおいて洗浄を行っ 

てよい。 

・すすぎに使用した排水は，廃液として取り扱わなければならない。 

 

すすぎを行う際には，以下の有害物質について検出限界以下となるよう留意すること。 

1 カドミウム及びその化合物   

2 シアン化合物   

3 有機燐化合物（ジエチルパラニトロフエニルチオホスフエイト（別名パラチオン），ジメチルパラニト

ロフエニルチオホスフエイト（別名メチルパラチオン），ジメチルエチルメルカプトエチルチオホスフ

エイト（別名メチルジメトン）及びエチルパラニトロフエニルチオノベンゼンホスホネイト（別名Ｅ

ＰＮ）に限る。） 

4 鉛及びその化合物 

5 六価クロム化合物 

6 砒素及びその化合物 

7 水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 

8 ポリ塩化ビフェニル 

9 トリクロロエチレン 

10 テトラクロロエチレン 

11 ジクロロメタン 

12 四塩化炭素 

13 一・二―ジクロロエタン 

14 一・一―ジクロロエチレン 

15 一・二―ジクロロエチレン 

16 一・一・一―トリクロロエタン 

17 一・一・二―トリクロロエタン 

18 一・三―ジクロロプロペン 

19 テトラメチルチウラムジスルフイド（別名チウラム） 

20 二―クロロ―四・六―ビス（エチルアミノ）―ｓ―トリアジン（別名シマジン） 

21 Ｓ―四―クロロベンジル＝Ｎ・Ｎ―ジエチルチオカルバマート（別名チオベンカルブ） 
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22 ベンゼン 

23 セレン及びその化合物 

24 ほう素及びその化合物 

25 ふつ素及びその化合物 

26 アンモニア，アンモニウム化合物，亜硝酸化合物及び硝酸化合物 

27 塩化ビニルモノマー 

28 一・四―ジオキサン 
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別表４（廃液の分別方法） 

有機廃液 

区     分 分      別 備   考 

（１）非塩素系有機溶媒 

    (白色10 l ポリ容器) 

 自燃性を持ち塩素を含まない 

有機溶媒およびオイル類等が 

該当する 

 1-A 非水溶性有機溶媒 

     （赤色ステッカー） 

ヘキサン，酢酸エチル，トル

エン，ベンゼン，キシレンを

主成分とする廃液で自燃性を

持つもの 

消防法上による危険物としての

取扱方法，混合時における分離

の有無などを配慮して，主成分

により非水溶性と水溶性に分別

する 

 

内容物の種類によって分別貯留

する 
 1-B 水溶性有機溶媒 

     （紫色ステッカー） 

アセトン，アルコール，アセ 

トニトリルを主成分とする廃

液で自燃性を持つもの 

 1-C 廃オイル類 

      （灰色ステッカー） 

   ポンプオイル等 

内容物の種類によって分別貯留

する 

 1-D その他自燃性有機廃液 

      （桃色ステッカー） 

上記に該当しない自燃性を持

つ廃液 

（２）塩素系有機廃液 

    (白色10 l ポリ容器) 

 塩素濃度が1％以上の有機廃

液が該当する。具体的には，

ジクロロメタン，クロロホル

ムなどの有機塩素化合物であ

る。塩素含有物とその他の有

機廃液が混合したものは，塩

素系有機廃液とする 

 2-A 低濃度塩素系有機廃液 

      （黄色ステッカー） 

塩素濃度 1％以上 5％未満の

廃液 

廃液の塩素濃度により処理工程

が異なるため分別する 

 

内容物の種類によって分別貯留

する 

 

塩素以外のハロゲン化合物もこ

の分別とする 

 2-B 高濃度塩素系有機廃液 

      （茶色ステッカー） 

塩素濃度 5％以上の廃液 

（３）難燃性水系廃液 

    (白色10 l ポリ容器) 

  水を多量に含む有機溶媒など

で自燃性を持たない水系廃液 

が該当する。具体的には，ホ

ルマリン，アセトニトリル，

アルコール類，アミド類，ア

ミノ化合物等を含み自燃性を

持たない廃液である 

 3-A  ホルマリン廃液 

      （緑色ステッカー） 

ホルマリン廃液は処理の関係上

別途貯留する 

 3-B その他難燃性水系廃液 

      （水色ステッカー） 

内容物の種類によって分別貯留

する  
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無機廃液 

区    分 分    別    方    法 

（１）シアン廃液 

  （青色 20 l ポリ容器） 

・シアン化合物を含有する廃液 

・実験器具等の二次すすぎ水まで（水銀が混入する場合は四次すすぎ水ま 

で（水銀混入シアン廃液））は廃液として貯留すること 

・できるだけ重金属及び有機物は混入しないこと 

・シアンガス発生を防ぐため必ずアルカリ性で貯留すること 

（２）水銀廃液 

  （赤色 20 l ポリ容器） 

・水銀化合物を含有する廃液 

・実験器具等の四次すすぎ水までは廃液として貯留すること 

・金属水銀，水銀付着固形物は別途取り扱う 

（３）重金属廃液 

  （白色 20 l ポリ容器） 

・カドミウム，鉛，クロム，銅，亜鉛，鉄，マンガン等の重金属化合物を

含有する廃液 

・実験器具等の二次すすぎ水までは廃液として貯留すること 

・砒素，セレン，ほう素，ふっ素等の廃液は別途貯留すること 
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国立大学法人岡山大学廃棄物管理規程 

 

                                                     平成１６年４月１日 

                                                       岡大規程第６２号 

改正 平成２０年３月３１日規程第１５号 

平成２８年３月３１日規程第３１号 

平成３１年３月２９日規程第２０号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学環境管理規則（平成１６年岡大規則第３１

号。以下「規則」という。）第１０条に基づき，国立大学法人岡山大学（以下「法人」

という。）における廃棄物管理に関し，必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条 この規程において「廃棄物」とは，法人における教育研究活動その他諸活動に

伴い廃棄又は排出された物質（放射性物質及びこれにより汚染された物を除く。）で，

廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号。以下「法」という。）

第２条第１項に規定する廃棄物をいう。 

２ この規程において，「廃棄物管理」とは，廃棄物を管理し，必要な措置を講ずるこ

とをいう。 

（部局） 

第２条の２ この規程において「部局」とは，別表のとおりとする。 

 （部局長の業務） 

第３条 前条に定める部局の長（以下「部局長」という。）は，当該部局の廃棄物の発

生を抑制し，廃棄物の再資源化及び減量化に努めなければならない。 

２ 部局長は，当該年度の当該部局における廃棄物の再資源化及び減量化計画を作成し

なければならない。 

３ 部局長は，廃棄物を適正に保管及び管理するため，必要な保管施設を設置し，災害

及び環境汚染を防止しなければならない。 

４ 部局長は，学内で廃棄物を処理しようとする場合は，適切な処理施設を設置し，維

持管理を行わなければならない。 

５ 部局長は，廃棄物を区分し，適正な管理及び処理を行わなければならない。ただし，

部局の事情に応じて区分を変更することができるものとする。 

６ 部局長は，廃棄物の保管施設及び処理施設（以下「施設」という。）における保健

及び安全保持に関し，国立大学法人岡山大学職員労働安全衛生管理規程（平成１６年

岡大規程第２１号）等の規定により，必要な措置を講じなければならない。なお，施

設の責任者等及び事故発生時の緊急連絡先を表示しなければならない。 
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７ 部局長は，特別管理産業廃棄物を排出する場合は，法第１２条の２第６項に規定す

る特別管理産業廃棄物管理責任者を置かなければならない。 

８ 部局長は，法第１５条第１項に規定する産業廃棄物処理施設を設置する場合は，法

第１２条第８項に規定する産業廃棄物処理責任者を置かなければならない。 

９ 部局長は，前項に定める産業廃棄物処理施設を設置した場合は，法第２１条第１項

に規定する技術管理者を置かなければならない。 

１０ 部局長は，法令等に定める報告のほか，廃棄物の処理状況等に関する報告を，環

境管理センター長を通じ学長へ定期的に行わなければならない。 

 （環境管理員） 

第４条 部局長は，規則第６条に定める環境管理員に，当該部局における廃棄物管理に

関する業務を補佐させる。 

 （特別管理産業廃棄物管理責任者） 

第５条 特別管理産業廃棄物管理責任者は，法令等に基づき特別管理産業廃棄物の適正

な管理を行わなければならない。 

 （産業廃棄物処理責任者及び技術管理者） 

第６条 産業廃棄物処理責任者は，法令等に基づき産業廃棄物の適正な処理に関する業

務を行わなければならない。 

２ 職員及び学生等は，産業廃棄物処理施設において廃棄物を処理する場合は，技術管

理者の指示に従わなければならない。 

 （廃棄物の保管及び処理） 

第７条 部局長は，廃棄物の保管及び処理に当たり，次の各号に掲げる事項に従わなけ

ればならない。 

 一 廃棄物の保管においては，法令等に定められた保管基準を遵守し，事故の防止に

努めなければならない。 

 二 廃棄物の飛散，流出，地下への浸透及び悪臭の発散を防止し，これらのおそれの

ある場合は，直ちに防止のための適切な措置を講じなければならない。 

 三 特別管理産業廃棄物は，種類ごとに専用の保管庫に保管しなければならない。 

 四 保管されている特別管理産業廃棄物の種類，数量，性状等を常に把握しなければ

ならない。 

 五 廃棄物の処理に関する業務を適切に管理し，すべての廃棄物について処理状況を

把握するため，廃棄物管理簿を年度ごとに作成し，５年間保存しなければならない。 

２ 部局長は，廃棄物を委託処理することができる。この場合，関係法令等に基づき，

適正な処理を行い，その確認を行わなければならない。 

３ 職員及び学生等は，部局長，環境管理員，特別管理産業廃棄物管理責任者及び産業

廃棄物処理責任者の講ずる措置に従わなければならない。 

 （教育訓練） 
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第８条 部局長は，廃棄物の管理及び処理に関し，当該部局の職員及び学生等に対して，

必要な教育訓練を行わなければならない。 

２ 環境管理センターは，部局長の求めに応じ，廃棄物の管理及び処理並びに教育訓練

に関し協力する。 

 （事故時の措置） 

第９条 廃棄物取扱者等は，施設において事故が発生した場合は，緊急連絡先に通報す

るとともに，負傷者等の保護及び事故の拡大防止のための応急措置を講ずるとともに，

事故時の状況等について遅滞なく環境管理員，特別管理産業廃棄物管理責任者及び産

業廃棄物処理責任者に報告しなければならない。 

２ 前号の報告を受けた環境管理員，特別管理産業廃棄物管理責任者及び産業廃棄物処

理責任者は，部局長に報告するとともに，適切な措置を講じなければならない。 

３ 部局長は，当該部局の施設における事故の発生原因，発生状況，講じた措置及び今

後の防止対策について，環境管理センター長を経由して学長に報告しなければならな

い。 

 （環境管理センター） 

第１０条 環境管理センター長は，廃棄物管理に関し，部局長に対して改善の措置をと

るよう指導することができる。 

 （雑則） 

第１１条 この規程に定めるもののほか，廃棄物の処理に関し，必要な事項は，環境管

理センター長が別に定めることができる。 

 

   附 則 

 この規程は，平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 
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別表（第２条の２関係） 
 

部 局 名 

大学院教育学研究科 

大学院社会文化科学研究科等 

大学院自然科学研究科 

大学院医歯薬学総合研究科等 

教育学部附属小学校 

教育学部附属中学校 

教育学部附属特別支援学校 

理学部 

薬学部 

工学部 

環境理工学部 

農学部 

資源植物科学研究所 

惑星物質研究所 

岡山大学病院 

保健管理センター 

環境管理センター 

情報統括センター 

自然生命科学研究支援センター 

附属図書館 

研究推進機構 

本部（学務部及び国際部を除く） 

学務部 

国際部 
 

備考 １ 大学院社会文化科学研究科等とは，法務研究科を含む単位とする。 

   ２ 大学院医歯薬学総合研究科等とは，保健学研究科を含む単位とする。 



岡山大学研究ポリシー 

 

平成１６年 ４月 １日制定 

平成１８年１２月 ４日改定 

平成２７年 ４月 １日改定 

平成２９年 ２月１５日改定 

平成３０年 ４月 １日改定 

 

 

 

岡山大学は、”高度な知の創成と的確な知の継承”を理念とし、”人類社会の持続的進化のための新

たなパラダイム構築”を目的としている。さらに、岡山大学は、研究活動に対して基本的目標を掲げ

ている。岡山大学におけるあらゆる活動の源泉は、先進的かつ高度な研究の推進であり、常に世界最

高水準の研究成果を生み出すことをその主題とし、国際的に上位の研究機関となるよう指向すること

である。 

このような岡山大学の理念、目的および研究目標を達成するために、岡山大学に所属する全ての研

究者は、自らの自由な発想のもとに真理を探究する権利を享受するとともに、専門家として国民の負

託にこたえなければならない重大な責務を有する。 

このため岡山大学は、研究者の自律性に依拠する行動規範に関わる以下の研究ポリシーを制定する。 

 

１ 研究の自由 

岡山大学は、研究者の自発的意志と自律性に基づく真理探究に関する活動を尊び、学問研究、思

想、及び表現の自由を保障する。なお、個人情報の保護及び著作権の取扱いには十分留意する。 

 

２ 研究の倫理性 

研究者は、人間の尊厳、健康及び生命の安全に関する権利を尊重する。人権やプライバシーを守

り、遺伝子組換えや動物実験等に関する倫理規範と関連規程を遵守する。 

 

３ 研究の自律性 

研究者は、研究成果を学問体系の中に位置づけ、その成果が社会に及ぼす影響を省察する。 

 

４ 研究の公開性 

研究者は、学術研究の成果を論文、著書等として公表し、研究者相互の評価に積極的に参加する。 

 

５ 研究の社会性 

岡山大学は、研究成果の公表に留まらず、その影響や効果について広報活動等を通して社会に還

元し、貢献する。 

 

６ 研究成果の帰属 

研究によって得られた知的財産は、原則として岡山大学に帰属する。研究者は、知的財産に関わ

る研究成果の公表や特許の申請について、関連規程等を遵守する。 

     

７ 研究の遂行 

研究者は、自らの研究の立案・計画・申請・実施・報告などの過程において誠実に行動し、不正



行為であるねつ造、改ざん、盗用を行わない。また、研究者倫理に反するような重複投稿や不適切

なオーサーシップなども行わない。 

また、実験・観察記録ノート、実験データその他の研究資料等を一定期間適切に保存・管理し、

開示の必要性及び相当性が認められる場合にはこれを開示するなど、研究活動の正当性の証明手段

を確保する。 

研究資料等の保存期間は、当該学術研究の成果を論文、著書等として公表後、資料（文書、数値

データ、画像など）については１０年間、試料（実験試料、本）や装置など「もの」については５

年間を原則とする。ただし、保存・保管が本質的に困難なものや、保存に多大なコストがかかるも

の、国又は学会等の学術団体が示す基準あるいは契約により研究資料等の保存期間が定められてい

る場合についてはこの限りではない。 

 

８ 研究費の使用 

研究者は、研究費の使用等に当たっては、法令や関係規則等を遵守する。 

 

９ 利益相反の回避 

研究者は、自らの行動において利益相反の有無に十分注意を払い、そのような立場を回避する。

さらに、国立大学法人岡山大学利益相反ポリシーを遵守する。  

     

１０ 研究環境の確立 

研究者は、責任ある研究を行うことのできる公正な環境の確立・維持も自らの重要な責務である

ことを自覚し、研究者コミュニティ及び自らの所属組織の研究環境の質的向上、ならびに不正行為

抑止の教育啓発に関する取組に積極的に参加する。 



国立大学法人岡山大学における研究活動に係る不正行為への対応に関する規程 

 

                             平成２７年３月３１日 

                             岡大規程第２０号 

                                                                     改正 平成２８年 ３月３１日規程第６１号 

                                       平成２９年 ３月３１日規程第１２号 

                                       平成２９年１２月１３日規程第６４号 

                                       平成３１年 ３月２９日規程第４９号             

                                       令和 元年 ８月２３日規程第９７号 

 

 （趣旨） 

第１条 この規程は，研究活動に携わる国立大学法人岡山大学（以下「本学」という。）の

職員，学生その他本学の施設設備を利用するすべての者（以下｢研究者｣という。）を対象

として，研究活動上の不正行為の防止及び岡山大学研究ポリシー（平成１６年４月１日制

定）に違反する不正行為への対応について定める。 

 （定義） 

第２条 この規程において「研究活動」とは，研究計画の立案及び実施並びに成果の発表

及び評価の過程における行為及びそれに付随するすべての事項を含むものとする。 

２ この規程において｢不正行為｣とは，故意又は研究者としてわきまえるべき基本的な注意

義務を著しく怠ったことによる次の各号に掲げる行為をいう。ただし，悪意のない誤り及

び意見の相違による場合並びに当該研究分野の一般的慣行に従ってデータ及び実験記録

を取り扱う場合を除くものとする。          

 一 捏造（存在しないデータ，研究結果等を作成することをいう。） 

 二 改ざん（研究資料，機器，過程を変更する操作を行い，データ，研究活動によって得

られた結果等を真正でないものに加工することをいう。） 

 三 盗用（他の研究者のアイディア，分析・解析方法，データ，研究成果，論文又は用語

を，当該研究者の了解又は適切な表示なく流用することをいう。） 

 四 前三号に掲げる行為の証拠隠滅又は調査の妨害（追試又は再現を行うために不可欠な

実験記録等の資料の隠蔽，廃棄及び未整備を含む。） 

３ この規程において「部局」とは，各学部，各研究科，各研究所，岡山大学病院，各全

学センター，各機構及び異分野融合先端研究コアをいう。 

 （研究倫理教育責任者等の設置及び責務） 

第３条 学長は，不正行為を事前に防止し，公正な研究活動を推進するために研究者等に求

められる倫理規範を修得等させるための教育（以下「研究倫理教育」という。）を確実に

実施するために，各部局に「研究倫理教育責任者」を設置する。 

２ 研究倫理教育責任者は部局長をもって充て，各部局における研究倫理教育について実質

的な責任と権限を持つ。 

３ 研究倫理教育責任者は，各部局において広く研究活動に関わる者を対象として定期的に

研究倫理教育を実施するほか，学生に対する研究倫理教育についても，教育研究上の目的

及び専攻分野の特性に応じて実施するものとする。 



４ 研究担当理事は，研究倫理の向上及び不正行為の防止等に関し，本学を統括する権限と

責任を有する者として，公正な研究活動を推進するために適切な措置を講じるものとす

る。 

５ 研究担当理事は，前項に定めるほか，本学における研究活動の不正行為への対応等に関

し，体制の整備及び調査についての責任者として実施に当たる。 

 （窓口） 

第４条 告発を受け付け，又は不正行為に該当するかを確認する等の相談に応じる窓口は，

法人監査室とする。 

２ 窓口を利用する方法は，電話，電子メール，ＦＡＸ，書面又は面会とする。 

 （告発） 

第５条 不正行為の疑いがあると思料する者は，何人も，別紙様式の告発書により，前条第

１項に規定する窓口に告発を行うことができる。 

２ 前項の告発は，原則として当該告発に係る事実の発生の日から起算して，５年以内に

行うものとする。 

３ 告発は，原則として顕名により行い，不正行為を行ったとする研究者・グループ（以

下「調査対象者」という。），不正行為の態様等，事案の内容が明示され，かつ不正と

する科学的な合理性のある理由が示されていなければならない。ただし，告発者は，そ

の後の手続きにおける氏名の秘匿を希望することができる。 

４ 匿名による告発であっても，当該不正行為の態様が重大でかつ明示された根拠に相当

の信用性があると思われる場合は，顕名による告発と同様に取り扱うものとする。 

５ 新聞等の報道機関，研究者コミュニティ又はインターネット等により不正行為の疑い

が指摘された場合（調査対象者，不正行為の態様等，事案の内容が明示され，かつ不正

とする科学的な合理性のある理由が示されている場合に限る。），匿名による告発があ

った場合と同様に取り扱うことができる。 

６ 法人監査室は，第１項の告発（告発の意思を明示しない相談を含む。）を受理したとき

は，直ちに学長，研究担当理事及び監事に報告するものとする。 

７ 法人監査室は，告発が郵便による場合など，当該告発が受け付けられたかどうかにつ

いて告発者が知り得ない場合には，告発が匿名による場合を除き，告発者に受け付けた

旨を通知するものとする。 

 （悪意に基づく告発） 

第６条 何人も，悪意に基づく告発（調査対象者を陥れるため又は調査対象者の研究を妨害

するため等，専ら調査対象者に何らかの不利益を与えること又は，本学や調査対象者が所

属する組織等に不利益を与えることを目的とする告発をいう。以下同じ。）を行ってはな

らない。 

 （告発者及び調査対象者の取扱い） 

第７条 学長は，悪意に基づく告発であることが判明しない限り，単に告発したことを理由

に，告発者に対し，解雇，降格，減給その他不利益な取扱いをしてはならない。 

２ 学長，理事及び調査対象者が所属する部局の長は，相当な理由なしに，単に告発がなさ

れたことを理由として，調査対象者の研究活動を部分的又は全面的に禁止し，又は解雇，

降格，減給その他不利益な取扱いをしてはならない。 



 （予備調査） 

第８条 学長は，第５条による告発がなされた場合は，予備調査委員会を設置し，速やかに

予備調査を実施しなければならない。 

２ 告発の意思を明示しない相談があった場合でも，学長の判断でその事案の調査を開始

することができる。 

３ 予備調査委員会の委員長は本学の理事及び副学長のうちから学長が指名する者をもっ

て充て，委員は本学の職員のうちから学長が指名する。なお，委員長及び委員は，告発者

及び調査対象者と直接利害関係を有しない者でなければならない。 

４ 予備調査は，告発された不正行為が行われた可能性，告発の際に示された科学的理由の

論理性，調査可能性等について調査するものとし，本格的な調査を実施すべきか否かを判

断するものとする。 

５ 告発がなされる前に取り下げられた論文等に対する告発に係る予備調査を行う場合は，

取下げに至った経緯・事情を含め，不正行為の問題として調査すべきものか否か調査し，

判断するものとする。 

６ 予備調査委員会は，第５条による告発がなされてから概ね３０日以内に，予備調査結果

を学長及び研究担当理事に報告する。 

７ 学長は，予備調査結果を踏まえ，直ちに本調査を実施するか否かを決定する。 

８ 学長は，本調査を実施することを決定したときは，告発者及び調査対象者に本調査を

行う旨を通知し，本調査への協力を求める。また，当該事案に係る研究費等の配分機関

及び文部科学省（以下「配分機関等」という。）に，本調査を行う旨を報告するものと

する。 

９ 学長は，本調査を実施しないことを決定したときは，その理由を付して告発者に通知

する。この場合には，配分機関等や告発者の求めがあった場合に開示することができる

よう，予備調査に係る資料等を保存するものとする。 

１０ 前２項における告発者への通知において，氏名の秘匿を希望した告発者に対しては，

法人監査室を通じて通知するものとする。 

 （研究活動調査委員会の設置） 

第９条 学長は，本調査を実施することを決定したときは，研究活動調査委員会（以下｢調

査委員会｣という。）を設置し，概ね３０日以内に本調査を開始しなければならない。 

２ 調査委員会は，調査委員長及び調査委員により組織する。 

３ 調査委員長は，本学の理事及び副学長のうちから学長が指名する者をもって充てる。 

４ 調査委員は，次の各号に掲げる者をもって充てる。 

 一 教育研究評議会の評議員（学長及び調査委員長である理事又は副学長を除く。） １

名 

二  不正行為に関連する研究分野（以下「当該研究分野」という。）の本学の教員  １

名 

 三 当該研究分野の学外の研究者 ３名 

 四 法律の知識を有する学外者 １名 

５ 第３項の調査委員長及び前項各号の調査委員は，告発者及び調査対象者と直接利害関

係を有しない者でなければならない。 



６ 調査委員の任免は，学長が行う。学長は，第４項第１号の委員の任免を行った場合は，

教育研究評議会に報告しなければならない。 

７ 学長は，調査委員会を設置したときは，調査委員の氏名及び所属を告発者及び調査対象

者に通知する。この場合において，告発者のうち氏名の秘匿を希望した者に対しては，法

人監査室を通じて通知するものとする。 

８ 前項の通知を受けた告発者又は調査対象者は，通知の日の翌日から起算して７日以内

に，書面により異議を申し立てることができる。 

９ 学長は，前項の異議申立てがあった場合，その内容が妥当であると判断したときは，当

該異議申立てに係る調査委員を交代させるとともに，その旨を告発者及び調査対象者に通

知する。この場合において，告発者のうち氏名の秘匿を希望した者に対しては，法人監査

室を通じて通知するものとする。 

 （専門委員） 

第１０条 調査委員会には，専門学術分野に応じた活動の適正を確保するため，調査委員の

活動を補佐する専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員の活動は，調査委員会の活動とみなす。 

３ 専門委員は，調査委員長が委嘱する。 

４ 専門委員は，調査委員長の求めに応じ，調査委員会に出席することができる。 

５ その他専門委員について必要な事項は，調査委員会において別に定める。 

 （本調査） 

第１１条 調査委員会の調査にあたっては，次の各号に掲げる事項を行うことができる。 

 一 関係者（告発者及び調査対象者を含む。）からの聴取 

 二 不正行為に関する資料等の調査 

 三 その他調査に必要な事項 

２ 関係者は，調査委員会の調査にあたっては，誠実に協力しなければならない。 

３ 関係者は，調査委員会から資料の提出を求められた場合には，これに応じなければなら

ない。 

４ 資料等の調査にあたっては，他の方法による適切な入手が困難な場合又は隠滅が行われ

るおそれがある場合は，調査対象者の研究室又は実験室等であって調査事項に関連する場

所の一時封鎖又は実験，観測及び解析に関係する機器・資料等の保全の措置をとることが

できる。 

５ 調査委員会は，前項の措置をとる場合，事前に調査対象者が所属する部局の長の承諾を

得なければならない。ただし，前項の措置は，必要最小限の範囲及び期間に止めなければ

ならない。 

６ 一時封鎖した場所の調査及び保全の措置をとった機器・資料等の調査を行う場合は，調

査対象者及び調査対象者が所属する部局の長が指名する教員２名の立ち会いを必要とす

る。 

７ 調査委員会は，調査対象者に対し，再実験等の方法によって再現性を示すことを求める

ことができる。また，調査対象者から再実験等の申し出があり，調査委員会がその必要性

を認める場合は，それに要する期間及び機会並びに機器の使用等を保障するものとする。 

８ 調査委員会は，調査の終了前であっても，必要の都度又は，配分機関等の求めに応じ，



本調査の中間報告を配分機関等に提出するものとする。 

（調査対象者の説明責任） 

第１２条 調査対象者は，調査委員会の本調査において，告発された事案に係る研究活動に

関する疑惑を晴らそうとする場合には，原則として，自己の責任において，当該研究活動

が科学的に適正な方法及び手続にのっとって行われたこと，論文等もそれに基づいて適切

な表現で書かれたものであることを，科学的根拠を示して説明しなければならない。 

 （審理及び認定） 

第１３条 調査委員会は，不正行為の有無及び程度について審理し，本調査開始後，概ね１

５０日以内に，不正行為の有無，不正行為と認定された場合はその内容，不正行為に関与

した者とその関与の度合い，不正行為と認定された研究活動に係る論文等の各著者の当該

論文等及び当該研究活動における役割，その他必要な事項を認定する。 

２ 認定を行うにあたっては，調査対象者に書面又は口頭による弁明の機会を与えなければ

ならない。 

３ 調査委員会は，調査対象者による自認を唯一の証拠として不正行為を認定することはで

きない。 

４ 調査委員会は，第１項の認定を行ったときは，直ちに，その内容を学長及び研究担当

理事に報告しなければならない。                                

５ 調査委員会は，概ね１５０日以内に認定を行うことができない合理的な理由がある場合

は，その理由及び認定の予定日を付して学長に申し出て，その承認を得るものとする。 

６ 調査委員会は，調査の結果，不正行為の存在が確認され，次の各号に掲げる措置が必要

と認めた場合は，措置すべき内容を，学長に勧告するものとする。 

 一 就業規則又は学則等に基づく懲戒処分 

 二 教育研究活動の停止等の措置 

 三 研究費の使用停止又は返還等の措置 

 四 不正行為の排除のための措置 

 五 不正行為を認定された論文等の取下げ 

  六 その他必要な事項 

７ 調査委員会は不正行為が存在しなかったと認定する場合において，調査を通じて告発が

悪意に基づく告発に該当すると判断したときは，併せてその旨の認定を行う。 

８ 前項の認定を行うにあたっては，告発者に書面又は口頭による弁明の機会を与えなけれ

ばならない。 

 （調査結果の通知及び報告） 

第１４条 学長は，前条の報告を受けた場合は，調査結果を調査対象者が所属する部局の

長，告発者及び調査対象者に通知する。この場合において，告発者のうち氏名の秘匿を

希望した者に対しては，法人監査室を通じて通知するものとする。 

２ 学長は，悪意に基づく告発の認定の報告を受けた場合は，前項の通知のほか，告発者

が所属する部局の長に通知する。 

３ 学長は，前２項の通知に加えて，調査結果を配分機関等に報告する。 

（不服申立て） 

第１５条 調査対象者は，不正行為の認定に対して不服があるときは，通知の日の翌日か



ら起算して１４日以内に学長に不服申立てをすることができる。ただし，同一理由によ

る不服申立てを繰り返し行うことはできない。 

２ 学長は，調査対象者から不正行為の認定に対する不服申立てがあったときは，調査対

象者が所属する部局の長及び告発者にその旨を通知するとともに，配分機関等にも報告

するものとする。この場合において，告発者が氏名の秘匿を希望している場合は，法人

監査室を通じて通知するものとする。 

３ 告発者は，悪意に基づく告発の認定に対して不服があるときは，通知の日の翌日から

起算して１４日以内に学長に不服申立てをすることができる。ただし，同一理由による

不服申立てを繰り返し行うことはできない。 

４ 学長は，告発者から悪意に基づく告発の認定に対して不服申立てがあったときは，告

発者が所属する部局の長及び調査対象者にその旨を通知するとともに，配分機関等にも

報告するものとする。 

 （不服審査委員会） 

第１６条 学長は，前条による不服申立てを受理したときは，速やかに不服審査委員会（以

下「審査委員会」という。）を設置するものとする。                        

２ 審査委員会は，学長が指名した者若干名（予備調査委員会の委員並びに調査委員会の調

査委員及び専門委員を除く。）で組織する。   

３ 審査委員会は，不服申立ての趣旨，理由等を勘案し，本調査の認定の結果及び不正行為

に関する資料を検証するとともに，必要に応じて関係者に対する事情聴取を行い，再審理

の必要性について判定し，その結果を学長及び研究担当理事に報告する。 

４ 学長は，審査委員会の報告を受け，不服申立ての却下又は再調査開始の決定を調査対象

者及び告発者に通知するとともに，配分機関等に報告する。 

 （再審理） 

第１７条 学長は，審査委員会が再審理の必要があると認めたときは，調査委員会に対し

速やかに再調査を命じなければならない。 

２ 調査委員会は，前項により再調査を命ぜられたときは，不正行為の認定にあっては概ね

５０日以内に，悪意に基づく告発の認定にあっては概ね３０日以内に，再び調査並びに審

理及び認定を行う。この場合，第１１条及び第１３条の規定を準用する。 

３ 第１５条第１項の不服申立てについて，再調査を行う場合には，調査委員会は調査対象

者に対し，先の調査結果を覆すに足る資料の提出等，当該事案の速やかな解決に向けて，

再調査に協力することを求める。その協力が得られない場合には，再調査を行わず，審理

を打ち切ることができる。この場合において，調査委員会は，直ちに学長及び研究担当理

事に報告し，学長は調査対象者に当該決定を通知する。 

４ 調査委員会は，第２項の認定の結果を直ちに，学長及び研究担当理事に報告するものと

する。                                             

５ 学長は，前項の報告を受けた場合は，不正行為の認定に対する再調査の結果について

は，調査対象者の所属する部局の長，調査対象者及び告発者に通知する。悪意に基づく

告発の認定に対する再調査の結果については，告発者が所属する部局の長，告発者及び

調査対象者に通知するものとする。 

６ 学長は，前項の通知に加えて，再調査結果を配分機関等に報告するものとする。 



７ 告発者及び調査対象者は，第２項の認定の結果に対して異議を申し立てることはでき

ない。 

（公表） 

第１８条 学長は，不正行為が行われたと認定された場合は，個人情報又は知的財産保護等

の不開示に合理的な理由がある部分を除き，原則として調査結果を公表する。 

２ 学長は，不正行為が行われなかったと認定した場合は，原則として調査結果を公表しな

い。ただし，調査対象者の名誉を回復する必要があると認められる場合，調査事案が外部

に漏えいしていた場合又は論文等に故意若しくは研究者としてわきまえるべき基本的な

注意義務を著しく怠ったことによるものでない誤りがあった場合は，調査結果を公表す

る。 

３ 学長は，悪意に基づく告発が行われたと認定された場合は，調査結果を公表する。 

４ 前各項に規定する公表の内容は，次に定めるところによるものとする。 

 一 第１項に規定する公表内容は，不正行為に関与した者の氏名・所属，不正行為の内

容，本学が公表時までに行った措置の内容，調査委員長及び調査委員の氏名・所属を

含むものとする。 

 二 第２項ただし書に基づく公表内容は，研究活動上の不正がなかったこと，論文等に

故意によるものではない誤りがあったこと，調査対象者の氏名・所属，調査委員長及

び調査委員の氏名・所属を含むものとする。 

 三 第３項に規定する公表内容は，告発者の氏名・所属を含むものとする。 

５ 前項各号の規定に関わらず，事案の内容により学長が特に必要があると認めたとき 

 は，前項各号の公表内容の一部を公表しないことができる。また，公表時期について 

 は，関連する調査等の進捗状況を考慮の上，速やかに公表するものとする。 

 （処分等の措置） 

第１９条 学長は，不正行為が行われたとの認定の報告を受けた場合，不正行為への関与が

認定された者及び関与したとまでは認定されないが，不正行為が認定された論文等の内容

について責任を負う者として認定された者に対し，速やかに本学の規程等に従い，適切な

措置をとるものとする。 

２ 学長は，悪意に基づく告発と認定された場合，当該告発者に対し，本学の規程等に従

い，適切な処置をとるものとする。                      

３ 学長は，不正行為が存在しなかったことが調査委員会において確認された場合は，調査

対象者の教育研究活動の正常化及び名誉回復のために，十分な措置をとらなければならな

い。 

 （告発者及び調査協力者の保護） 

第２０条 学長，理事並びに告発者又は調査協力者が所属する部局の長は，不正行為に関す

る告発者又は調査協力者が告発又は情報提供を行ったことを理由として，いかなる不利益

な取扱いも受けることがないよう，必要な措置を講ずるとともに，告発者及び調査協力者

の職場環境等の保全に努めなければならない。 

 （守秘義務） 

第２１条 この規程に基づき不正行為の調査等に携わった者は，その職務上知り得た秘密を

漏らしてはならない。            



（他の研究機関等との連携） 

第２２条 調査対象者が，次の各号のいずれかに該当する場合は，必要に応じ，本学以

外の他の研究機関等（以下「他機関等」という。）と合同で又は，他機関等と連携し

て誠実に調査を行うものとする。 

 一 調査対象者が本学を含む複数の研究機関等に所属する場合  

二 本学に所属する調査対象者が他機関等で行った研究活動に係る告発の場合 

三 他機関等に所属する調査対象者が本学で行った研究活動に係る告発の場合 

２ 調査対象者が他機関等に所属している場合は，学長は当該他機関等の長にも調査結

果を通知する。悪意に基づく告発の認定があった場合の告発者についても同様とす

る。   

 （事務） 

第２３条 この規程に関する事務は，関係部局の協力を得て，研究協力部研究協力課が処理

する。 

 （その他） 

第２４条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

 

 

  附 則 

１ この規程は，平成２７年４月１日から施行する。 

２ この規程の施行に伴い，国立大学法人岡山大学における研究活動に係る不正行為への

対応に関する規程（平成１９年岡大規程第６号）は，廃止する。 

  附 則 

 この規程は，平成２８年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この規程は，平成２９年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この規程は，平成２９年１２月１３日から施行する。 

  附 則 

 この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は，令和元年８月２３日から施行する。 

  



別紙様式 

 

  国立大学法人岡山大学長  殿 

 

 

所属 

職名 

氏名            印 

連絡先の電話番号等 

 

 

 

告  発  書 

 

国立大学法人岡山大学における研究活動に係る不正行為への対応に関する規程第５条に

基づき，下記のとおり告発します。 

 

記 

 

１ 不正行為の疑いがある者 

   所属 

   職名 

   氏名 

 

２ 不正行為の態様及び内容 

 

 

 

 

 

３ 不正行為が存在するとする根拠（確認できるものを添付すること） 

 

 

 

                                                                  以  上 

 



国立大学法人岡山大学における公的研究費等の不正使用等防止に関する規程

平成１９年１０月２５日

岡 大 規 程 第 ７ ０ 号

改正 平成２０年 ３月３１日規程第７０号

平成２０年１１月１０日規程第８９号

平成２１年 ３月２７日規程第３８号

平成２２年 ３月３１日規程第５８号

平成２３年 ３月３１日規程第４５号

平成２３年 ４月２８日規程第６９号

平成２３年 ９月２７日規程第９５号

平成２７年 ３月２０日規程第１２号

平成２７年 ３月３１日規程第６９号

平成２８年 １月２９日規程第 ２号

平成２８年 ３月３１日規程第４１号

平成３１年 ３月２９日規程第４０号

第１章 総 則

（趣旨）

第１条 この規程は，研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）

（平成１９年２月１５日文部科学大臣決定。平成２６年２月１８日改正。）を踏まえ，国立

大学法人岡山大学（以下「本学」という。）において公的研究費等を適正に管理運営し不正

使用等を防止するために必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規程において「公的研究費等」とは，本学において機関経理する全ての経費

をいう。

２ この規程において，「不正使用等」とは，故意若しくは重大な過失による公的研究費

等の他の用途への使用又は当該公的研究費等の交付の決定の内容及び条件に違反した使

用をいう。

３ この規程において「部局」とは，国立大学法人岡山大学予算・決算事務取扱規程（平

成１６年岡大規程第２７号）第９条に規定する予算単位をいう。ただし，本部は学務部

及び国際部を含め，一つの部局として取り扱う。

４ この規程において「構成員」とは，本学の教職員（非常勤職員を含む。），本学と雇

用関係を有する学生，その他本学の公的研究費等の管理運営に関わる全ての者をいう。

第２章 責任体制

（最高管理責任者）

第３条 本学に，公的研究費等の管理運営について最終責任を負う者として最高管理責任

者を置き，学長をもって充てる。

２ 最高管理責任者は，不正防止対策の基本方針（以下「基本方針」という。）を策定・

周知するとともに，それらを実施するために必要な措置を講ずる。

（統括管理責任者）

第４条 本学に，最高管理責任者を補佐し，本学全体の公的研究費等の管理運営を統括す

る実質的な責任と権限を持つ者として統括管理責任者を置き，財務・施設担当理事をも

って充てる。



２ 統括管理責任者は，不正防止対策の組織横断的な体制を統括する責任者であり，基本

方針に基づき，本学全体の具体的な対策を策定・実施し，実施状況を確認するとともに，

実施状況を最高管理責任者に報告する。

（コンプライアンス推進責任者）

第５条 各部局に，当該部局における公的研究費等の管理運営について実質的な責任と権

限を持つ者としてコンプライアンス推進責任者を置き，当該部局の長をもって充てる。

２ コンプライアンス推進責任者は，統括管理責任者の指示の下，次の各号に掲げる事項

を行う。

一 自己の管理監督する部局における対策を実施し，実施状況を確認するとともに，実

施状況を統括管理責任者に報告する。

二 不正防止を図るため，当該部局内の公的研究費等の管理運営に関わる全ての構成員

に対し，コンプライアンス教育を実施し，受講状況を管理監督する。

三 自己の管理監督する部局において，構成員が，適切に公的研究費等の管理・執行を

行っているか等をモニタリングし，必要に応じて改善を指導する。

３ コンプライアンス推進責任者は，実効性を確保する観点から適当と判断する場合は，

学科，専攻，部門等の一定規模の組織レベルで複数の副責任者を指名し，前項第２号及

び第３号に掲げる事項を行わせ，報告させることができるものとする。

４ コンプライアンス推進責任者は，必要に応じて，公的研究費等の管理・執行に関して，

当該事務組織の長を副責任者に指名することができる。

（最高管理責任者のリーダーシップ）

第６条 最高管理責任者は，統括管理責任者及びコンプライアンス推進責任者が責任を持

って公的研究費等の管理運営が行え，実効性のある対策とするために，必要に応じて基

本方針の見直し，必要な予算や人員配置などの措置を行う等，適切にリーダーシップを

発揮しなければならない。

（構成員の責務）

第６条の２ 本学の構成員は，「国立大学法人岡山大学における公的研究費等の使用に関

する行動規範」（平成２２年９月２７日制定。平成２７年３月改正。）を遵守しなけれ

ばならない。

２ 構成員は，前項の行動規範を遵守することを約するため，採用時等に別紙様式１の誓

約書を最高管理責任者に提出するものとする。

３ 構成員は，コンプライアンス推進責任者等が実施するコンプライアンス教育を受講し

なければならない。

第３章 適正な管理運営の基盤となる環境の整備

（環境の整備）

第６条の３ 最高管理責任者は，不正が行われる可能性が常にあるという前提の下で，不

正を誘発する要因を除去し，十分な抑止機能を備えるため，次の各号に掲げる環境・体

制の構築を図らなくてはならない。

一 ルールの明確化・統一化

二 職務権限の明確化

三 関係者の意識向上

四 告発等の取扱い並びに調査及び懲戒に関する運用の透明化

２ 前項各号に関し必要な事項は，別に定める。

第４章 不正防止計画の策定・実施



（不正防止計画の策定）

第７条 最高管理責任者は，不正使用等を発生させる要因を調査・把握し，不正防止計画

を策定する。

（不正防止計画推進室）

第８条 最高管理責任者の下に，全学的観点から不正防止計画を推進するため，不正防止

計画推進室を置く。

２ 不正防止計画推進室は，次の各号に掲げる者で組織する。

一 統括管理責任者

二 研究担当理事

三 研究協力部長

四 財務部長

五 その他次項に定める室長が指名する者

３ 不正防止計画推進室に室長を置き，統括管理責任者をもって充てる。

４ 不正防止計画推進室は，次の各号に掲げる業務を行う。

一 不正使用等を発生させる要因の調査・分析に関すること。

二 不正防止計画の企画立案に関すること。

三 不正防止計画の推進に関すること。

四 構成員を対象とした説明会・研修会の企画立案，実施に関すること。

五 行動規範の策定等に関すること。

六 全学的観点からのモニタリングに関すること。

七 その他公的研究費等の適正な管理運営に必要な方策に関すること。

５ 不正防止計画推進室は，前項第６号に規定するモニタリング等によって，是正すべき

事項が判明した場合は，直ちに，当該構成員及び納入業者等に対して指導を行うととも

に，是正措置を求めることができる。

（不正防止計画の実施）

第９条 コンプライアンス推進責任者は，不正防止計画推進室と連携協力を図りつつ，主

体的に不正防止計画を実施する。

２ 最高管理責任者は，不正防止計画が着実に実施されるよう，進捗管理に努めるものと

する。

第５章 相談窓口及び告発窓口の設置

（相談窓口の設置）

第１０条 公的研究費等に係る事務処理手続き及び使用に関するルールについて，本学内

外からの問い合わせに対応し，明確かつ統一的な運用を図るため，本学に相談窓口を置

く。

２ 相談窓口は，研究協力部及び財務部とする。

３ 相談窓口は，本学における公的研究費等に係る事務処理手続き及び使用に関するルー

ルに関する本学内外からの問い合わせに誠意をもって対応し，本学における効率的な教

育研究遂行のための適切な支援に資するよう努めるものとする。

（告発窓口の設置）

第１１条 公的研究費等の不正使用等に適切に対応できるようにするため，本学に告発窓

口を置く。

２ 告発窓口は，法人監査室とする。

（告発の取扱い）

第１２条 不正使用等の疑いがあると思料する者は，何人も，別紙様式２の告発書により，



前条に規定する告発窓口に告発を行うことができる。

２ 告発は，顕名により行い，不正使用等を行ったとする本学の構成員（当該告発に係る

事実の発生の日において本学の構成員であった者を含む。以下「調査対象者」という。）

の氏名，不正使用等の態様等，事案の内容を明示し，かつ不正使用等が存在するとする

根拠を示すものとする。ただし，告発者は，その後の手続きにおける氏名の秘匿を希望

することができる。

３ 匿名による告発であっても，当該不正使用等の態様が重大でかつ明示された根拠に相

当の信用性があると思われる場合は，真正な告発として受理できるものとする。

４ 内部監査，外部の機関又は報道，学会その他の研究コミュニティにより不正使用等の

疑いが指摘された場合は，告発があった場合と同様に取り扱うものとする。

５ 告発は，原則として当該告発に係る事実の発生の日から起算して，５年以内に行うも

のとする。

６ 法人監査室は，告発を受理したときは，直ちに，最高管理責任者，統括管理責任者及

び監事に報告するものとする。

第６章 不正使用等に係る事案の調査等

（予備調査）

第１３条 最高管理責任者は，前条第１項による告発がなされた場合は，予備調査委員会

を設置し，速やかに予備調査を実施しなければならない。

２ 予備調査委員会は，統括管理責任者，調査対象者が所属する部局の長及び最高管理責

任者が指名する者若干人により組織する。

３ 予備調査は，告発等の内容の合理性，調査可能性等について調査するものとし，場合

によっては告発者及び調査対象者等関係者からの事情聴取，その他調査に必要な事項を

求めることにより，本格的な調査（以下「本調査」という。）を実施すべきか否かを判断

するものとする。

４ 予備調査委員会は，予備調査終了後，速やかに，その結果を最高管理責任者に報告す

る。

５ 最高管理責任者は，前項の報告を踏まえ，直ちに本調査を実施するか否かの決定をし，

その結果を告発等の受付から３０日以内に，当該経費に係る配分機関及び文部科学省（以

下「配分機関等」という。）に報告するものとする。

６ 最高管理責任者は，内部監査及び第８条第４項第６号のモニタリングにより不正使用

等の疑いが指摘されるなど，予備調査の必要性がないと判断される場合は，前５項の規

定にかかわらず，直ちに本調査を実施することを決定できる。

（予備調査等の結果の通知）

第１４条 最高管理責任者は，本調査を実施することを決定した場合，その旨を文書によ

り告発者及び調査対象者に通知するとともに，本調査への協力を求めるものとする。こ

の場合において，告発者のうち氏名の秘匿を希望した者に対しては，法人監査室を通じ

て通知するものとする。

２ 最高管理責任者は，本調査を実施しないことを決定した場合，その旨を理由を付して

文書により告発者に通知するものとする。この場合において，告発者のうち氏名の秘匿

を希望した者に対しては，法人監査室を通じて通知するものとする。

（調査委員会の設置及び調査）

第１５条 最高管理責任者は，本調査を実施することを決定した場合，公的研究費等の不正

使用等に関する調査委員会（以下｢調査委員会｣という。）を設置し，速やかに本調査を実

施しなければならない。



２ 調査委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。

一 統括管理責任者

二 最高管理責任者が指名する教員 １人以上

三 本部の部長及び課・室の長並びに部局の事務部長及び事務長（課・室の長を含む。）

のうちから最高管理責任者が指名する者 １人以上

四 弁護士等の学外の有識者のうちから最高管理責任者が指名する者 １人以上

五 その他最高管理責任者が必要と認めた者

３ 前項第４号の委員は，本学並びに告発者及び調査対象者と直接の利害関係を有しない

者でなければならない。

４ 調査委員会に調査委員長を置き，統括管理責任者をもって充てる。

５ 調査委員長は，調査委員会を招集し，その議長となる。

６ 調査委員長に事故があるときは，調査委員長があらかじめ指名した委員がその職務を

代行する。

７ 調査委員会は，委員の３分の２以上の出席がなければ議事を開くことができない。

第１６条 調査委員会の調査にあたっては，次の各号に掲げる事項を行うことができる。

一 告発者及び調査対象者等関係者からの聴取

二 各種伝票，証拠書類，申請書等の関係書類の精査

三 その他調査に必要な事項

２ 関係者は，調査委員会の調査にあたっては，誠実に協力しなければならない。

３ 関係者は，調査委員会から資料の提出を求められた場合には，これに応じなければなら

ない。

４ 調査委員会は，調査に関連があると判断したときは，告発に係る公的研究費等のほか，

調査対象者の他の公的研究費等を調査の対象に加えることができる。

（調査中における一時的執行停止）

第１６条の２ 最高管理責任者は，必要に応じて，調査対象者に対し，当該調査対象制度

の研究費の使用停止を命ずるものとする。

（配分機関等への報告及び調査への協力等）

第１６条の３ 最高管理責任者は，調査の実施に際し，調査方針，調査対象及び方法等に

ついて配分機関等に報告し，又は協議しなければならない。

２ 最高管理責任者は，合理的な理由がある場合を除き，告発等の受付から２１０日以内

（第２０条に基づき再審理を行う日数を含む。）に，調査結果，不正使用等の発生要因，

不正使用等に関与した者が関わる他の公的研究費等における，管理・監査体制の状況，

再発防止計画等を含む最終報告書を配分機関等に提出するものとする。この場合におい

て，期限までに調査が完了しない場合であっても，調査の中間報告を配分機関等へ提出

するものとする。

３ 最高管理責任者は，調査の過程であっても不正使用等の事実が一部でも確認された場

合には，速やかに認定し，配分機関等に報告するものとする。

４ 最高管理責任者は，配分機関等から求めがあった場合には，調査の終了前であっても，

調査の進捗状況報告及び調査の中間報告を当該配分機関等に提出するものとする。

５ 最高管理責任者は，調査に支障がある等，正当な事由がある場合を除き，配分機関等

が求める当該事案に係る資料の提出若しくは閲覧又は現地調査に応じるものとする。

（審理及び認定）

第１７条 調査委員会は，不正使用等の有無及び不正の内容，関与した者及びその関与の程

度，不正使用の相当額等について審理し認定を行う。

２ 前項の認定を行うにあたっては，調査対象者に弁明の機会を与えなければならない。



３ 調査委員会は，不正使用等が存在しなかったと認定する場合において，調査を通じて

告発が第２４条の告発に該当することが明らかであるときは，併せてその旨の認定を行

う。

４ 前項の認定を行うにあたっては，告発者に弁明の機会を与えなければならない。

５ 調査委員会は，第１項又は第３項の認定を行ったときは，直ちに，当該認定を含む調

査結果を最高管理責任者に報告する。

６ 最高管理責任者は，前項の報告を踏まえ，不正使用等の有無（第３項の場合にあって

は，告発が第２４条の告発に該当するか否かを含む。）について認定を行う。

（本調査結果の通知及び報告）

第１７条の２ 最高管理責任者は，前条第６項の認定を含む調査結果を文書により告発者，

調査対象者及び調査対象者が所属する部局の長に通知しなければならない。この場合に

おいて，告発者のうち氏名の秘匿を希望した者に対しては，法人監査室を通じて通知す

るものとする。

（不服申立て）

第１８条 不正使用等を行ったと認定された調査対象者は，当該認定に対して不服がある

ときは，前条の通知の日の翌日から起算して１４日以内に最高管理責任者に不服申立て

をすることができる。

２ 告発が第２４条の告発に該当するものであると認定された告発者は，当該認定に対し

て不服があるときは，前条の通知の日の翌日から起算して１４日以内に最高管理責任者

に不服申立てをすることができる。

３ 前２項の規定にかかわらず，調査対象者又は告発者は同一理由による不服申立てを繰

り返し行うことはできない。

（不服審査委員会）

第１９条 最高管理責任者は，前条第１項による不服申立てを受理したときは，速やかに

不服審査委員会（以下「審査委員会」という。）を設置するとともに，当該不服申立てを

受理した旨を文書により告発者に通知するものとする。この場合において，告発者のう

ち氏名の秘匿を希望した者に対しては，法人監査室を通じて通知するものとする。

２ 最高管理責任者は，前条第２項による不服申立てを受理したときは，速やかに審査委員

会を設置するとともに，当該不服申立てを受理した旨を文書により調査対象者に通知する

ものとする。

３ 審査委員会は，最高管理責任者が指名した者若干人（予備調査委員会及び調査委員会

の構成員を除く。）により組織する。

４ 審査委員会は，前条の不服申立ての主旨，理由等を勘案し，再審理の必要性について判

定し，その結果を最高管理責任者に報告する。

５ 最高管理責任者は，第１項又は第２項に基づく不服申立てについて再審理を行うか否

かを決定した場合，速やかに，第１項の場合にあっては告発者に，第２項の場合にあっ

ては調査対象者に通知するものとする。

（再審理）

第２０条 最高管理責任者は，再審理を行うと決定した場合，調査委員会に対し速やかに

再審理を命じなければならない。

２ 調査委員会が行う再調査，再審理及び認定については，第１６条及び第１７条第１項か

ら第５項までの規定を準用する。

３ 最高管理責任者が行う配分機関等への報告，認定及び調査対象者等への通知について

は，第１６条の３，第１７条第６項及び第１７条の２の規定を準用する。

４ 告発者又は調査対象者は，前項の認定の結果に対して異議を申し立てることはできな



い。

（勧告）

第２１条 調査委員会は，調査の結果，不正使用等の存在が確認され，次の各号に掲げる措

置が必要と認めた場合は，措置すべき内容を，最高管理責任者に勧告するものとする。

一 就業規則に基づく懲戒等の処分

二 公的研究費等の使用停止又は返還等の措置

三 不正使用等の排除のための措置

四 その他必要な事項

（処分等の措置）

第２２条 最高管理責任者は，不正使用等の存在が認定された場合は，速やかに国立大学

法人岡山大学職員の懲戒等に関する規程（平成１６年岡大規程第２０号）等に従い，適

切な措置をとるものとする。

２ 最高管理責任者，統括管理責任者又はコンプライアンス推進責任者若しくは副責任者

において，管理監督の責任が十分に果たされず，結果として不正を招いた場合には，前

項に準じて取り扱うものとする。

３ 最高管理責任者は，私的流用など，行為の悪質性が高い場合には，刑事告発や民事訴

訟等，法的な措置を講ずるものとする。

４ 最高管理責任者は，調査の結果，不正を認定した場合は，速やかに調査結果を公表す

る。公表する内容は，国立大学法人岡山大学における懲戒処分等の公表基準（平成１６

年４月１日学長裁定）にかかわらず，不正に関与した者の氏名・所属，不正の内容，公

表時までに行った措置の内容，調査委員の氏名・所属，調査の方法・手順を含めるもの

とする。ただし，合理的な理由がある場合は，不正に関与した者の氏名・所属等を非公

表とすることができる。

５ 最高管理責任者は，不正使用等が存在しなかったことが認定された場合は，調査対象

者の名誉回復のために，十分な措置をとらなければならない。

（告発者及び調査協力者の保護）

第２３条 最高管理責任者並びに告発者及び調査協力者が所属する部局の長は，不正使用等

に関する告発者及び調査協力者が告発又は情報提供を行ったことを理由として，いかなる

不利益な取扱いも受けることがないよう，必要な措置を講ずるとともに，告発者及び調査

協力者の職場環境等の保全に努めなければならない。

（告発の濫用禁止）

第２４条 何人も，虚偽の告発，他人を誹謗中傷する告発その他不正の目的による告発を行

ってはならない。最高管理責任者は，そのような告発を行った者に対し，就業規則等に

基づき，必要な処分を行うことができる。

（守秘義務）

第２５条 この規程に基づき不正使用等の調査等に携わった者は，その職務上知り得た秘密

を漏らしてはならない。

第２６条 削除

第２７条 削除

第７章 内部監査

（内部監査）

第２８条 本学における公的研究費等の管理運営に関する監査（以下「内部監査」という。）

は，国立大学法人岡山大学内部監査規程（平成１７年岡大規程第３号）第４条の規定に

基づき，法人監査室が実施する。



２ 内部監査は，不正防止計画推進室との連携を図り，同室が把握する不正使用等を発生

させる要因に応じた監査計画の下で実施する。

第８章 その他

（事務）

第２９条 この規程に関する事務は，関係部課の協力を得て，研究協力部研究協力課及び

財務部財務企画課が処理する。

（雑則）

第３０条 この規程に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。

附 則

この規程は，平成１９年１０月２５日から施行する。

附 則

この規程は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２０年１１月１０日から施行する。

附 則

この規程は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２３年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２３年５月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２３年１１月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２７年３月２０日から施行する。

附 則

この規程は，平成２７年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成２８年１月２９日から施行し，平成２７年４月１日から適用する。

附 則

この規程は，平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。



別紙様式１（第６条の２関係）

（教職員用）

国立大学法人岡山大学長

（ 最 高 管 理 責 任 者 ） 殿

誓 約 書

私は，岡山大学の構成員として，公的研究費等の使用に当たっては，以下の事

項を遵守することをここに誓います。

記

１．大学の管理するべき公的研究費等の原資が国民の税金等で賄われていることを

認識し，研究計画等に基づき，適正かつ計画的・効率的に使用すること。

２．公的研究費等の使用に当たり，当該公的研究費等の配分機関が定める各種要項

及び本学が定める規程等の使用ルール，その他関係する法令・通知等を遵守する

とともに，説明責任を果たすこと。

３．公的研究費等の使用に当たり，規則等に違反して，不正を行った場合は，本学

や配分機関の処分及び法的な責任を負担すること。

４．公的研究費等の取扱いに関する研修等に積極的に参加し，関係法令等，使用ル

ールに関する知識の習得や事務処理手続きの理解に努めること。

５．構成員相互の理解と緊密な連携を図り，協力して公的研究費等の不正使用を未

然に防止するよう努めること。

６．公的研究費等の使用に当たり，取引業者との関係において国民の疑惑や不信を

招くことのないよう公正に行動すること。

年 月 日

所 属 職 名
フリガナ

個人番号 氏 名

※個人番号は給与明細に記載してある８桁の番号です。



（学生 用）

国立大学法人岡山大学長

（ 最 高 管 理 責 任 者 ） 殿

誓 約 書

私は，岡山大学の構成員として，公的研究費等の使用に当たっては，以下の事

項を遵守することをここに誓います。

記

１．大学の管理するべき公的研究費等の原資が国民の税金等で賄われていることを

認識し，雇用又は依頼された業務等を誠実に遂行すること。

２．支給された給与等について，業務等依頼者がキックバックを要求するような不正を

黙認したり，加担しないこと。

３．不正を行ったり，加担した場合は，本学や配分機関の処分及び法的な責任を負

担すること。

年 月 日

学部・研究科等
フリガナ

学生番号 氏 名



別紙様式２（第１２条関係）

国立大学法人岡山大学長

（ 最 高 管 理 責 任 者 ） 殿

所属

職名

氏名 印

連絡先の電話番号等

告 発 書

国立大学法人岡山大学における公的研究費等の不正使用等防止に関する規程第１２

条に基づき，下記のとおり告発します。

記

１ 不正使用等の疑いがある者

所属

職名

氏名

２ 不正使用等の態様及び内容

３ 不正使用等が存在するとする根拠（確認できるものを添付すること）

以 上



岡山大学組換えＤＮＡ実験安全管理規則

平成１６年４月１日

岡大規則第２４号

改正 平成１７年２月２４日規則第 ２号

平成１８年３月３０日規則第１１号

平成１９年２月２２日規則第 ９号

平成２０年３月２７日規則第１８号

平成２１年３月２７日規則第１４号

平成２２年３月３１日規則第１４号

平成２４年３月２２日規則第 ４号

平成２４年１２月２６日規則第２４号

平成２８年３月２９日規則第２４号

平成３０年３月２７日規則第１８号

平成３１年３月２８日規則第７号

（目的）

第１条 この規則は，遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関

する法律（平成１５年法律第９７号。以下「法」という。）に基づき，岡山大学（以下

「本学」という。）における組換えＤＮＡ実験（以下「実験」という。）の計画及び実

施に関し必要な事項を定め，もって，実験の安全かつ適切な実施と組換えＤＮＡ研究の

推進を図ることを目的とする。

（部局の定義）

第２条 この規則において「部局」とは，実験を計画し，実施しようとする各学部，各研

究科，各研究所，岡山大学病院，各全学センター及び各機構をいう。

２ この規則において「部局長」とは，前項の各部局の長をいう。

（学長の責務）

第３条 学長は，本学における実験の安全確保に関し総括する。

（安全管理委員会）

第４条 実験の安全かつ適切な実施を確保するため，組換えＤＮＡ実験安全管理委員会

（以下「安全管理委員会」という。）を置く。

２ 安全管理委員会は，次の各号に掲げる事項を所掌する。

一 実験に関する規則等の立案

二 実験計画の法及びこの規則に対する適合性の審査

三 実験に係る教育訓練及び健康管理

四 事故発生の際の必要な処置及び改善策

五 その他実験の安全確保

３ 安全管理委員会は，次の各号で掲げる者で組織する。

一 安全主任者

二 自然生命科学研究支援センターゲノム・プロテオーム解析部門長

三 保健管理センター長

四 研究協力部長

五 その他学長が必要と認めた者

４ 安全管理委員会に委員長を置き，学長が指名する者をもって充てる。

５ 委員長は，安全管理委員会を招集し，その議長となる。

６ 委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名した者がその職務を代理する。

７ 委員長が必要あると認めるときは，関係職員の出席を求め，その意見を聴くことがで



きる。

（部局長の責務）

第５条 部局長は，法及びこの規則に定めるところに従い，当該部局における実験の安全

確保に関し必要な措置を講じなければならない。

（安全主任者等）

第６条 部局に，部局長を補佐するため，安全主任者を置くものとする。

２ 安全主任者は，法を熟知するとともに，遺伝子組換え生物の環境中への拡散を防止す

るための知識及び技術並びにこれらを含む関連の知識及び技術に習熟した者のうちか

ら，部局長の推薦に基づき，学長が命ずる。

３ 安全主任者は，次の各号に掲げる業務を行うものとする。

一 実験計画ごとに実験を実施する施設・設備が法に定める拡散防止措置に適合するこ

とを確認すること。

二 実験が法及びこの規則に従って適正に遂行されていることを確認すること。

三 実験の安全確保のため，実験責任者に対し，指導助言を行うこと。

四 その他実験の安全確保に関し必要な事項を実施すること。

４ 部局長が必要があると認めたときは，安全主任者の業務を補佐する者を置くことがで

きる。

（実験責任者）

第７条 実験を実施しようとする場合は，実験計画ごとに当該実験計画に係る実験従事者

のうちから実験責任者を定めなければならない。

２ 実験責任者は，法及びこの規則を熟知するとともに，遺伝子組換え生物の環境中への

拡散を防止するための知識及び技術並びにこれらを含む関連の知識及び技術に習熟した

者でなければならない。

３ 実験責任者は，当該実験計画の遂行及び安全確保について責任を負うとともに，次の

各号に掲げる業務を行うものとする。

一 実験計画の立案及び実施に際して法及びこの規則を十分に遵守し，安全主任者との

緊密な連絡の下に，実験全体の適切な管理及び監督に当たること。

二 実験従事者に対し，実験開始前に法及びこの規則について教育指導を行うこと。

三 その他実験の安全確保に関し必要な事項を行うこと。

（実験従事者）

第８条 実験従事者は，実験を計画し，実施するに当たっては，安全確保について十分自

覚し，必要な配慮をするとともに，あらかじめ，微生物に係る標準的な実験方法並びに

実験に特有な操作方法及び関連する実験方法に精通し，習熟していなければならない。

（教育訓練）

第９条 安全管理委員会は，実験責任者及び実験従事者に対し，次の各号に掲げる教育訓

練を実施する。

一 危険度に応じた遺伝子組換え生物の安全取扱い技術

二 拡散防止措置に関する知識及び技術

三 実施しようとする実験の危険度に関する知識

四 事故発生の場合の措置に関する知識

（教育訓練受講者の登録）

第１０条 実験に従事しようとする者は，あらかじめ前条に規定する教育訓練を受講し，

教育訓練受講者の登録を受けなければならない。

２ 前項の登録は，５年以内ごとに前条に規定する教育訓練を受講しなければ，その期間

の経過によって，効力を失う。

（施設・設備の確認及び保全）

第１１条 実験責任者は，実験の危険度に応じ，実験の実施前に，使用する施設・設備が



法に定める基準を満たすものであることを確認しなければならない。

２ 実験責任者は，前項の施設・設備の保全については，実験開始から完了までの間，法

に定める基準を遵守しなければならない。

（実験計画の承認申請等）

第１２条 実験責任者は，文部科学大臣の確認及びこれに基づく学長の承認を必要とする

実験（以下「大臣確認実験」という。）若しくは学長の承認を必要とする実験（以下「機

関実験」という。）を実施しようとするとき又は承認された実験計画を変更しようとす

るときは，別表に定めるところにより，あらかじめ実験計画を安全主任者を経由して学

長に提出し，その承認を受けなければならない。

２ 前項の実験計画の実施期間は５年を限度とする。

３ 実験を実施する部局の安全主任者は，実験責任者から新たに実験の申請があった場合

は，その施設・設備が法に定める基準を満たしていることの確認を行うものとする。

４ 学長は，大臣確認実験の申請があったときは，安全管理委員会に諮問し，その審査を

経て，文部科学大臣に確認を求めるとともに，当該確認に基づいて承認の可否を決定す

るものとする。

５ 学長は，機関実験の申請があったときは，安全管理委員会に諮問し，その審査を経て，

承認の可否を決定するものとする。

６ 学長は，前２項の決定を行ったときは，部局長を経由して実験責任者に通知するもの

とする。

７ 実験責任者は，実験を完了又は廃止したときは，別表に定めるところにより，安全主

任者を経由して学長に報告しなければならない。

（実験に係る標識）

第１３条 実験責任者は，実験を実施する場合は，法に基づき，次の表のとおり実験に係

る標識を表示しなければならない。

拡散防止措置の
掲示しなければならない標識 掲 示 場 所

区分

Ｐ２レベル 「Ｐ２レベル実験中」と表示した標識 実験室の入口

Ｐ３レベル 「Ｐ３レベル実験中」と表示した標識 実験室の入口

ＬＳＣレベル 「ＬＳＣレベル大量培養実験中」と表示した標識 実験区域

ＬＳ１レベル 「ＬＳ１レベル大量培養実験中」と表示した標識 実験区域

ＬＳ２レベル 「ＬＳ２レベル大量培養実験中」と表示した標識 実験区域

Ｐ１Ａレベル 「組換え動物等飼育中」と表示した標識 実験室の入り口

Ｐ２Ａレベル 「組換え動物等飼育中（Ｐ２）」と表示した標識 実験室の入り口

Ｐ３Ａレベル 「組換え動物等飼育中（Ｐ３）」と表示した標識 実験室の入り口

特定飼育区画 「組換え動物等飼育中」と表示した標識 飼育区画の入ﾘ口

Ｐ１Ｐレベル 「組換え植物等栽培中」と表示した標識 実験室の入り口



Ｐ２Ｐレベル 「組換え植物等栽培中（Ｐ２）」と表示した標識 実験室の入り口

Ｐ３Ｐレベル 「組換え植物等栽培中（Ｐ３）」と表示した標識 実験室の入り口

特定網室 「組換え植物等栽培中」と表示した標識 網室の入り口

（実験の安全確認）

第１４条 実験従事者は，実験の安全を確保するため，実験開始前及び実験中において，

常時，法に定める拡散防止措置の基準を遵守しなければならない。

２ 安全管理委員会は，法に定める拡散防止措置の適切な実施を図るため，必要に応じ，

部局に対する立入調査を実施することができる。

３ 安全管理委員会は，前項により当該施設・設備の安全を確認したときは，それを証す

る標識を実験室に貼付し，台帳に登録する。

４ 安全管理委員会は，必要に応じ，安全主任者及び実験責任者に対し，実験の安全管理

に関する報告を求めることができる。

（実験施設への出入管理）

第１５条 実験責任者は，実験関係者以外の者の実験室，実験区域，飼育区画又は網室へ

の出入管理について，法に定めるところに従って行わなければならない。

２ 実験責任者は，実験従事者以外の者（安全主任者を除く。）を実験室，実験区域，飼

育区画又は網室に立ち入らせたときは，別紙様式第３号の帳簿に必要な事項を記録し，

実験終了後５年間保存しなければならない。

（実験の記録）

第１６条 実験責任者は，実験期間中は別紙様式第４号の帳簿に実験の記録を行い，実験

終了後５年間保存しなければならない。

（遺伝子組換え生物等の譲渡に関する手続）

第１７条 遺伝子組換え生物等を譲渡しようとする者は，法の定めるところに従うととも

に，譲渡先において明確な使用計画があること及び適切な管理体制が整備されているこ

とを事前に確認した上で譲渡することとし，譲渡に際しては，別表に定めるところによ

り，あらかじめ，別紙様式第５号により譲渡先の大学等へ情報提供するとともに，別紙

様式第６号により学長に届け出るものとする。

２ 遺伝子組換え生物等の譲渡を受ける実験責任者は，法の定めるところに従うとともに，

前条の規定に基づき，それらを用いる実験計画について，あらかじめ必要な手続を経て，

譲渡を受けるとともに，別表に定めるところにより別紙様式第６号により学長に届け出

るものとする。

３ 実験責任者は，譲渡等に際して提供した又は提供を受けた情報等を記録し，譲渡等後

５年間保存しなければならない。

（遺伝子組換え生物等の取扱い，保管及び運搬）

第１８条 遺伝子組換え生物等は，法に定める実験の拡散防止措置の基準により，取り扱

わなければならない。

２ 遺伝子組換え生物等を保管及び運搬する時は，法の定めるところによる拡散防止措置

を講じなければならない。

３ 実験責任者は，前項に規定する遺伝子組換え生物等の保管及び運搬に当たっては，別

紙様式第７号及び第８号の帳簿に必要な事項を記録し，実験終了後５年間保存しなけれ

ばならない。ただし，拡散防止措置の区分が，Ｐ２（Ａ・Ｐ）レベル以下，ＬＳ１レベ

ル以下，特定飼育区画又は特定網室の拡散防止措置を必要とする遺伝子組換え生物等の

記録は，第１６条に定める実験記録をもって代えることができる。



（健康管理）

第１９条 部局長は，実験従事者の健康管理につき，次の各号に掲げる措置をとらなけれ

ばならない。

一 実験従事者に対し，実験開始前及び開始後１年を超えない期間ごとに，健康診断を

行うこと。ただし，本健康診断は本学における一般定期健康診断をもって代えること

ができる。

二 実験従事者が病原体によって汚染の恐れが著しい実験を行う場合は，実験開始前に

感染の予防治療の方策についてあらかじめ検討し，必要に応じて抗生物質，ワクチン，

血清等を準備するものとする。この場合において，実験開始後６月を超えない期間ご

とに，特定業務健康診断を行うこと。

三 実験室内，実験区域内，飼育区画内又は網室内における感染の恐れがある場合は，

直ちに健康診断を行い，適切な措置を講ずること。

２ 実験責任者は，実験従事者が次の各号に該当するとき又は次項に規定する報告を受け

たときは，直ちに事実の調査をし，必要な措置を講ずるとともに，これを部局長及び安

全主任者に報告しなければならない。

一 遺伝子組換え生物等を誤って飲み込んだとき又は吸い込んだとき。

二 遺伝子組換え生物等により皮膚が汚染され，除去できないとき又は感染を起こす恐

れのあるとき。

三 遺伝子組換え生物等により実験室，実験区域，飼育区画又は網室が著しく汚染され

た場合に，その場に居合わせたとき。

３ 実験従事者は，絶えず自己の健康について注意することとし，健康に変調を来した場

合又は重症若しくは長期にわたる病気にかかった場合は，その旨を実験責任者に報告し

なければならない。また，他の実験従事者が当該事実を知った場合も同様とする。

４ 第１項第２号に規定する特定業務健康診断の検査項目は労働安全衛生法（昭和４７年

法律第５７号）の定めるところによる。

（事故等発生時の措置）

第２０条 実験責任者は，事故等が発生したときは，直ちに必要な応急措置を講ずるとと

もに，部局長及び安全主任者に報告しなければならない。

２ 部局長及び安全主任者は，前項の報告を受けたときは，直ちに必要な措置を講ずると

ともに，部局長にあっては，安全主任者と連携して，事故等の状況，経過等について調

査を行い，学長及び安全管理委員会委員長に報告しなければならない。

３ 学長は，前項の報告を受けたときは，安全管理委員会と連携して，必要な処置，改善

策等について，部局長に対し指示するとともに，速やかにその事故の状況及び執った措

置の概要を文部科学大臣に届け出なければならない。

（雑則）

第２１条 この規則に定めるもののほか，実験の安全確保に関し,必要な事項は，安全管

理委員会の議を経て別に定める。

附 則

１ この規則は，平成１６年４月１日から施行する。

２ この規則の施行前において，既に岡山大学組換えＤＮＡ実験安全管理要項（平成１

６年２月１９日学長裁定）により所定の手続を経ている実験計画については，この規則

による所定の手続を経たものとみなすものとする。

附 則

この規則は，平成１７年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成１８年４月１日から施行する。



附 則

この規則は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２１年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２２年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２４年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成２４年１２月２６日から施行する。

附 則

この規則は，平成２８年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成３０年４月１日から施行する。

附 則

この規則は，平成３１年４月１日から施行する。



別表（第１２条及び第１７条関係）

申 請 及 び 届 出 の 手 続

事 項 提出書類及び部数 提出期限

(1)遺伝子組換え実験 ①組換えＤＮＡ実験計画書 ア.大臣確認実験

(ｲ)微生物使用実験 （別紙様式第１号） 実験開始予定日

(ﾛ)大量培養実験 ②その他必要に応じ実験計 の３か月前まで

(ﾊ)動物使用実験 画の内容を説明する資料

(ﾆ)植物使用実験 ①から②までのうち必要な イ.機関実験

書類を選択し提出のこと 実験開始予定日

(2)細胞融合実験 〔提出部数〕 各１部 の１か月前まで

(3)遺伝子組換え生物等の譲渡 遺伝子組換え生物等の譲渡 譲渡前（譲渡先大

に係る情報提供書（別紙様 学等へ）

式第５号）

遺伝子組換え生物等の譲渡 譲渡後

等届出書（別紙様式第６号）

〔提出部数〕 １部

(4)遺伝子組換え生物等の譲受 遺伝子組換え生物等の譲渡 譲受後

等届出書（別紙様式第６号）

〔提出部数〕 １部

(5)実験の完了又は廃止 組換えＤＮＡ実験完了等報 実験完了又は廃止

告書（別紙様式第２号） 後

〔提出部数〕 １部



別紙様式第１号（第１２条関係）

組換えＤＮＡ実験計画書

岡山大学長 殿

年 月 日

第二種使用等の名称

第二種使用等の実施予定期間 年 月 から 年 月 まで

第二種使用等を 名称

する場所 所在地

実 所属部局及び職

験

責

任 氏名

者 連絡先等 Tel: E-mail:

実験従事者

宿主及び 組換え 教育訓練の

氏 名 所属部局・職 その取扱い ＤＮＡ実験 受講状況

経験年数 経験年数 及び受講年月

部局等: 微生物: 年 □受講

動物: 年 年 (20 年 月)

職: 植物: 年

第二種使用等の 種類 □ 1.微生物使用実験 □ 2.大量培養実験

目的及び概要 3.動物使用実験 ４.動物使用実験

□ (1)動物作成実験 □(1)植物作成実験

□ (2)動物接種実験 □(2)植物接種実験

□(3)きのこ作成実験

□ 5.細胞融合実験

目的

概要

確認を申請する使用等 機関実験／大臣確認実験

区分 □ 1. P1 □ 2. P2 □ 3. P3

□ 4. LSC □ 5. LS1 □ 6. LS2

拡 □ 7. P1A □ 8. P2A □ 9. P3A

散 □ 10.特定飼育区画 □ 11.P1P □ 12. P2P

防 □ 13.P3P □ 14.特定網室

止 選択理由:

措

置 施設等の概要

遺伝子組換え生物等を

不活化するための措置



その他参考となる事項:

遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の一覧表

核酸供与体

特性

供与核酸

特性

ベクター等

特性

宿主等

特性

遺伝子組換え生物等の特性

（宿主等との相違を含む。）

遺伝子組換え生物等を保有し

ている動物，植物又は細胞等

特性

拡散防止措置の区分

備考

［記載要領］

本様式の各項目に記入する。記入できない場合は別紙を添付し，該当項目に別紙番号を記入すること。

１ 「第二種使用等の名称」については，当該第二種使用等の目的及び概要を簡潔に表す名称を記載すること。

２ 「第二種使用等の実施予定期間」については，予定している実験実施期間（５年を限度とする）を記入す

ること。

３ 「第二種使用等をする場所」については，当該第二種使用等に用いる全ての実験室を拡散防止措置の区分

と併せて記載すること。

４ 「実験責任者」については，当該第二種使用等の実施場所において当該第二種使用等を直接管理し，計画

の遂行及び安全確保について責任を負う者を記載すること。

５ 「宿主及びその取扱い経験年数」については，使用する生物種の取扱い及び経験年数を宿主毎に記入する

こと。

６ 「組換えＤＮＡ実験経験年数」については，組換えＤＮＡ実験の経験年数を記入すること。

７ 「種類」については，該当するすべての項目を選ぶこと。

８ 「概要」については，遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の区分について，当該第二種使用等の過程が

わかるように記載すること。

また，「遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の一覧表」にも実験の一連の流れが分かるように記載する

こと。

９ 「確認を申請する使用等」については，機関実験又は大臣確認実験のいずれかを選択すること。

10 「拡散防止措置」の「区分及び選択理由」については，原則として，研究開発等に係る遺伝子組換え生物

等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令（平成１６年文部科学・環境省令第１号）

別表第二，別表第三，別表第四又は別表第五の上欄に掲げる拡散防止措置の区分のうち，当該第二種使用等

をする間に執る拡散防止措置の区分をすべて記載し，選択した理由をそれぞれ具体的に記載すること。



11 「拡散防止措置」の「施設等の概要」については，主要な施設，設備及び機器の位置及び名称を記載した

図面を添付することに加え，選択した拡散防止措置に関し，次に掲げる項目について記載すること。

(1) 培養設備等の総容量（大量培養実験の場合に限る。）

(2) 施設等の確認状況

(3) 実験室において当該第二種使用等に関係しない動物が飼育され，又は植物が栽培されている場合

には，当該動物の飼育又は植物の栽培の状況

(4) 第二種使用等をしようとする場所の周辺における組換え植物等と交雑する植物の存在の有無及び

当該交雑を防止する措置

12 「拡散防止措置」の「遺伝子組換え生物等を不活化するための措置」については，当該第二種使用等をす

る間に執る拡散防止措置に関し，遺伝子組換え生物等を含む廃棄物並びに遺伝子組換え生物等が付着した機

器及び器具について不活化するための措置並びにその有効性を記載すること。

13 「その他参考となる事項」については，次に掲げる項目について記載すること。

(1) 動物を飼育する施設等の管理者による確認状況（動物使用実験の場合に限る。）

(2) 事故時等緊急時における対処方法（大量培養実験の場合に限る。）

14 「核酸供与体の特性」については，遺伝子組換え生物等の核酸供与体に関し，次に掲げる項目について記

載すること。ただし，薬剤耐性遺伝子その他のマーカー遺伝子及び発現調節遺伝子（目的遺伝子に係るもの

を除く。）である供与核酸が由来する核酸供与体及び第２２項に該当する場合は省略することができる。

(1) 分類学上の位置及び実験分類

(2) 病原性，有害物質の産生性その他の特性

15 「供与核酸の特性」については，遺伝子組換え生物等の供与核酸に関し，次に掲げる項目について記載す

ること。ただし，薬剤耐性遺伝子その他のマーカー遺伝子及び発現調節遺伝子（目的遺伝子に係るものを除

く。）である供与核酸が由来する供与核酸及び第２２項に該当する場合は省略することができる。

(1) 種類（ゲノム核酸，相補デオキシリボ核酸，合成核酸等）及び一般的名称

(2) 構成要素（目的遺伝子，発現調節遺伝子等）の機能，大きさ及び構成

(3) 塩基配列情報又は日本ＤＮＡデータバンク等の塩基配列データベースのアクセッションナンバー（供与

核酸が同定済核酸である場合に限る。）

16 「ベクターの特性」については，遺伝子組換え生物等のベクターに関し，次に掲げる項目について記載す

ること。ただし，第２２項に該当する場合は省略することができる。

(1) 名称，由来する生物の分類学上の位置及び実験分類

(2) 構成

(3) 伝達性および宿主特異性

17 「宿主等の特性」については，遺伝子組換え生物等の宿主に関し，次に掲げる項目について記載すること。

ただし，第２２項に該当する場合は省略することができる。

(1) 分類学上の位置及び実験分類

(2) 自然環境における分布状況及び生息又は生育が可能な環境

(3) 繁殖又は増殖の様式

(4) 病原性，有害物質の産生性その他の特性

(5) 栄養要求性，薬剤耐性及び至適生育条件（微生物である遺伝子組換え生物等の使用等をする場合に

限る。）

(6) 伝達性および宿主特異性（宿主がウイルス及びウイロイドである場合に限る）。



18 「遺伝子組換え生物等の特性（宿主等との相違を含む。）」については，遺伝子組換え実験の場合にあって

は，当該第二種使用等に係る遺伝子組換え生物等に新たに付与されることが予想される又は付与された特性

を記載すること。ただし，第２２項に該当する場合は省略することができる。

19 「遺伝子組換え生物等を保有している動物，植物又は細胞等の特性」については，次に掲げる項目のうち

関係する項目を記載することに加え，当該第二種使用等に係る遺伝子組換え生物等を保有している動物，植

物又は細胞等に新たに付与されることが予想される又は付与された形質について記載すること。ただし，第

２２項に該当する場合は省略することができる。

(1) 分類学上の位置及び実験分類

(2) 自然環境における分布状況及び生息又は生育が可能な環境

(3) 繁殖又は増殖の様式

(4) 病原性，有害物質の産生性その他の特性

20 「遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の一覧表」の「拡散防止措置の区分」の欄には，研究開発等に係

る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令（平成１６年文部科

学・環境省令第１号）別表第二，別表第三，別表第四又は別表第五の上欄に掲げる拡散防止措置の区分を参

考に，実験を実施する間に執る拡散防止措置の区分を記載する。

21 「遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の一覧表」の「備考」の欄には，以下の事項を記載すること。

(1) 遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の組合せのうち大臣確認実験に該当する場合には，その旨

(2) 認定宿主－ベクター系を用いる場合には，そのレベル

(3) 各段階における主な目的等

22 特性の記載を省略することができる宿主－ベクター系及び供与核酸は次のとおりとする。

１ 宿主－ベクター系

Ｂ１，Ｂ２レベルの認定宿主－ベクター系

２ 供与核酸

一 以下の蛋白質をコードする遺伝子

amylase

cellulase

galactosidase

glucosidase

green fluorescent protein

luciferase

phosphatase

二 以下の抗生物質の耐性をコードする遺伝子

ampicillin

chloramphenicol

kanamycin

tetracycline

23 特定飼育区画又は特定網室を使用する場合及び細胞融合実験を実施する場合は，部局の安全主任者に相談

の上，申請すること。



別紙様式第２号（第１２条関係）

組 換 え Ｄ Ｎ Ａ 実 験 完 了 等 報 告 書

年 月 日

岡 山 大 学 長 殿

課 題 番 号

第二種使用等の名称

実 験 責 任 者

所 属 ・ 職 ・ 氏 名

第二種使用等を行った

場所の名称および所在地

完 了

上記組換えＤＮＡ実験の実施を 年 月 日付け し，

廃 止

遺伝子組換え生物については，□適正に不活化をする措置を行った後に廃棄したことを報告します。

□転出先機関で引き続き使用することを報告します。

□学内教員等に譲渡したことを報告します。

（譲渡教員等所属部局・職・氏名

）

□学外研究者に譲渡したことを報告します。

（譲渡教員等所属機関・部局・職・氏名

）

廃棄した

なお，計画書に記載の組換えプラスミドについては，

今後は使用せず保管する

ことを併せて報告します。

上記の報告事項を確認いたしました。

安全主任者所属・職・氏名 印



別紙様式第３号（第１５条関係）

実験従事者以外の者の実験施設への出入管理簿

第二種使用等の名称

実 験 責 任 者

拡 散 防 止 措 置

出 入 者 出 入 年 月 日
出 入 場 所 出 入 目 的 備 考

（所 属・氏 名） 及 び 時 間



別紙様式第４号（第１６条関係）

実 験 記 録 簿

第二種使用等の名称

実 験 責 任 者

拡 散 防 止 措 置

実 験 の 実 施 年 月 日 平成 年 月 日（ ）～平成 年 月 日（ ）

実 験 従 事 者

実 験 の 実 施 内 容

実 験 の 結 果

遺伝子組換え生物等の

廃 棄 の 方 法

備 考

注１ 第１８条第３項のただし書に該当する場合は，遺伝子組換え生物等の保管又は運搬に関して必

要な事項を備考欄に記入すること。

注２ 同一の内容を含む実験記録等をもって本様式の実験記録簿に代えることができる。



別紙様式第５号（第１７条関係）

遺伝子組換え生物等の譲渡に係る情報提供書

年 月 日

大学

殿

岡山大学

所属・職

実験責任者氏名 印

連絡先 住所 〒

TEL：

FAX：

E-mail：

譲渡対象の遺伝子組換え生物等は，第二種使用を行っておりますので，下記のとおり

情報を提供します。

記

遺伝子組換え生物等の第二種使用等に関する情報提供

譲 渡 予 定 日 年 月 日

遺伝子組換え生物の種類と名称

大 臣 確 認 手 続 き □要 □不要

宿主の名称-ベクター系（遺伝子

組換え生物等を接種した動植物

についてはその旨も記載）

供 与 核 酸

拡 散 防 止 措 置 の 区 分

そ の 他 （ 特 記 事 項 ）

（注１） E-mail による情報提供を行う場合，押印は不要。

（注２） 譲渡先大学等において当該遺伝子組換え生物等に係る遺伝子組換え実験の手続きが完了してい

ることを事前に確認すること。

（注３） 情報提供後は，別紙様式第６号によりその旨を学長に届け出ること。



別紙様式第６号（第１７条関係）

遺伝子組換え生物等の譲渡等届出書

年 月 日

岡 山 大 学 長 殿

実験責任者

所属・職

氏名 印

TEL：

FAX：

E-mail：

を譲渡しましたので
下記のとおり，遺伝子組換え生物等 届け出ます。

の譲渡を受けましたので

相手方の所属・

職・氏名

住 所 〒

T E L

F A X

E-mail

情報提供の方法 □文書 □包装への表示 □容器への表示 □ＦＡＸ □電子メール

譲渡先に係る □譲渡先において明確な使用計画があること及び適切な管理体制が整備

確認事項 されていることを確認しました。

遺伝子組換え生物

の名称および特性

核酸供与体

供与核酸

宿 主

拡散防止措置の区分

本遺伝子組換え生物

に係る実験計画の承

認番号および第二種

使用等の名称

運搬方法・運搬容器

その他



別紙様式第７号（第１８条関係）

遺 伝 子 組 換 え 生 物 等 保 管 管 理 簿

第二種使用等の名称

実 験 責 任 者

拡 散 防 止 措 置

保 管 に 係 る 遺 伝 子
保管に従事

組 換 え 生 物 等 異動事項(年月日) 保 管 場 所
した者

備 考

種 類 数 量

（注）遺伝子組換え生物等を廃棄した場合は，備考欄に廃棄方法及び廃棄場所を記入すること。



別紙様式第８号（第１８条関係）

遺 伝 子 組 換 え 生 物 等 等 運 搬 管 理 簿

第二種使用等の名称

実 験 責 任 者

運 搬 に 係 る 遺 伝 子
運搬年月日 運 搬 先 運搬に従事

組 換 え 生 物 等
及 び 時 間

運 搬 方 法
し た 者

備 考

種 類 数 量 機 関 名 責 任 者 名

（注）遺伝子組換え生物等を廃棄した場合は，備考欄に廃棄方法及び廃棄場所を記入すること。
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国立大学法人岡山大学利益相反マネジメント規程 

 

                              平成３０年４月１７日 

                              岡 大 規 程 第 ３ ９ 号 

改正 平成３１年３月２９日規程第５１号 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この規程は、国立大学法人岡山大学利益相反マネジメントポリシーに基づき、国立

大学法人岡山大学（以下「本学」という。）が、産学官連携活動その他の社会貢献活動（以

下「産学官連携活動等」という。）を行うことに伴う経済的利益又は責務と、本学で行う

活動との利益相反を適正に管理するため必要な事項を定めることにより、本学及び職員

等の社会的信頼を確保するとともに、本学の産学官連携活動等を推進することを目的と

する。 

 

（定義）  

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めるところによ

る。  

一 職員等 本学の役員及び職員をいう。ただし、第５条に規定する利益相反マネジメント

委員会（以下この条，第３条及び第４条において同じ。）が必要と認める場合には、関連

する経済的利益がある場合の職員の配偶者等(職員等と生計を一にする配偶者及び一親等

の者(親及び子)をいう。) を含むものとする。 

二 企業等 企業その他外部の機関（個人を含む）をいう。 

三 経済的な利益関係 企業等から給与等を受け取るなどの関係を持つことをいう。「給与

等」には、給与の他に、報酬、役務又は委任による対価(コンサルタント料、謝金等)、産

学官連携活動（受託研究、共同研究、寄付講座、共同研究講座、寄付研究部門、共同研究

部門、受託研究員、各種団体からの研究助成、知的所有権の移転、依頼分析等）に係る人

材・資金、株式等 (株式、株式買入れ選択権(ストックオプション)等)、寄付金、設備・物

品の供与等を含むが、これらに限定はされず、何らかの金銭的価値を持つものはこれに含

まれる。ただし、公的機関から受領する謝金等は除く。 

四 特別な関係 企業等の経営への参加、企業等の株式等の取得、出資、包括連携協定等締

結先企業等の活動への関係を有することをいう。 

五 個人としての利益相反 次の各号のいずれかに該当するものをいう。  

ア．職員等の経済的な利益関係が、本学における当該職員等の責務と相反する状況にある

こと。  

イ．職員等の兼業先に対する責務が、本学における当該職員等の責責務と相反する状況に
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あること。 

六 組織としての利益相反 次の各号のいずれかに該当するものをいう。  

ア．本学（本学から権限が委譲されている場合の部局等を含む。）が企業等と経済的な利

益関係にあること又は特別な関係にあることが、研究及び教育その他本学の活動に影

響を及ぼすおそれがあると見えること。 

イ．利益相反マネジメント委員会が定める本学のために意思決定を行う権限を有する学

長、理事、副学長、部局長等（以下「組織の長」という。）が企業等と経済的な利益関

係にあること又は特別な関係にあることが、研究及び教育その他本学の活動に影響を

及ぼすおそれがあると見えること。  

七 臨床研究 大学院医歯薬学総合研究科、大学院保健学研科、医学部、歯学部、薬学部、

岡山大学病院（以下「医療系部局」という。）が行う臨床研究法（平成２９年法律第１６

号）に定める臨床研究をいう。 

 

(個人としての利益相反マネジメントの対象) 

第３条 個人としての利益相反マネジメントは、職員等が次の各号に掲げる行為を行う場

合に生じる利益相反を対象とする。  

一 国立大学法人岡山大学職員兼業規程（平成１６年岡大規程第１２号）により承認を得

て行う兼業 

二 産学官連携活動等（活動の内容に応じ一定金額以上のもの）への参加 

三 企業等からの一定金額以上の寄付金、設備・物品、株式等の供与を受ける行為 

四 その他利益相反マネジメント委員会が利益相反マネジメントの対象と認めた行為 

 

（組織としての利益相反マネジメントの対象）  

第４条 組織としての利益相反マネジメントは、本学（本学から権限が委譲されている場合

の部局等を含む。）が次の各号に掲げる行為を行う場合に生じる利益相反及び組織の長が

企業等から一定金額以上の個人的な経済的利益を得る場合に生じる利益相反を対象とす

る。  

一 一定金額以上の収入を伴う、産学官連携活動等，寄付金受入れ又は包括協定等の組織

間連携 

二 国立大学法人法第２２条第１項第６号及び第７号に基づく出資 

三 企業等からの株式等の取得 

四 その他利益相反マネジメント委員会が利益相反マネジメントの対象と認めた行為 

２ 前条及び前項に示す一定金額の基準額等の細目は、利益相反マネジメント委員会で定

める。 

 

第２章 利益相反マネジメント体制 
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（利益相反マネジメント委員会） 

第５条 本学に、個人及び組織に係る利益相反を適正に管理するため、利益相反マネジメン

ト委員会(以下「マネジメント委員会」という。) を置く。 

２ マネジメント委員会については、別に定める。 

 

（利益相反アドバイザー）  

第６条 本学に、次の業務を行うため利益相反アドバイザーを置く。  

一 職員等からの利益相反マネジメントに係る相談に対する助言、指導等 

二 利益相反問題に対する調査活動、面談の実施及びその結果のマネジメント委員会へ

の報告（職員等のプライバシー保護の観点から、報酬、資産等に関する自己申告の確認に

ついては、本学顧問弁護士による面談を活用） 

２ 利益相反アドバイザーは、本学の職員等又は学外の専門家のうちからマネジメント委

員会の意見を聴いて、学長が委嘱する。  

３ 利益相反アドバイザーの任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、利益相反アドバイ 

ザーの任期は、利益相反アドバイザーを委嘱する学長の任期を超えないものとする。  

４ 前項の規定にかかわらず，利益相反アドバイザーに欠員が生じた場合における後任者

の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

(臨床研究に係る利益相反体制) 

第７条 前２条に掲げる利益相反マネジメント体制について、臨床研究に関する事項を対

象とするものについては、その特性に鑑み、医療系部局の長が定めるところにより、医療

系マネジメント委員会及び医療系利益相反アドバイザーを置くことができる。この場合、

マネジメント委員会は、当該委員会については所掌しないものとする。 

２ 前項の医療系マネジメント委員会が設置される場合、第８条から第１０条の規定に基

づきなされる臨床研究に関する事項は、同委員会が所掌する。 

 

第３章 利益相反マネジメントの実施方法 

第１節 個人としての利益相反マネジメントの実施方法 

 

（個人に係る利益相反の提出等） 

第８条 職員等のうちマネジメント委員会が別に定める者は、同委員会が別に定めるとこ

ろにより、利益相反自己申告書を同委員会に提出しなければならない。 

２ 厚生労働科学研究費補助金、厚生労働行政推進調査事業費補助金及び国立研究開発法

人日本医療研究開発機構（以下「ＡＭＥＤ」という。）が配分する研究資金等（以下「医

療系外部資金」という。）を利用する者にあっては、医療系マネジメント委員会が定める
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ところにより、交付申請書提出時までに利益相反自己申告書を同委員会に提出し、審査を

申し出なければならない。研究期間中は、毎年度及び新しく報告すべき行為が発生するご

とに、同委員会に利益相反自己申告書を提出しなければならない。 

 

(審査等) 

第９条 マネジメント委員会は、前条第１項に基づき提出を受けた内容に係る利益相反に

ついて審査し、当該申告を行った職員等に対し、事前における審査にあっては承認又は回

避要請を、事後における審査にあって弊害が生じるおそれのある場合は是正要請を通知

する。 

２ マネジメント委員会は、前項の審査において疑義が生じた場合には、利益相反アドバイ

ザーに事実関係の検討を依頼することができる。 

３ 前項に定めるもののほか、マネジメント委員会は、第１項の規定により回避要請又は是

正要請の通知を行った職員等について、これらに係る措置の実施状況等を確認するため

必要と認めた場合には、当該職員等に対し、調査を行うことができる。  

４ 職員等は、第１項の規定により回避要請又は是正要請の通知を受けた場合には、当該通

知の内容を踏まえ、適切な措置を講じなければならない。 

 

(不服申立て)  

第１０条 前条第１項の回避又は是正の要請の通知を受けた職員等は、当該審議結果に不

服があるときは、マネジメント委員会に対して不服申立てをすることができる。  

２ 前項の不服申立ては、前条第１項の規定による通知を受けた日の翌日から起算して３

０日以内にしなければならない。  

３ マネジメント委員会は、第１項の不服申立てを受けたときは、速やかに再審査を行うも

のとする。 

 

第２節 組織としての利益相反マネジメントの実施方法 

 

（組織としての利益相反マネジメントガイドラインの策定）  

第１１条 マネジメント委員会は、組織としての利益相反マネジメントに係る留意点等に

ついてガイドラインを策定するものとする。  

 

(利益相反状況の把握と管理)  

第１２条 組織の長は、マネジメント委員会から求めがあったときは、第４条に定める行為

等の状況について情報を提供しなければならない。  

２ マネジメント委員会は、個人としての利益相反に関して得られた情報及び組織として

の利益相反の状況を把握し、それらの情報を適正に管理するものとする。 
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（是正措置等） 

第１３条 マネジメント委員会は、前条により得られた情報に基づき必要があると認めた

場合には、組織の長に対して回避要請又は是正要請の通知を行うことができる。この場合

には、学長に報告するものとする。  

２ 学長は、前項の報告を踏まえ、必要があると認めるときは、組織の長に対し、当該報告

に係る行為の回避又は是正を指示するものとする。 

（不服申し立て） 

第１４条 前条第１項の回避又は是正の要請に対する不服については、第１０条の規定を

準用する。 

 

第４章 利益相反マネジメント後の対応等 

 

（外部からの指摘への対応）  

第１５条 職員等に関して、外部から利益相反の指摘があったときにおいて、マネジメント

委員会（臨床研究に係るものについては医療系マネジメント委員会）が必要と認める場合

には、同委員会委員長及び指摘を受けた組織の長が対応を協議の上、適宜適切な措置を講

じるとともに、本学として外部へ必要な説明を行うものとする。  

 

（厚生労働省等への報告） 

第１６条 学長は、医療系外部資金を用いる研究において利益相反に関する弊害が生じた

場合、弊害が生じているとみなされる可能性があると判断した場合又は医療系マネジメ

ント委員会による管理がなされず研究が実施されていたことを知った場合には、厚生労

働省，補助金配分機関又はＡＭＥＤに，当該機関の定めるところにより，速やかに報告す

るものとする。 

 

（研修の実施）  

第１７条 マネジメント委員会（医療系マネジメント委員会を含む。）は、職員等に対し、

利益相反について理解を深め、利益相反マネジメントに関する意識の高揚を図るための

啓発その他必要な教育研修を行うものとする。  

  

（個別相談）  

第１８条 職員等は、利益相反を回避するため、利益相反自己申告時その他の機会において、

利益相反アドバイザー（臨床研究に係るものについては医療系利益相反アドバイザー）に

個別に相談することができる。  

２ 相談に関する手続き等は、利益相反マネジメント委員会（臨床研究に係るものについて
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は医療系マネジメント委員会）で定める。 

 

（検証と評価）  

第１９条 マネジメント委員会は、その活動内容について必要に応じて検証又は評価を受

けるものとする。  

 

（秘密情報及び個人情報の保護）  

第２０条 本学における利益相反マネジメント業務に関与する者は、職務上知り得た一切

の秘密情報及び個人情報を、本学の利益相反マネジメントの業務の履行のためにのみ使

用するものとし、他に漏えいし、又は提供してはならない。その職務を退いた後も同様と

する。  

 

（記録の保管） 

第２１条 利益相反に係る文書のうち、審査に関する文書については、国立大学法人岡山大

学法人文書管理規程（平成２１年岡大規程第５５号）で保存期間が５年未満とされている

場合にあっても５年間保存しなければならない。 

 

第５章 雑則 

 （事務）  

第２２条 この規程による利益相反マネジメントに関する事務は、別に定める場合を除き、

関係部局の協力を得て研究協力部産学連携課において行う。ただし、第７条の規定に係る

事項に関する事務は，岡山大学病院研究推進課において行う。 

 

（その他）  

第２３条 この規程に定めるもののほか、利益相反マネジメントに関し必要な事項は別に

定める。ただし，第７条の規定に係る事項については医療系部局の長が定めることができ

る。 

 

附 則 

１ この規程は，平成３０年４月１７日から施行し，平成３０年４月１日から適用する。 

２ 第２条第７号の「臨床研究」の定義に該当しない部局において、臨床研究法の適用を受

ける研究を行う場合又は医療系外部資金により研究を行う場合には、当分の間、第２条第

７号の定義による「臨床研究」に該当するものとみなす。 

３ 平成３０年３月３１日において、岡山大学利益相反マネジメント委員会内規（平成１６ 

年８月２０日学長裁定）第６条の規定に基づき任命された利益相反アドバイザーであっ 

た者は、引き続き、第６条に定める利益相反アドバイザーとなるものとし、その任期は、 
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第６条第３項の規定にかかわらず、平成３１年３月３１日までとする。 

  附 則 

この規程は，平成３１年４月１日から施行する。 
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組織としての利益相反マネジメントガイドライン 

 

平成３０年７月９日 

利益相反マネジメント委員会決定 

 

組織としての利益相反を適切に管理するため、以下のガイドラインを定め実施すること

とする。 

 

１．組織としての利益相反マネジメントの対象 

国立大学法人岡山大学利益相反マネジメント規程（以下「マネジメント規程」という。）

第４条に規定される行為について、次に掲げる場合の対象となる企業等（企業その他外部

の機関（個人を含む）。以下同じ。）との関係について留意するものとする。 

ただし、金額等の基準については、利益相反マネジメント委員会がマネジメント規程第

１２条に基づき情報を求める場合に一般的に想定する基準として特に留意を求めるもの

であり、この基準以下について利益相反に対する考慮を行わなくてもよいというもので

はない。 

（１）本学（本学から権限が委譲されている場合の部局等を含む。）が、次に掲げる行為を

行う場合に生じる利益相反 

ア．本学が実施主体となる①から⑥に掲げる産学官連携活動、寄付金受入れ又は包括協定

等の組織間連携 

 ①単年度の契約額が２００万円以上の共同研究、受託研究を行う場合 

 ②寄付講座、共同研究講座、寄付研究部門、共同研究部門を受け入れる場合 

 ③１件当たり２００万円以上の研究助成金を受け入れる場合 

 ④単一の企業等から単年度での合計額が５００万円以上の寄付金を受け入れる場合 

 ⑤企業等と包括連携協定を締結する場合 

 ⑥本学が保有する知的財産権を実施許諾等する場合 

イ．国立大学法人法第２２条第１項第６号及び第７号に基づく出資をする場合 

ウ．企業等から株式等を取得する場合 

エ．単一の企業等から単年度での合計額が１，０００万円以上の設備、機器、試料、試薬

等の無償提供を受ける場合 

オ．その他利益相反マネジメント委員会が対象として認めた行為 

 

（２）マネジメント委員会が定める本学のために意思決定を行う権限を有する学長、理事、

副学長、部局長等（以下「組織の長」という。）が、次に掲げる個人的な利益を得る場

合及び株式等を保有する場合に生じる利益相反（この場合の「組織の長」には、生計を

一にする配偶者及び１親等の者を含む。） 
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ア．単一企業等から単年度当たり合計１００万円以上の個人的な利益を得る場合 

イ．未公開株、新株予約権を保有する場合 

ウ．発行済み株式総数の５％以上を保有する場合（合同・合名・合資会社を包含する持分

会社の持分等を含む。） 

 

２．組織としての利益相反マネジメントの必要性 

「組織としての利益相反」とは、マネジメント規程第２条第６号に定める次のいずれかに

該当するものである。  

ア．本学（本学から権限を移譲されている場合の部局等を含む。）が企業等と経済的な利

益関係にあること又は特別な関係にあることが、研究及び教育その他本学の活動に影

響を及ぼすおそれがあると見えること。   

イ．組織の長が企業等と経済的な利益関係にあること又は特別の関係にあることが、研究

及び教育その他法人の活動に影響を及ぼすおそれがあると見えること。 

  

これらの状況では、資金提供等を受けた研究の内容について、組織としての意向による

影響があると見られるなどの客観性に疑念を持たれる場合や、資金提供等を受けた企業

に対して調達や知的財産権の実施許諾、共同研究契約の締結等において便宜が図られた

といった疑念を持たれる場合がある。 

 

このため、組織としての意思決定の信頼性を高めるため、意思決定に係る組織の長の認

識を高めるとともに、意思決定プロセスについての透明性、公平性、トレーサビリティを

十分確保することとする。 

 

３．組織としての利益相反の防止方針 

（１） 組織の長の責任への認識 

大学の職員等の中でも、特に組織の長は、他の職員等に比較して、利益相反に関して重

い責任を負っている。したがって、一般の職員等であれば問題のないような事柄でも、こ

れらの職員等については、場合によっては、利益相反関係の解消を求めることがあり得る

ことを認識する。（例えば、株式の譲渡や、兼業先の役員辞任等） 

  また、個人の経済的利益については、利益相反マネジメント委員会からの調査があった

場合に対応できるよう、組織の長は、過去３年分の関係資料を保存するものとする。 

 

（２） 研究の客観性の確保 

  「岡山大学研究ポリシー」（平成１６年４月１日制定）を遵守し、特に、次の規定に留

意するよう、職員に対して研修等を行う。 

  「研究の遂行 
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  研究者は、自らの研究の立案・計画・申請・実施・報告などの過程において誠実に行

動し、不正行為であるねつ造、改ざん、盗用を行わない。また、研究者倫理に反するよ

うな重複投稿や不適切なオーサーシップなども行わない。  

  また、実験・観察記録ノート、実験データその他の研究資料等を一定期間適切に保存・

管理し、開示の必要性及び相当性が認められる場合にはこれを開示するなど、研究活動

の正当性の証明手段を確保する。（以下略）」  

 「利益相反の回避  

研究者は、自らの行動において利益相反の有無に十分注意を払い、そのような立場を

回避する。さらに、国立大学法人岡山大学利益相反ポリシーを遵守する。」 

 

（３） 調達等の手続きの適正さの確保 

  ①対象 

   本ガイドライン１－（１）－アに掲げる産学官連携活動等の対象となる企業等との間 

の、調達（物品、役務）、共同研究契約、知的財産権の実施許諾、大学の施設等の提供、 

学生の派遣 

  ②適正さの確保 

   調達については原則として競争入札を行うなどとしている本学の会計に関する規程 

を遵守する。その他についても諸規程を遵守して行う。 

   意思決定ついての文書は、本学の文書規程に基づき作成、保存、管理を行い、トレー 

サビリティを確保する。 

   これらの手続き等が的確に実施されるよう研修等を行うとともに、諸規程に基づく 

実施状況の確認等が適切になされているか適宜確認する。 

 

（４） 関連規程の順守 

  ①国立大学法人岡山大学役職員倫理規程 

   同規程では、第３条に倫理行動基準として、「役職員は，法令及び法人の諸規程によ 

り与えられた権限の行使に当たっては，当該権限の行使の対象となる者からの贈与等 

を受けること等の社会的疑惑や不信を招くような行為をしてはならないこと。」（第３ 

号）などを定めており、この基準を遵守するものとする。 

   なお、役員については、利害関係者以外も含めた株取引等の報告をする（同第１１条） 

こととしており、この報告は、上記（１）で３年間保存することと定めている資料の一 

部となる。 

  ②国立大学法人岡山大学寄付金受入規程 

   同規程では、第４条に受け入れの制限に係る規定を設けており、「知的財産権その他 

これらに準ずる権利を寄付者に譲渡し，又は使用させることが条件に付せられている 

もの、及びその他学長が特に教育研究及び運営上支障があると認める場合は、受け入れ
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ることができない。」としており、この検討の際には、利益相反の観点も含めて検討す

る。 

  ③岡山大学寄付講座及び寄付研究部門規程 

同規程では、第６条に、「申請内容が本学の教育研究の進展に寄与すると認められる 

場合は，当該寄付講座等の設置を決定する。」としており、この検討の際には、利益相 

反の観点も含めて検討する。   

④岡山大学受託研究取扱規程 

   同規程では、第３条に、「本学の教育研究上有意義であり，かつ，本来の教育研究に 

支障を生ずるおそれがないこと。」としており、この検討の際には、利益相反の観点も 

含めて検討する。 

⑤岡山大学共同研究取扱規程 

   同規程では、第８条に、「本学の教育研究上有意義であり，かつ，本来の教育研究に 

支障を生ずるおそれがないこと。」としており、この検討の際には、利益相反の観点も 

含めて検討する。 

  ⑥岡山大学共同研究講座及び共同研究部門規程 

同規程では、第１０条に、「申請内容が本学の教育研究の進展に寄与すると認められ 

る場合は，当該共同研究講座等の設置を決定する。」としており、この検討の際には、 

利益相反の観点も含めて検討する。 

  ⑦国立大学法人岡山大学会計規則 

   同規則では、第３９条に、「売買，賃貸借，請負，その他の契約を締結する場合は， 

公告して申込みをさせることにより一般競争に付さなければならない。」としている。 

この例外として、指名競争契約（第４０条）、随意契約（第４１条）を設けているが、 

これらを適用する場合には、同規則に規定する要件を遵守する。 
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個人としての利益相反マネジメントの運用指針

平成３０年７月９日

利益相反マネジメント委員会決定

個人としての利益相反を適切に管理するため、以下の運用指針を定め実施することとする。 

１．利益相反マネジメントの対象事象

国立大学法人岡山大学利益相反マネジメント規程第３条に規定される行為について、次に

掲げるものを対象とする。

（１） 国立大学法人岡山大学職員兼業規程により承認を得て行う兼業

①企業の役員に就任している職員等

②産学連携活動の対象となった相手方企業からの兼業収入が年間１００万円以上見込

まれる場合（ただし、医療・教育施設等の非常勤医師・講師に従事する場合の兼業は対

象外）

（２）産学官連携活動等（活動の内容に応じ一定金額以上のもの）への参加

①１件当たり１００万円以上の企業との共同研究の代表者となっている職員等

②１件当たり１００万円以上の企業との受託研究代表者となっている職員等

③寄付講座、共同研究講座、寄付研究部門、共同研究部門の代表者となっている職員等

（ただし、相手方が公的機関のものを除く。）

④企業からの受託研究員受入責任者

（３）企業等からの一定金額以上の寄付金、設備・物品、株式等の供与

①企業等から１件当たり１００万円以上の寄付金を受け入れた職員等

②産学連携活動の対象となった相手方企業から設備・物品を無償提供される場合

③産学連携活動の対象となった相手方企業との間で、年間総額が３００万円以上の取引

（物品購入、業務委託等）を行うに際し、発注や仕様策定に関与する場合 

④産学連携活動の対象となった相手方企業の公開株式を５％以上保有する場合

⑤未公開株、新株予約権を保有している場合

（４）その他利益相反マネジメント委員会が、利益相反マネジメントの対象とする行為

①大学発ベンチャー企業を設立した職員等

②職員等が個人保有の知的財産権を産学連携活動の対象となった相手方企業に承継、使

用許諾する場合

個人としての利益相反マネジメントの運用指針

③産学連携活動の対象となった相手方企業からロイヤリティ収入を得ている場合

２．利益相反ワーキンググループ（利益相反マネジメント実施組織）の設置

（１）利益相反マネジメント委員会の実施組織として、利益相反ワーキンググループを設置す

る。（岡山大学利益相反マネジメント体制：別表 1） 
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（２）主査は、研究交流部長とし、委員は総務・企画部人事課長及び研究交流部産学連携推進

課長で構成する。 
 
（３）業務内容は、①利益相反自己申告受付②利益相反評価案の作成③申告情報管理④利益相

反研修等の実施⑤その他利益相反に関する重要事項についての実務を行う。 
 
３．利益相反マネジメントの方法・手続き 
第１段階 利益相反に関する情報開示（利益相反自己申告書の提出） 
①利益相反マネジメント委員会委員長は、原則として年１回、利益相反マネジメントの対

象者に対し、別に定める利益相反自己申告書の提出を求める。 
なお、この調査は、利益相反マネジメント委員会が指定する者（別表２）を対象として

行うこととする。 
②開示を求める情報は、指針「１．利益相反マネジメントの対象事象」の内、次の事項と

する。 
 （１）－②に該当する兼業収入 
 （３）－②に該当する企業からの設備・物品の無償提供 
 （３）－③に該当する物品購入・業務委託等への関与 
 （３）－④に該当する公開株式の保有 
 （３）－⑤に該当する未公開株、新株予約権の保有 
 （４）－②に該当する個人保有の知的財産権の承継・使用許諾 
 （４）－③に該当するロイヤリティ収入 
③職員等から開示された情報は、適切に取扱い、外部に漏洩しないよう厳重に保管する。 

 
第２段階 職員等から提出された情報の判断・記録 

①職員等から提出された情報は、利益相反ワーキンググループで集積するとともに利益相

反状況の問題の有無を判断する。 
②情報は、適切に記録・保存し、社会的な疑義が提起された場合には、利益相反アドバイ

ザーが、記録をもとに学内で調査を行い、社会の疑義に対する説明責任を果たすべく最善

の努力をする。 
 
第３段階 利益相反アドバイザーによる事実関係の検討 

①利益相反アドバイザーは、提供を受けた情報に関する事実関係を調査・検討し、評価す

る。 
②対象となる利益相反の状況が、容認できる状況であると判断した場合は、関係者に対し

てアドバイスを行う。 
③対象となる利益相反の状況が、容認できない（禁止される）状況であると判断した場合

は、利益相反マネジメント委員会に報告する。 
 
第４段階 利益相反マネジメント委員会による対応 

利益相反マネジメント委員会では、利益相反アドバイザーの報告を受けて、必要に応じ該
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当する職員にヒヤリングを行い、弊害等が生じる可能性を検討し、是正勧告や規程遵守を指

示する。 
 

４．利益相反の判断基準事例 
（１）規則に則っているので容認できる事例 

岡山大学職務発明等取扱規程の定めに基づいて、補償金を受け取る場合。 
 

（２）利益相反マネジメント委員会への開示行為は事後でも、原則可能であるが、必要な場合

には事前の所属長の許可手続きを必要とする事例 
①ある企業の資金提供による研究に参加している職員等が、その研究で発明又は開発を行

った技術に関して、職員等がその技術を当該企業に譲渡する場合。（譲渡手続） 
②ある企業の商業的又は研究活動に従事している職員が、その企業の営利部門の執行役員、

取締役、コンサルタント又は代理人のポストを引き受ける場合。（兼業） 
③職員等がある企業等から研究資金の提供や個人的な経済利益を得ている場合において、

その受領状況についての開示を大学に行うことなしに、自分の研究結果についての発表、

公式照会又はその研究結果の知的財産権に関して専門家としてコメントを行った場合。

（守秘義務） 
 

（３）利益相反マネジメント委員会への開示、審査及び許可の後に初めて許可される活動事例 
①職員等が、岡山大学職務発明等取扱規程の定めに基づいて、補償金を受け取り、又は研

究資金以外に、コンサルティング活動、株式保有又はこれらに類似の個人的な経済的利益

を有している企業に対して、その企業との研究で発明した技術を企業に譲渡又は契約に基

づいてライセンス等をする場合。（共同研究契約） 
②職員等が株式を所有しているか、それに類似した個人的利益を有する企業に対して学生、

ポスドク若しくは大学の職員等をその営利企業がスポンサーとなっている研究に従事さ

せる場合。（便宜供与） 
③職員等が経済的利益を有する企業が研究資金の提供者である場合に、その職員等が発明

した技術に基づいて当該企業についての技術評価に関与する場合。（公平性） 
④大学において指導的行動をとることが可能な職員等が、個人的に経済的利益を有してい

る事業に対して大学による支援活動を行う場合。（便宜供与、投資の範囲） 
 
なお、継続して、岡山大学の利益相反事例の蓄積を行い、適切な利益相反マネジメントが行

えるようにする。 



別表  １ 
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別表 ２ 

 

利益相反マネジメント委員会が指定する者 

 

１．常勤役員 

２．部局長 

３．研究推進産学官連携機構 

 （１）副機構長  

 （２）研究推進本部長 

 （３）産学官連携本部長 

 （４）知的財産本部長 

 （５）産学官融合センター長 

 （６）新技術研究センター長 

４．事務局長 

５．総務・企画部 

 （１）部長 

 （２）人事課長 

６．研究交流部 

 （１）部長 

 （２）研究交流企画課長 

 （３）産学連携推進課長 

 （４）研究交流企画課総括主査 

（５）産学連携推進課総括主査 

７． 財務部 

 （１）部長 

 （２）財務企画課長 

 （３）経理課長 

（４）契約課長 

８．岡山大学病院事務部 

 （１）部長 

 （２）研究推進課長 

９．委員長が特に指定する者 

（１）企業の役員に就任している者（指針１－（１）－①関係） 

 （２）一件当たり１００万円以上の企業との共同研究代表者（指針１－（２）－①関係） 

 （３）一件当たり１００万円以上の企業との受託研究代表者（指針１－（２）－②関係） 

 （４）寄付講座、共同研究講座、寄付研究部門、共同研究部門の代表者（相手方が公的機関の 

場合を除く）（指針１－（２）－③関係） 

（５）企業からの受託研究員受入責任者（指針１－（２）－④関係） 

（６）企業等から一件当たり１００万円以上の寄付金を受けた職員（指針１－（３）－①関係） 
 （７）大学発ベンチャー企業の起業者（指針１－（４）－①関係） 



岡山大学動物実験規則 

 
平成２０年２月２１日 
岡 大 規 則 第 ６ 号 

改正 平成２３年１２月２０日規則第２５号 

平成２７年 １月２７日規則第 ３号 

   平成２９年 ６月３０日規則第１３号 

平成２９年１１月２８日規則第１８号 

 
（目的） 
第１条 この規則は，「動物の愛護及び管理に関する法律」（昭和４８年法律第１０５号。以下「法」

という。），「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（平成１８年環境省告示第

８８号。以下「飼養保管基準」という。）及び「研究機関等における動物実験等の実施に関する基

本指針」（平成１８年文部科学省告示第７１号。以下「基本指針」という。）に基づき，日本学術

会議が作成した「動物実験の適正な実施に向けたガイドライン（平成１８年６月）」を参考に，科

学的観点，動物愛護の観点及び環境保全の観点並びに動物実験等を実施する教職員・学生等の安

全確保の観点（以下「科学的観点等」という。）から，岡山大学（以下「本学」という。）におけ

る動物実験等の実施並びに実験動物の飼養又は保管に関し必要な事項を定め，もって，適正な動

物実験等の実施等を図ることを目的とする。 
（適用範囲） 
第２条 この規則の規定は，本学において実施される哺乳類，鳥類及び爬虫類の生体を用いたすべ

ての動物実験等並びにこれら実験動物の飼養又は保管について適用する。 
２ 前項の規定にかかわらず，次の各号に掲げるものについては，この規則の規定を適用しない。

一 畜産に関する飼養管理の教育若しくは試験研究又は畜産に関する育種改良を目的とした実験   
動物（一般に，産業用家畜と見なされる動物種に限る。）の飼養又は保管，及び生態の観察を

行うことを目的とした実験動物の飼養又は保管。 
二 本学教育学部附属の幼稚園，小学校，中学校及び特別支援学校における情操の涵養を目的と

した動物の飼養又は保管。 
三 馬術競技を行うことを目的とした動物の飼養又は保管。 

（基本原則） 
第３条 動物実験等については，法，飼養保管基準，基本方針その他の法令等（以下「法令等」と

いう。）に定めがあるもののほか，この規則の定めるところによるものとする。 
２ 動物実験等の実施に当たっては，法及び飼養保管基準に即し，代替法の利用（Replacement），
使用数の削減（Reduction）及び苦痛の軽減（Refinement）の３Ｒの原則に基づき，適正に行わ

なければならない。 
（定義） 
第４条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 
一 動物実験等 次号に規定する実験動物を教育，試験研究又は生物学的製剤の製造の用その他

の科学上の利用に供することをいう。 
二 実験動物 動物実験等の利用に供するため，施設等で飼養又は保管している哺乳類，鳥類又

は爬虫類に属する動物（施設等に導入するために輸送中のものを含む。）をいう。 
三 飼養保管施設 実験動物を恒常的に飼養若しくは保管し又は動物実験等を行う施設（設備を

含む。）をいう。 



四 動物実験室 実験動物に実験操作（第６条に規定する岡山大学動物実験委員会が法令等の趣

旨を踏まえ，科学的な合理性があると認めた一時的な保管を含む。）を行う実験室（設備を含む。）

をいう。 
五 施設等 飼養保管施設及び動物実験室をいう。 
六 動物実験計画 動物実験等の実施に関する計画をいう。 
七 動物実験実施者 動物実験等を実施する者をいう。 
八 動物実験責任者 動物実験実施者のうち，動物実験等の実施に関する業務を統括する者をい

う。 
九 管理者 実験動物及び施設等を管理する部局の長をいう。 
十 実験動物管理者 実験動物に関する知識及び経験を有する者で，管理者を補佐し，実験動物

の管理を担当する者をいう。 
十一 飼養者 実験動物管理者又は動物実験実施者の下で実験動物の飼養又は保管に従事する者

をいう。 
十二 管理者等 学長，管理者，動物実験責任者，動物実験実施者，実験動物管理者及び飼養者

をいう。 
（学長の責務） 
第５条 学長は，本学における動物実験等の適正な実施に関して総括する。 
（動物実験委員会の設置） 
第６条 動物実験等の適正な実施を確保するため，岡山大学動物実験委員会（以下「動物実験委員

会」という。）を置く。 
２ 動物実験委員会に関して必要な事項は，学長が別に定める。 
（動物実験計画の立案） 
第７条 動物実験責任者は，動物実験計画の立案に当たっては，動物実験等により取得されるデー

タの信頼性を確保する観点から，次の各号に掲げる事項に留意しなければならない。 
一 研究の目的，意義及び必要性 
二 代替法を考慮して，実験動物を適切に利用すること。 
三 実験動物の使用数削減のため，動物実験等の目的に適した実験動物種の選定，動物実験成績

の精度と再現性を左右する実験動物の数，遺伝学的及び微生物学的品質並びに飼養条件を考慮

すること。 
四 苦痛の軽減により動物実験等を適切に行うこと。 
五 苦痛度の高い動物実験等（致死的な毒性試験，感染実験，放射線照射実験等）を行う場合は，

動物実験等を計画する段階で人道的エンドポイント（実験動物を激しい苦痛から解放するため

の実験を打ち切るタイミング）の設定を検討すること。 
（動物実験計画の申請及び承認）第８条 動物実験責任者は，動物実験等を実施しようとする場合

は，動物実験計画書（様式１）を学長に提出し，その承認を受けなければならない。 
２ 学長は，動物実験計画書の提出があったときは，動物実験委員会に諮るものとする。 
３ 学長は，動物実験委員会の審議の結果に基づき，動物実験計画の承認の可否を決定し，その結

果を動物実験責任者に通知するものとする。 
４ 動物実験実施者は，動物実験計画について学長の承認を得た後でなければ，動物実験等を行う

ことができない。 
（動物実験計画の変更） 
第９条 動物実験責任者は，前条第３項の承認を受けた動物実験計画の内容を変更しようとすると

きは，改めて動物実験計画書（様式１）（動物実験実施者を変更する場合は，動物実験計画変更・



追加申請書（様式２））を学長に提出し，その承認を受けなければならない。 
２ 前条第２項から第４項までの規定は，前項の申請について準用する。 
（実験操作） 
第１０条 動物実験実施者は，動物実験等の実施に当たって，法令等及びこの規則に則するととも

に，特に次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 
一 適切に維持管理された施設等において動物実験等を行うこと。 
二 動物実験計画書に記載された事項及び次に掲げる事項を遵守すること。 
イ 適切な麻酔薬，鎮痛薬等の利用 
ロ 実験の終了時期（人道的エンドポイントを含む。）の配慮 
ハ 適切な術後管理 
ニ 適切な安楽死の方法の選択 

三 安全管理に注意を払うべき実験（物理的，科学的に危険な材料若しくは病原体又は遺伝子組

換え動物等を用いる実験）については，関係法令等及び本学における関係規則等に従うこと。 
四 物理的，化学的に危険な材料又は病原体等を扱う動物実験等について，安全のための適切な

施設や設備を確保すること。 
五 動物実験等の実施に先立ち，必要な実験手技等の習得に努めること。 
六 侵襲性の高い大規模な存命手術にあたっては，経験等を有する者の指導下で行うこと。 

（実験操作終了後の処置等） 
第１１条 動物実験責任者は，実験操作を終了又は中止した後，実験動物を処分する場合は，動物

の殺処分方法に関する指針（平成７年総理府告示第４０号）に準拠し，致死量以上の麻酔薬の投

与又は頚椎脱臼等によって，苦痛を与えないよう速やかに処置しなければならない。 
２ 動物実験責任者は，実験動物の死体については，人及び他の実験動物の健康及び生活環境を損

うことのないよう，適切に処置しなければならない。 
（他機関への委託） 
第１２条 動物実験責任者は，本学以外の機関に動物実験等の実施を委託しようとする場合は，当

該機関において，基本指針又は他省庁の定める動物実験等に関する基本指針に則して動物実験等

が実施されることを，あらかじめ確認しなければならない。 
（動物実験計画の完了又は中止等の報告） 
第１３条 動物実験責任者は，動物実験計画を完了又は中止したときは，動物実験報告書（様式３）

を学長に速やかに提出しなければならない。 
２ 動物実験責任者は，動物実験計画が複数年度にわたるときは，年度ごとに動物実験報告書（様

式３）を学長に提出しなければならない。 
（飼養保管施設の設置） 
第１４条 部局の長は，飼養保管施設の設置を行おうとする場合は，飼養保管施設設置承認申請書

（様式４）を学長に提出し，その承認を受けなければならない。 
２ 学長は，飼養保管施設設置承認申請書の提出があったときは，申請された施設を動物実験委員

会に調査させるものとする。 
３ 学長は，動物実験委員会の調査の結果に基づき，飼養保管施設設置の承認の可否を決定し，そ

の結果を部局の長に通知するものとする 
４ 動物実験実施者及び飼養者は，学長の承認を受けた飼養保管施設でなければ，実験動物の飼養

若しくは保管又は動物実験等を行うことができない。 
（飼養保管施設の要件） 
第１５条 飼養保管施設は，次の各号の要件を満たさなければならない。 



一 適切な温度，湿度，換気，明るさ等を保つことができる構造等とすること。 
二 実験動物の種類や飼養又は保管する数等に応じた飼育設備を有すること。 
三 床や内壁などの清掃，消毒等が容易な構造で，器材の洗浄や消毒等を行う衛生設備を有する

こと。 
四 実験動物が逸走しない構造及び強度を有すること。 
五 臭気，騒音，廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置がとられていること。 
六 実験動物管理者が置かれていること。 
七 その他動物実験委員会が必要と認めるもの。 

２ 学長は，動物実験等の適切な実施を図るため，飼養保管施設の設置数の上限を定めることがで

きる。 
（動物実験室の設置） 
第１６条 飼養保管施設以外において，動物実験室を設置しようとする部局の長は，動物実験室設

置承認申請書（様式５）を学長に提出し，その承認を受けなければならない。 
２ 学長は，動物実験室設置承認申請書の提出があったときは，動物実験委員会に調査させるもの

とする。 
３ 学長は，動物実験委員会の調査の結果に基づき，動物実験室設置の承認の可否を決定し，その

結果を部局の長に通知するものとする。 
４ 動物実験実施者は，学長の承認を受けた動物実験室でなければ，動物実験等を行うことができ

ない。 
（動物実験室の要件） 
第１７条 動物実験室は，次の各号の要件を満たさなければならない。 
一 実験動物が逸走しない構造及び強度を有し，実験動物が室内で逸走しても捕獲しやすい環境

が維持されていること。 
二 実験動物の排泄物や血液等による汚染に対して清掃や消毒が容易な構造であること。 
三 常に清潔な状態を保ち，臭気，騒音，廃棄物等による周辺環境への悪影響を防止する措置が

とられていること。 
四 その他動物実験委員会が必要と認めるもの。 

（施設等の維持管理及び改善） 
第１８条 管理者は，実験動物の適正な管理並びに動物実験等の遂行に必要な施設等の維持管理及

び改善に努めなければならない。 
（施設等の変更・廃止） 
第１９条 施設等を変更・廃止する場合は，管理者は，施設等（飼養保管施設・動物実験室）の変

更・廃止届（様式６）を提出し，あらかじめ学長の承認を得るものとする。 
２ 学長は，施設等（飼養保管施設・動物実験室）の変更・廃止届の提出があったときは，動物実

験委員会に諮るものとする。 
３ 学長は，動物実験委員会の審議の結果に基づき，施設等の変更・廃止の承認の可否を決定し，

その結果を管理者に通知するものとする。 
４ 管理者は，学長の承認を得なければ，施設等の変更・廃止を行うことができない。 
５ 管理者は，施設等の変更・廃止に伴って実験動物を処分する必要がある場合は，動物実験責任

者と協力し，飼養又は保管中の実験動物を他の飼養保管施設又は適正に実験動物を管理している

他の機関に譲り渡すよう努めるものとする。 
（標準作業手順の作成と周知） 
第２０条 管理者及び実験動物管理者は，飼養保管施設ごとに飼養又は保管の標準作業手順を定め，



動物実験実施者及び飼養者に周知するものとする。 
（実験動物の健康及び安全の保持） 
第２１条 実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，飼養保管基準及びこの規則を遵守し，

実験動物の健康及び安全の保持に努めなければならない。 
（実験動物の導入） 
第２２条 管理者は，実験動物を導入するときは，法令等に基づき適正に管理されている機関より

導入するものとする。 
２ 実験動物管理者は，実験動物の導入に当たり，適切な検疫，隔離飼育等を行うものとする。 
３ 実験動物管理者は，導入した実験動物の飼養環境への順化・順応を図るための必要な措置を講

じるものとする。 
（給餌・給水） 
第２３条 実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，実験動物の生理，生態，習性等に応じ

て，適切に給餌・給水を行うものとする。 
（健康管理） 
第２４条 実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，実験目的以外の傷害や疾病を予防する

ため，実験動物に必要な健康管理を行うものとする。 
２ 実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，実験動物が実験目的以外の傷害を負い，又は

疾病にかかった場合，適切な治療等を行うものとする。 
（異種又は複数動物の飼育） 
第２５条 実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，異種又は複数の実験動物を同一の飼養

保管施設内で飼養又は保管する場合，その組み合わせを考慮した収容を行うものとする。 
（記録の保存及び報告） 
第２６条 管理者は，実験動物の入手先，飼育履歴，病歴等に関する記録を整備し，保存しなけれ

ばならない。 
２ 管理者は，年度ごとに，飼養又は保管した実験動物の種類，数等について，学長に報告するも

のとする。 
（譲渡の際の情報提供） 
第２７条 管理者は，実験動物を譲渡するときは，その特性，飼養保管の方法，感染性疾病等に関

する情報を提供するものとする。 
（輸送） 
第２８条 管理者等は，実験動物を輸送するときは，飼養保管基準を遵守し，実験動物の健康及び

安全の確保並びに人への危害防止に努めなければならない。 
（危害防止） 
第２９条 管理者は，実験動物が逸走した場合の捕獲の方法等をあらかじめ定めておかなければな

らない。 
２ 管理者は，人に危害を加える等の恐れのある実験動物が施設等外に逸走した場合には，速やか

に関係機関へ連絡しなければならない。 
３ 管理者は，実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者に対する実験動物由来の感染症及び実

験動物による咬傷並びにアレルギー等による危害について，予防及び発生時の必要な措置を講じ

なければならない。 
４ 管理者は，毒へび等の有毒動物の飼養又は保管をする場合は，人への危害の発生の防止のため，

飼養保管基準に基づき必要な事項を別途定めなければならない。 
５ 管理者は，人に危害を加える等のおそれがある実験動物について個別の識別を行うことを目的



に，入れ墨，名札，脚環又はマイクロチップ等の識別装置等の装着を技術的に可能な範囲で講じ

なければならない。 
６ 管理者等は，実験動物の飼養及び保管並びに動物実験等の実施に関係のない者が実験動物等に

接触しないよう，必要な措置を講じなければならない。 
（人と動物の共通感染症の対応） 
第３０条 実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者は，人と動物の共通感染症に関する十分な

知識の習得及び情報の収集に努めなければならない。 
２ 管理者は，人と動物の共通感染症の発生時において必要な措置を迅速に講じることができるよ

う，公衆衛生機関等との連絡体制を整備しなければならない。 
（緊急時の対応） 
第３１条 管理者は，地震，火災等の緊急時に実験動物に対して採るべき措置に関する計画をあら

かじめ作成し，実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者に対して周知を図らなければならな

い。 
２ 管理者等は，緊急事態が発生したときは，実験動物の保護及び実験動物の逸走による人への危

害防止に努めなければならない。 
（教育訓練） 
第３２条 学長は，実験動物管理者，動物実験実施者及び飼養者に対し，次の各号に掲げる事項に

関する所定の教育訓練を行わなければならない。 
一 法令等，本学の関係規則その他関連する法令等 
二 動物実験等の実施方法に関する基本的事項 
三 実験動物の飼養又は保管に関する基本的事項 
四 安全確保，安全管理に関する事項 
五 その他適切な動物実験等の実施に関する事項 

２ 学長は，教育訓練の実施日，教育内容，講師及び受講者名の記録を保存しなければならない。 
（自己点検・評価・検証） 
第３３条 学長は，動物実験委員会に，本学の動物実験等の実施状況並びに飼養保管基準及び基本

指針等その他関連する法令等への適合性に関し，定期的に自己点検・評価を行わせなければなら

ない。 
２ 動物実験委員会は，前項の自己点検・評価を行ったときは，その結果を学長に報告しなければ

ならない。 
３ 動物実験委員会は，管理者，動物実験実施者，動物実験責任者，実験動物管理者，飼養者等に，

自己点検・評価のための資料を提出させることができる。 
４ 学長は，自己点検・評価の結果について，学外の者による検証を受けるよう努めるものとする。 
（情報公開） 
第３４条 学長は，本学における動物実験等に関する情報（動物実験等に関する規則，実験動物の

飼養又は保管の状況，自己点検・評価，検証の結果等）を，毎年１回程度公表する。 
（準用） 
第３５条 第４条第２号に定める実験動物以外の動物を使用する実験等については，飼養保管基準

の趣旨に沿って行うよう努めるものとする。 
（雑則） 
第３６条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は，学長が別に定める。 

 
附 則 



１ この規則は，平成２０年３月１日から施行する。 
２ この規則の施行の際現に実施されている動物実験等は，この規則の施行の日に，第８条第１項

の承認があったものとみなす。 
３ この規則の施行の際現に実験動物の飼養若しくは保管又は動物実験等を行っている施設又は実

験室を管理する部局の長は，平成２０年３月３１日までの間は，第１４条第１項又は第１６条第

１項の承認を受けないで，当該施設又は実験室において，実験動物の飼養若しくは保管又は動物

実験等を行わせることができる。 
４ 前項に規定する部局の長が，平成２０年３月３１日までの間に，第１４条第１項又は第１６条

第１項の承認の申請をした場合にあっては，当該申請についての処分があるまでの間，従前どお

り使用することができるものとする。 
附 則 

この規則は，平成２４年１月１日から施行する。 
附 則 

この規則は，平成２７年２月１日から施行する。 
附 則 

この規則は，平成２７年７月１日から施行する。 
  附 則 
この規則は，平成２９年１２月１日から施行する。 



様式１（第８条第１項関係）

岡山大学長　殿 □ □

年 月 日 年 月 日 【 】

部局名

連絡先TEL: 

部局名

連絡先TEL: 

部局名

連絡先TEL: 

部局名

連絡先TEL: 

部局名

連絡先TEL: 

部局名

連絡先TEL: 

部局名

連絡先TEL: 

年 月

□ 有 □ 無

）

岡　山　大　学　動　物　実　験　計　画　書

動 物 種 系 統 性 別 匹 数
微生物学的

品質

飼養保管施設 実験動物の実験室での一時的保管の必要性：

実 験 室
保管期間（
（実験室で保管しなければならない具体的な理由を研究方法の欄に明示）

動 物 種  等

入手先
(導入機関名)

備 考

有 □ 無
@

実験実施期間 承　認　後 　～　 平　成 

　　　　　　　(  　　 　  )

□

有 □ 無

　　　　　　　(  　　 　  )

□ 有 □

@

職　名
教育訓練受講の

□有□無

有

□ 無
@

　　　　　　　(  　　 　  )

□ 有 □ 無
@

無
@

　　　　　　　(  　　 　  )

□

□

新規計画 前年度承認計画

提出年月日：平成 受付年月日：平成 受付番号

□ 有 □ 無（括弧内にフリガナ）
@

e-mail    @ 連絡先TEL: 

動物実験責任者名 　　　　　　　(  　　 　  )

研　究　組　織
氏 名（フ リ ガ ナ） 部局名

< 必要性 >

< 意義 >

研　究　課　題

< 目的 >

研　究　概　要

□ 無（括弧内にフリガナ，
選択項目を■） @

　　　　　　　(  　　 　  )

□ 有

動物実験実施者名 　　　　　　　(  　　 　  )

iida-y
テキストボックス



□ □ □ □

□ 2. 遺伝子組換え動物使用実験　　 区分: □ □ □

□

□

□ □

□ □

□ □ （ )

□

□

□

□

□

□

□ 2. 麻酔薬・鎮痛薬等を使用する。

)

□

□

□

 )

□ 2. 炭酸ガス

□

□  )

□

□

 ) 

審査終了: 平成 年 月 日

修正意見等

審査結果 □本実験計画は，岡山大学における動物実験規則等に適合する。

□本実験計画は、岡山大学における動物実験規則等に適合しない。

承認: 平成 年 月 日

本実験計画を承認します。

　　　　承認番号：第 号

岡山大学長

委員会記入欄

学長承認欄

実験動物を実験室で保管する場合の理由（動物実験の方法等と整合性をもたせ、記入）

動物実験の方法（動物に加える処置，使用動物数の根拠を記入し，「想定される苦痛のカテゴリー」や「動物の苦痛軽減・排除方

予定する使用動物数（種・系統別に記入）

P3A

4. その他 （具体的に記入)

2. 検討した代替手段の精度が不十分だった。

1. 検討したが，動物実験に替わる手段がなかった。

3. 放射性同位元素・放射線使用実験

BSL1 BSL2 BSL3

P1A P2A 

3. 動物が耐えがたい痛みを伴う場合適切な時期に安楽死措置をとるなどの人道的エンドポイントを考慮する。

3. その他

実験終了時（年度末あるいは中止時）には、動物実験実施報告書の提出が必要です。

動物死体の
処理方法
(選択項目を■)

1. 外部業者に依託

2. その他 （具体的に記入:

その他必要事項
又は参考事項

(過去の動物実験計画書承認実績，学内の関連委員会への申請状況，飼養保管施設・実験室の承認状況などを記入)

安楽死の方法
(該当項目を全て■)

3. 中枢破壊 (具体的に記入: 法 )

4. 安楽死させない (その理由を記入:

動物の苦痛軽減，
排除の方法
(該当項目を全て■)

1. 短時間の保定・拘束および注射など，軽微な苦痛の範囲であり，特に処置を講ずる必要はない。

　　　　　　　　整合性をもたせ、記入）

(具体的薬剤名及びその投与量・経路を記入：

想定される苦痛の
カテゴリー
 (選択項目を■)

A. 剖検により得られた組織または屠場から得られた組織を用いた実験、あるいは発育鶏卵等を用いた実験。

B. 脊椎動物を用い，動物に対して殆どあるいは全く不快感を与えないと思われる実験。

C. 脊椎動物を用い，動物に対して軽度のストレス又は痛み(短時間持続するもの)を伴うと思われる実験。

D. 脊椎動物を用い，回避できない重度のストレスまたは痛み（長時間持続するもの）を伴うと思われる実験。

E. 無麻酔下の脊椎動物に，耐えうる限界に近い　またはそれ以上の痛みを与えると思われる実験。

特殊実験区分
（該当項目を全て■)

動物実験の種類
（選択項目を■）

1.試験・研究  動物実験を必要とする
 理由：
    （選択項目を■）

2.教育・訓練

3.その他

4. 化学発癌・重金属実験

1. 感染実験　　安全度分類:　　

　研 究 方 法

1. 麻酔薬等の使用 (具体的薬剤名及びその投与量・経路を記入：



 
 

 

様式２（第９条関係） 

 

    

                                                     平成  年  月     日 

 

 

    岡山大学長 殿 

 

    

                                          

            動物実験計画変更・追加申請書 

 

    

                                                 動物実験責任者 

                                                   所属： 

                                                   職名： 

                                                 氏名：          印 

 

    

    承認番号           の動物実験計画について，動物実験実施者を下記 

のとおり変更・追加したいので承認願います。 

                                          

記 

    

    １．動物実験実施者の変更・追加＊ 

    （* 実験内容，動物実験責任者及び実験動物種の変更の場合は，「動物実験計画書」 

を新たに提出すること。） 

    

    

    

    



 
 

 

様式３（第１３条関係） 

 

    

                                                        平成  年  月  日 

   

 岡山大学長 殿 

 

                                     

動 物 実 験 報 告 書 

    

    

                                            動物実験責任者名 

                                              所属： 

                                              職名： 

                                              氏名：           印 

   

  

     承認番号           の動物実験計画を下記のとおり，実施しましたので 

  報告いたします。 

    

    

    

記 

    

   １．報告区分      完了・中止・年度報告 

    

 

   ２．実験実施期間      平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

 

 

   ３．期間中の実験動物種及び総使用動物数 

 

 

   ４．備考 

      （中止の場合はその理由を，完了又は年度報告の場合は気付いた点等について記述 

すること。） 

    

    

    



 
様式４（第１４条第１項関係） 

飼養保管施設設置承認申請書 

    岡山大学長 殿 

                     申請部局長 部局名 

                           部局長氏名                   印 

    岡山大学動物実験規則第１４条第１項の規定に基づき、下記の飼養保管施設設置の承認について申請します。 

 

    申請年月日：平成  年  月  日  受付年月日：平成  年  月  日 受付番号【     】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．飼養保管施設 

（施設）の名称等 
 名称： 

 棟名：                        室番号： 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                

２．施設の管理体制  

 <飼養保管施設管理者>（例：教室主任者等） 

 所属      職名  氏名 

 連絡先: Tel:                  Email: 

 <実験動物管理者> 

 所属      職名  氏名 

 連絡先: Tel:                  Email: 

 関連資格： 

 経験年数： 

 

 <飼養者>（人数が多い場合，別資料として添付） 

 所属      職名  氏名 

 連絡先: Tel:                  Email: 

 関連資格： 

 経験年数： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．施設の概要 

１）建物の構造：（例：鉄筋コンクリート造） 

 

２）空調設備：有  ℃，無 

      全外気， 部分外気，  循環 

 （いずれかに○をつけてください） 

       

３）飼養保管する実験動物種： 

 

４）飼養保管設備 

   クリーンラック 飼育棚  その他（         ） 

   （該当するものに○をつけてください） 

   最大収容匹数： 

 

５）逸走防止策 

  扉の施錠，前室，窓や排水口の封鎖，ネズミ返し， 

その他（                 ） 

   （該当するものに○をつけてください） 

 

６）衛生設備（洗浄・消毒・滅菌等の設備，器具） 

 

７）臭気，騒音，廃棄物等による周辺への悪影響防止策 



 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．特記事項（例：

化学的危険物質や病原

体等を扱う場合等の設

備構造の有無等） 

 

 

 

 

 

５．委員会記入欄 

調査月日：平成  年  月  日 

 

調査結果：□申請された飼養保管施設は岡山大学における動物実験規則に適合する。 

（条件等 □ 改善後，使用開始すること。） 

□申請された飼養保管施設は岡山大学における動物実験規則に適合する。 

 

意見等 

 

 

 

６．学長承認欄 

承認：平成  年  月  日 

本申請を承認します。 

 承認番号：第      号 

 

      岡 山 大 学 長 

     添付資料 

   １）施設の位置を示す地図 

   ２）施設の平面図 

    

    



 
様式５（第１６条第１項関係） 

 

動 物 実 験 室 設 置 承 認 申 請 書 

   

  岡山大学長 殿 

 

                     申請部局長 部局名 

                           部局長氏名                  印 

    

   岡山大学動物実験規則第１６条第１項の規定に基づき，下記の実験室設置の承認について申請します。 

    

   申請年月日：平成  年  月  日 受付年月日：平成  年  月  日 受付番号【         】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．実験室の名称等 
名称： 

棟名：          室番号： 

 

２．実験室の管理体制 

<実験室管理者>（例：教室主任者等） 

所属      職名      氏名 

連絡先：Tel:            Email: 

 

 

 

３．実験室の概要 

１）実験室の面積：（    ）㎡ 

２）実験に使用する実験動物種： 

３）逸走防止策：（例：扉の施錠，前室の有無，窓や排水口の封鎖，ネズミ返し等） 

（                               ） 

４）環境対策：（例：臭気，騒音，廃棄物等による周辺への悪影響防止策等）＿ 

（                                   ） 

４．特記事項（例：化学

的危険物質や病原体等を

扱う場合等の設備構造の

有無等） 

 

 

５．委員会記入欄 
調査月日：平成  年  月  日 

 

調査結果：□申請された実験室は岡山大学における動物実験規則等に適合する。 

      （条件等 □改善後，使用開始すること。） 

     □申請された実験室は岡山大学における動物実験規則等に適合しない。 

意見等： 

 
承認：平成  年  月  日 

本申請を承認します。 

承認番号：第      号 

 

    岡 山 大 学 長 

     添付資料 

   １） 実験室の位置を示す地図 

   ２） 実験室の平面図 



 
 

様式６（第１９条第１項関係） 

 

                                                      平成  年  月  日 

   

     岡山大学長 殿 

 

                                          届出部局長 部局名 

                                          部局長氏名                      印 

    

施設等（飼養保管施設・動物実験室）の変更・廃止届 

    

    岡山大学動物実験規則第１９条第１項の規定に基づき，下記のとおり届出いたします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

１．変更・廃止する飼養保

管施設（施設）又は実験室

の名称 

 

設置承認番号（             ） 

２．管理者 所属           職名 

氏名           連絡先 

３．変更・廃止年月日  平成     年  月  日 

４．変更・廃止内容  

 

５．変更・廃止理由 

 

６．廃止時に残存する飼養

保管動物の措置 

（施設の場合のみ記載） 

残存飼養保管動物の有無 

 □ 有     □ 無 

 

有の場合の措置 

 

７．特記事項 

 

 

 

 

８．委員会記入欄 

 

 

審査終了: 平成    年    月    日 

修正意見等 

 

審査結果□本実験計画は，岡山大学における動物実験規則等に適合する。 

    □本実験計画は，岡山大学における動物実験規則等に適合しない。 

 

 

９．学長記入欄 

承認: 平成    年    月    日 

本届出を承認します。 

  承認番号：第   号 

                   岡山大学長 

 



岡山大学動物実験委員会要項

平成２０年２月２１日

学 長 裁 定

改正 平成２２年１１月１２日

改正 平成２５年 ７月 １日

改正 平成２５年１１月 １日

改正 平成３０年 ３月３０日

（趣旨）

第１条 この要項は，岡山大学動物実験規則（平成２０年岡大規則第６号。以下「動物実

験規則」という。）第６条第２項の規定に基づき，岡山大学動物実験委員会（以下「委

員会」という。）に関し，必要な事項を定める。

（審議事項）

第２条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議又は調査し，学長に報告又は助言す

る。

一 動物実験計画書が，基本指針及び動物実験規則等に適合していることの審議

二 動物実験計画の実施状況及び結果に関すること

三 施設等の状況及び実験動物の飼養保管状況に関すること

四 動物実験等の適正な実施及び実験動物の適正な取扱い並びに関係法令等に関する教育

訓練の内容又は体制に関すること

五 自己点検・評価に関すること

六 その他，動物実験等の適正な実施のための必要事項に関すること

（組織）

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者で組織する。

一 自然生命科学研究支援センター動物資源部門長（以下「部門長」という。）

二 自然生命科学研究支援センター動物資源部門津島北施設長、津島南施設長及び鹿田

施設長（以下「施設長」という。）

三 自然生命科学研究支援センター動物資源部門の専任教員

四 部局から選出された教員

動物実験等もしくは実験動物に関して優れた識見を有する者 若干人

その他委員会が必要と認める学識経験を有する者 若干人

五 その他 次条に定める委員長が必要と認める者

３ 前項第４号及び第５号の委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が

生じた場合の補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。

（委員長等）

第４条 委員会に委員長及び副委員長を置く。

２ 委員長は，部門長をもって充てる。

３ 副委員長は，委員の互選により選任する。

４ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。

５ 委員長に事故があるときは，副委員長がその職務を代理する。

（会議等）

第５条 委員会は，構成員の過半数が出席しなければ会議を開き，議決することができな

い。

２ 委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，委員長の

決するところによる。



３ 委員は，自らが動物実験責任者となる動物実験計画の審査に加わることができない。

４ 委員は，動物実験計画に関して知り得た情報を第三者に漏洩してはならない。

（委員以外の者の出席）

第６条 委員長が必要と認めるときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴くこと

ができる。

（担当事務）

第７条 委員会に関する事務は，関係部局等の協力を得て，研究交流部研究交流企画課に

おいて行う。

（雑則）

第８条 この要項に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。

附 則

１ この要項は，平成２０年３月１日から施行する。

２ 岡山大学動物実験管理委員会内規（平成16年10月7日学長裁定）は，廃止する。

３ この要項の施行後最初に任命される第３条第１項第４号の規定に基づく委員は，同号

の規定にかかわらず，前項の規定により廃止された岡山大学動物実験管理委員会内規第

３条第１項第４号の規定に基づく委員が引き続きなるものとし，任期は，第３条第２項

本文の規定にかかわらず，平成２０年３月３１日までとする。

附 則

この要項は，平成２２年１１月１２日から施行し，平成２２年４月１日から適用する。

附 則

この要項は，平成２５年 ７月 １日から施行する。

附 則

この要項は，平成２５年１１月 １日から施行する。

附 則

この要項は，平成３０年 ４月 １日から施行する。
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【様式】研究活動状況に関する資料 

 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

専任教員数 130 128 131 127 

著書数 日本語 18 47 23 22 

外国語 8 2 17 7 

査読付き論文数 日本語 75 (52) 79 (50) 69 (41) 25 (23) 

外国語 196 (112) 181 (96) 179 (99) 116 (77) 

その他 437 411 426 202 

   ※１ 「専任教員数」については、各年度の５月１日現在の当該学部・研究科等に

所属する研究活動を行っている専任教員（教授、准教授、講師、助教）の人数

としてください。2019 年度の専任教員数は、学部・研究科等ごとの「研究業績

説明書」で求められる専任教員数と一致することになります。 

※２ 査読付き論文数については、内数として「筆頭著者・責任著者」による論文

数を記載してください。 

   ※３ 学会発表や「査読付き論文」に当たらない論文などについては、「その他」と 

     してカウントしてください。 

 



表．Q1ジャーナル論文率が確認できる資料6404-i3-2

Q1ジャーナ
ル

論文数
論文数

Q1ジャーナ
ル論文率

Q1ジャーナ
ル

論文数
論文数

Q1ジャーナ
ル論文率

Q1ジャーナ
ル

論文数
論文数

Q1ジャーナ
ル論文率

Q1ジャーナ
ル

論文数
論文数

Q1ジャーナ
ル論文率

環境生命科学研究科(環) 24 87 27.6% 25 78 32.1% 22 77 28.6% 15 74 20.3%
環境生命科学研究科(農) 48 119 40.3% 45 119 37.8% 37 110 33.6% 52 96 54.2%
環境生命科学研究科 71 201 35.3% 66 188 35.1% 57 177 32.2% 65 168 38.7%
※2019年はQ1ジャーナルリストが発表されてないため、2018年のQ1ジャーナルリストから推定した暫定値。

部局

2016 2017 2018 2019



表．受賞が確認できる資料6404-i3-3

2016年 賞の名称 職　名 氏　名
受賞

年月日

山陽放送学術文化財団学術特別奨励賞 助教 田中　義行 H28.5.25

酵素応用シンポジウム研究奨励賞 准教授 金尾　忠芳 H28.6.3

第4回酵素応用シンポジウム研究奨励賞 教授 稲垣　賢二 H28.6.6

日本ビタミン学会学会賞 教授 稲垣　賢二 H28.6.17

平成２７年度河川財団奨励賞 特任助教 齊藤　光代 H28.7.28

特別研究員等審査会専門委員（書面担当）の表彰 教授 木村　邦生 H28.7.31

日本農芸化学会中四国支部功労賞 教授 稲垣　賢二 H28.9.15

日本生化学会JB論文賞 教授 稲垣　賢二 H28.9.26

生物学研究奨励賞 准教授 三木　直子 H28.10.3

両備檉園記念財団　生物学研究奨励賞 助教 宮﨑　祐子 H28.10.3

第4回日本動物行動学会日高賞 教授 宮竹　貴久 H28.11.12

BEST PRESENTATION AWARD, PAPER ID :033-PEN
TiSERIC, (Masaji Watanabe, Fusako Kawai) Numerical
Techniques for Simulation of Microbial
Depolymerization Process with Time Factor of
Degradation Rate, Recent Trend in Science and
Engineering Research International Conference 2017,
17-18 February 2017, Penang, Malaysia

教授 渡邊　雅二 H29.2.18

日本育種学会論文賞 助教 門田　有希 H28.3.21

日本数学会代数学賞 教授 橋本　光靖 H29.3.26

日本育種学会賞 教授 加藤　鎌司 H29.3.29

2017年 賞の名称 職　名 氏　名
受賞

年月日

日本地下水学会　学会功労賞 教授 前田　守弘 H29.5.20

公益社団法人日本地下水学会　学会功労賞 准教授 小松　満 H29.5.20

第45回セメント協会論文賞 教授 綾野　克紀 H29.5.30

第45回セメント協会論文賞 准教授 藤井　隆史 H29.5.30

山陽放送学術文化財団学術奨励賞 准教授 辻　岳人 H29.5.30

第54回（平成28年度）山陽放送学術文化財団学術特別奨励
賞

准教授 田中　義行 H29.5.30

廃棄物資源循環学会論文賞 教授 加藤　嘉英 H29.6.2

園芸学会中四国支部優秀発表賞 准教授 田中　義行 H29.9.21

日本育種学会奨励賞 准教授 門田　有希 H30.3.25

2018年 賞の名称 職　名 氏　名
受賞

年月日

日本農学賞　/　読売農学賞 教授 国枝　哲夫 H30.4.5

（公財）山陽放送学術文化財団　学術奨励賞 准教授 三木　直子 H30.5.17



世界体外受精会議記念賞（臨床） 准教授 大月　純子 H30.7.27

The IRES Excellent Paper Award 教授 渡辺　雅二 H30.8.2

日本応用地質学会論文賞 教授 西山　哲 H30.6.29

平成30年度農業農村工学会大会講演会優秀ポスター賞 准教授 中田和義 H30.9.5

平成３０年度大学農場教育賞 教授 吉田　裕一 H30.9.13

平成３０年度環境大臣表彰「廃棄物・浄化槽研究開発功労
賞」

教授 川本　克也 H30.10.18

日本農業経済学会　奨励賞 准教授 大仲　克俊 H31.3.30

2019年 賞の名称 職　名 氏　名
受賞

年月日

文部科学大臣表彰　若手科学者賞 准教授 赤木　剛士 H31.4.7

平成30年度農村計画学会　奨励賞（論文） 准教授 本田　恭子 H31.4.13

Among the top 5 downloaded articles during 2018 in
Granular Matter

准教授 珠玖　隆行 H31.4.25

政令指定都市以降１０周年・市制以降１３０周年記念式典
岡山市長感謝状（公共の福祉増進）

教授 阿部　宏史 R1.6.1

日本計算機統計学会2018年度論文賞 准教授 石岡　文生 R1.6.1

2019年日本コンクリート工学会賞　功労賞 教授 綾野　克紀 R1.6.7

都市計画法・建築基準法制定１００周年記念式典　国土交通
大臣感謝状（都市計画分野）

教授 阿部　宏史 R1.6.19

土木学会　土木情報学賞　システム開発賞 教授 西山　哲 R1.9.26

日本農業進歩賞 准教授 赤木　剛士 R1.11.22



表．産官学で取り組んでいる共同研究 (別紙資料6404-iA-1)
食中毒防止啓蒙活動

渋滞緩和プロジェクト

空き家対策

河川堤防対策

砂防施設保護

災害時の通信インフラシステムの開発

廃鉱山やコンビナートから生じる廃棄物の有効利用

ため池のリスク評価

液状化地盤上の道路盛り土対策

がん関連新規有用物質の開発

新規有用微生物の単離

気象変動に対応する新品種育成

遺伝資源の多様性解析

病原性強度抵抗性品種開発

有用遺伝子の同定と遺伝子マーカの作出

作物ごとの品種識別技術の開発

地域特産品の開発

木質バイオマス利用によるペット用商品開発

汚染物質による環境破壊対策



表．国際交流協定の比較（別添資料6404-iB-1）

 
第2期（2010.4.1〜
2016.3.31）

第３期（2016.4.1
〜2020.3.31）

大学間協定 17 12

部局間協定 6 9



表．教員，研究グループによる国際的な連携による研究活動 (別紙資料6404-iB-2)
・JSPSの二国間交流事業でフィンランド国立環境研究所との共同研究

・中山大学，広東海洋大学（中国）およびインドネシア科学院と共同での
都市沿岸域における水資源および水環境の評価・保全に関する共同研究

・サンパウロ大学（ブラジル）と共同で農村−都市部における持続可能な
水資源利用に関する共同研究

・ミシガン工科大学と共同でオゾンを使った廃水処理技術と反応メカニズ
ム解明に関する共同研究

・インド工科大学グワハティ校(IITG)およびインド理科大学院大学(IISc)
と共同でインドにおける貯水池の調査砂防施設保護

・University of Lampung（インドネシア）と社会林業システム下におけ
る流域水環境の保全と持続可能な開発について

・Texas A&M University（アメリカ）と棚田の水物質循環解析に向けた
APEXモデルの改良

・Universidade Eduardo Mondlane（モザンビーク）とリンポポ川流域の
乾期の環境維持用水と農業取水とのバランスについて

・University of Helsinkiおよびフィンランド国立環境研究所（フィンラ
ンド）と流域の持続可能な水物質循環について

・ベルギーゲント大学やオーストリア ウィーン大学，タイ、プリンスオ
ブソンクラー大学、シーナカリンウイロット大学の教員と共同研究を実施

・インドネシア・アンダラス大学と共同で有用乳酸菌株の機能解析

・ポーランド科学アカデミー(PAN)とウシやウマ等の大型家畜の生殖生理
に関する共同研究

・ウリ科野菜遺伝資源を対象としてカンボジアおよびキルギスの現地研究
機関と共同研究

・ウズベキスタンにおける野菜新品種の育成を目的として現地研究機関お
よび民間種苗会社と共同研究体制の構築

・英国Oxford大学との植物病原細菌の植物による認識機構の国際共同研究

・ラオス人民民主共和国のNational Agriculture and Forestry Research
Institute, Rice Research Centerとの共同研究
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